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　親族が集まる日のユーインは、いつも憂ゆう鬱うつだった。

　曾そう祖そ父ふも祖父母も大好きだけれど、意地の悪い二つ上の従兄いとことも顔を合わせなくてはならないからだ。ファンはユーインのことを遊び甲が斐いのあるオモチャのように思っているようで、会うたびにしつこくからかってくる。

　今日の曾祖父のバースデーパーティでも、ファンに見つからないように隠かくれていたのだが、曾祖父に呼ばれていると噓うそを吐ついておびき出され、あえなく捕つかまってしまった。

「それだけは返してっ」

「返して欲しかったら取ってみたらどうだ？　ほらほら、もっと高く飛ばないと届かないぞ」

「……っ、返してよ……！　おじいさまからもらった大事なものなんだから」

　いつもなら嵐あらしが過ぎ去るのを大人しく待つユーインだが、曾祖父にもらった翡ひ翠すいのピンブローチを取り上げられて黙だまってはいられなかった。

　それは亡なき曾そう祖そ母ぼが大事にしていたというもので、昨年のユーインの誕生日に曾祖父から譲ゆずってもらった。だから、今日の祝いの席で胸につけようと思ったのだ。

　よく似合うと微笑ほほえんでくれた曾祖父のためにも、これだけは絶対に取り返したかった。

「そんなに大事なものならベッドの下にでもしまっておけよ。わざわざ見せびらかすようなことするから悪いんだろ」

　強ごう引いんに取り上げておいて、ずいぶん勝手な云いい分ぶんだ。しかし、言葉の上手うまくないユーインにはファンを云い負かす自信はない。

「他ほかのなら何でもあげるから、それだけは返して！」

　必死に取り返そうとする自分の姿が彼の嗜し虐ぎやく心を刺し激げきしたのだろう。どんなに懇こん願がんしても返してはもらえなかった。

「どうしても返して欲しかったら、そこに這はいつくばって頼たのんでみろよ。お願いします、お兄様ってさ」

　ニヤニヤとしたファンの笑えみが不快だったけれど、逆らえば返してもらえなくなるだけでなくブローチを壊こわされてしまうかもしれない。

「……わかった」

　ファンの云うとおりにするのは悔くやしい。だけど、曾祖母の形見という大事なものを返してもらうためには仕方ないと従おうとしたそのとき、誰だれかがファンの背後からピンブローチをひょいと取り上げた。

「なっ、何すんだよ！」

　突とつ然ぜん現れた金きん髪ぱつの少年は憤いきどおっているファンに目を向けることなく、ユーインにブローチを差し出してくれる。

「そんなことしなくていい。これはお前が正当な所有者なんだろう？」

「ええと……」

「俺はヒューバートだ」

　自分よりも少しだけ背の高い少年の瞳ひとみは、ユーインの手の平の中へと戻もどってきたブローチの翡翠と同じ色をしていた。

　青みがかった涼すずやかな緑色の瞳とキラキラとしたブロンド。まるで、映画の中から飛び出してきた王子様のようだった。

「俺を無視すんじゃねーよ!?　てゆーか、それ返せ！　関係ねーやつはどっか行けよ！」

　自分の思うような展開にならなかったことに癇かん癪しやくを起こし、ファンは地じ団だん駄だを踏ふんだ。

「君に『返せ』と云える権利はないだろう」

「俺がもらってやったんだから俺のもんなんだよ！」

「彼に譲ったのか？」

　ヒューバートに確かく認にんされ、ふるふると首を横に振ふった。無む理り矢や理り奪うばわれたせいで、服の一部が鉤かぎ裂ざきになってしまっている。

「───だそうだ。人からものを取るのはよくないことだ」

「お、脅おどすのかよ」

　ヒューバートの堂々とした態度に、ファンは怯ひるみ始めた。大きな顔をするのは、気弱なユーインや従妹いとこの前だけだ。

「そんなことはしない。警察に通報するだけだ」

「通報!?」

「だって、君のしていることは泥どろ棒ぼうだろ？　人のものを盗ぬすんだら犯罪者だ」

「盗んだんじゃねーよ！」

　ヒューバートのおよそ子供らしくない口調は、ファンを苛いら立だたせるようだ。

「じゃあ、奪い取ったのか？　強ごう盗とうはもっと悪いな」

「～～～～っ、仕方ねぇから今日は許してやるよ！　今日だけだからな!!」

　ファンは自らの分の悪さを悟さとったのだろう。青くなりながらも捨て台詞ぜりふを吐き捨てて、どこかへ走り去ってしまった。

　いつもはしつこい従兄を涼しい顔をして小難しい言葉で云い負かし、追い払はらってくれたヒューバートは、ユーインにとってはまさにヒーローだった。

「あの、ありがとう、ヒューバート」

「困ってる人がいたら助けるのは当然のことだ」

　ヒューバートはユーインの手からそっとブローチを受け取り、胸につけてくれた。

「似合ってる。君の名前は？」

「ユーイン」

「綺き麗れいな名前だな」

「君の名前もカッコいいね。今日は誰と来たの？」

「父に連れてきてもらった」

　曾祖父のバースデーパーティには色んな会社の偉えらい人たちだけでなく、その子供たちも来ていた。人見知りの強いユーインは、なかなか彼らと打ち解けることはできなかったけれど、不思議とヒューバートとは肩かたの力を抜ぬいて話すことができた。

「……ねえ、もう戻らないといけない？」

「まだ平気だろ。父さんたちは話し込んでるし、友達作ってこいって放ほうり出されたから」

　ヒューバートの言葉に希望を見み出いだし、ユーインはなけなしの勇気を振り絞しぼって口を開いた。

「じゃ、じゃあ、僕と友達になってくれないかな……？」

　ヒューバートはユーインの言葉に、驚おどろいた顔になった。図ずう々ずうしい願いだっただろうかと反省しかけた瞬しゆん間かん、ヒューバートの表情が柔やわらかく綻ほころんだ。

「バカだな。もう友達だろ」

「……っ」

　───友達。

　その単語に胸のあたりがじわじわと温かくなってくる。こんなふうに嬉うれしい気持ちを感じるのは、初めてのことだった。

「ねえ、あっちに噴ふん水すいがあるんだけど一いつ緒しよに見に行かない？」

「そっちには行っちゃダメだって云われたけどいいのか？」

「うん、僕は鍵かぎ持ってるから」

　曾祖父が特別に一つ預けてくれた。ヒューバートの手を引き、噴水のある場所へと案内する。

　この屋や敷しきは曾祖父がいくつも所有している別べつ荘そうの一つだ。薔ば薇らの垣かき根ねを抜けて辿たどり着いた中庭は色んな花が咲さき乱れ、小さな噴水は月明かりに煌きらめいていた。

「すごい……」

「でしょ？　明るいときも綺麗だけど、僕は夜のほうが好きなんだ」

　この場所の美しさを教えてくれたのも曾祖父だ。曾祖父とはここで色んな話をした。一番たくさん聞かせてくれたのは、曾祖母との思い出話だ。

『お前もいつか運命の相手に出で逢あえるよ』

『どうやって、それがわかるの？』

『心が教えてくれる』

『心が？　どんなふうに？』

『説明するのは難しいな。でも、そのときになったら絶対にわかる。絶対にな』

　あの話をされたときはよくわからなかったけれど、いまなら少しわかる気がした。ヒューバートと目が合った瞬間、いままで感じたことがないような衝しよう撃げきを受けた。

「───あのね、ヒューバート。さっき、ヒューバートが助けてくれたとき、正義の味方みたいだって思ったんだ」

「ヒーロー？」

「うん。スーパーマンみたいだった」

　空を飛んだり、ものすごい力があるわけではないけれど、ユーインにとっては窮きゆう地ちを救ってくれた救世主だ。

「俺には君が……いや、何でもない」

「？」

　ヒューバートは何か云おうとして、途と中ちゆうでやめたようだった。少し照れた様子で咳せき払ばらいをし、改まった態度で告げた。

「俺が君のヒーローなら、これからは俺が君を守る」

「え、ヒューバートが……？」

　ヒューバートの宣言に驚き、ユーインは目を瞬またたかせる。

「うん。ずっと守ってやる」

「本当に？　でも、どうして？」

「そうしたいと思ったから」

「嬉しいけど、僕はヒューバートに何もしてあげられないし……」

　曾そう祖そ父ふは大きなグループのトップで、祖父や父も大きな仕事を任されているけれど、それはユーイン自身の能力とは一いつ切さい関係ない。

　ファンの嫌いやがらせすら一人で対処できない自分が、ヒューバートの役に立てることなんて何一つないだろう。

「じゃあ、将来俺の片かた腕うでにならないか？」

「片腕って？」

「俺の将来の目標は、父さんを超こえる経営者になることなんだ。でも、そうなるには一人じゃ難しい。信しん頼らいできる協力者が必要なんだ」

「僕でいいの？　僕、何もできないのに……」

「俺はユーインがいい。これでも、人を見る目はあるんだ。いまは何もできないなら、これから身につけていけばいい。俺だって、まだまだ知らないことばかりだ」

　将来を見み据すえたヒューバートの眼まな差ざしはどこまでもまっすぐで、その瞳はキラキラと輝かがやいていた。

「わかった。僕はヒューバートの『片腕』になる」

　そのためにたくさん勉強しよう。絶対にヒューバートの夢を支えることのできる人間になると心に誓ちかった。

「約束だからな」

「うん、約束」

　こくりと頷うなずくと、ヒューバートの唇くちびるがユーインの唇にそっと触ふれた。唇へのキスは初めてだったから、びっくりしてしまったけれど、不思議と全然嫌ではなかった。

「……どうしてキスしたの？」

「約束の証しるしだ」

「そっか」

　ユーインがにこりと笑うと、ヒューバートも笑ってくれた。

　特別な場所で交かわした秘密の約束。いまこの瞬間、ヒューバートとは特別な関係になれた気がした。
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「───大人しくしろ」

「!?」

　背中に硬かたい金属のようなものを押し当てられ、くぐもった声で脅おどされたユーイン・ウォンは小さく息を吞のんだ。

　背中に触れているものの正体がわからない以上、無む闇やみに抵てい抗こうするわけにはいかない。

　目的は金だろうか？　咄とつ嗟さに財さい布ふの中の現金を頭の中で数える。ある程度の手持ちはあるが、果たして命と引き替かえにするのに足りるだろうか。

「声を出すなよ。まっすぐ歩いて、そこの路地に入れ」

　そう囁ささやいてくる男の息いき遣づかいは荒あらく、興奮状態にあるようだった。

　こうして危険に晒さらされるまで背後に人がいることに気づかなかったのは、アルコールで気分が悪くなっていたからだ。

　今日は所属しているゼミの教授のバースデーパーティがあった。祝いの席ということもあり、友人に勧すすめられるがままに少し飲みすぎてしまった。

　そのせいもあってか、珍めずらしくアルコールの回りが早かった。本格的に気分が悪くなってからでは遅おそいと判断し、迷めい惑わくをかけることになる前に抜ぬけることにしたのだ。

　同居人が車で迎むかえに来てくれることになっていたけれど、約束の時間よりもずいぶん早い。そのため、彼に迎えを断るメールを送り、タクシーを捕つかまえて帰ることにしたのだが、それが仇あだとなってしまった。

　教授の家から大通りに出るまでの道は街灯が少なく、薄うす暗ぐらい。とくに治安が悪い地域ではないけれど、日が落ちてからは人通りが一気に減る。

　いつもなら警けい戒かいしながら歩くような場所だが、今日に限って油断してしまったのは酒に酔よっていることが一番大きな原因だろう。

　それにしたって、自分がこんなふうに悪酔いすることは珍しい。基本的にアルコールには強い体質のはずなのだが、これまで経験したことのない目め眩まいに襲おそわれている。

「そこの壁かべに手をつけ。余計なことは考えるなよ」

「…………」

　犯人の指示に従い、路地の奥に進む。フェンスで行き止まりになっており、奥に逃にげ場はなかった。彼はそれをわかっていて、犯行場所をここに選んだのだろう。つまり、土地勘かんがあるということだ。

　近所の人間を狙ねらった強ごう盗とうだろうと判断し、目的のものの場所を自ら口にする。

「財布ならコートのポケットに───」

「黙だまってろ！　俺が金目当てに見えんのか!?」

「……ッ」

　男はユーインの肩かたを摑つかんで自分のほうを向かせると、コンクリートの壁に力任せに押しつけた。背中を強したたかに打ちつけたユーインは痛みに顔を顰しかめる。

　それでも必死に声を押し殺したのは、銃じゆうらしきものを突つきつけられたままだったからだ。

　争っている声が聞こえれば、誰だれか駆かけつけるかもしれない。この状じよう況きようでは目もく撃げき者に銃を向ける可能性もある。

　さらなる被ひ害がい者しやを出したくはない。できる限り穏おん便びんにすませるには、自分が相手の要求に応こたえることが最善の方法だろう。

　ほとんど明かりの届かない路地裏だったが、相手が目出し帽ぼうを被かぶっているのはわかった。暗くら闇やみの中、彼の瞳ひとみは異様なほどぎらぎらとしていた。

　強盗目的でないということは、この体が目当てということだ。相手も自分も男だが、珍しいことではない。

　ユーインは昔からやたらと同性にモテる。下心のある相手の誘さそいを断ることは日常茶さ飯はん事じだ。もしかしたら、この犯人も断りを入れたうちの一人かもしれない。

「死にたくなかったら云いうことを聞くんだな」

「……そんなものしまったらどうですか？　こんな体でよろしければ、お好きにどうぞ」

　男を満足させれば、命まで取られることはないだろう。逃のがれることを早々に諦あきらめて体から力を抜いた。

　好きでもない男を相手にするのは慣れている。不快なことには変わりないが、取り立てて騒さわぐようなことでもない。

「ずいぶん物わかりがいいな」

　男はユーインの言葉に驚おどろいた様子だった。普ふ通つうの人間なら怯おびえて当然の状況だ。自ら進んで体を差し出そうとするなんて、予想していなかったのだろう。

「生あい憎にく、こういうことはよくあることなので。早く帰りたいので、さっさと終わらせて下さい」

　小さい頃ころから危ない目には何度も遭あっている。アジア系は年ねん齢れいよりも幼く見えるし、その中でもとくに大人しそうに映るのだろう。

　国こく籍せきはアメリカだが、血筋は純じゆん粋すいな中国系だ。会ったことはないけれど、曾そう祖そ母ぼの若い頃にそっくりらしい。

　写真を見たところ、確かに奥二ぶた重えで切れ長の目元が似ていた。成長したいまは男性の自分のほうが少し面おも長ながだが、子供の頃は年とし嵩かさの親族たちに曾祖母が生き返ったかのようだとしょっちゅう云われたものだ。

　そんな顔立ちのせいもあってか、この国ではユニセックスな容姿に見えるようだ。もっと髪かみを短くすれば男らしくなるのかもしれないが、はっきり云って似合わないし、ユーインが髪を切ることに難色を示す幼なじみもいる。

「そんなふうに云っておいて、俺を油断させる気だろう……っ」

　銃で脅して襲ってきたのは自分のほうなのに、ずいぶん警戒しているようだ。これが初めての犯行なのだろう。

「するんですか？　しないんですか？　はっきりして下さい」

　これ見よがしにボタンを外してみせると、男はごくりと喉のどを鳴らした。

「何だ、あんたも普ふ段だんお高い態度取ってるくせに好きなんだな。いい子にしてれば気持ちよくしてやるよ！」

「……ッ」

　男は手にしていた銃を無造作に放ほうり投げ、ユーインのシャツを引き裂さいた。ぶちぶちとボタンが弾はじけ飛び、素す肌はだが露あらわになる。

　銃が手の届かないところまで飛んでいったのを横目で確かく認にんし、内心で最大の危機を回かい避ひできたことに胸むねを撫なで下ろす。

　しかし、これで安全になったというわけではない。他ほかの武器を持っている可能性もあるし、酔いで頭の中がぐらぐらしている現状で拳こぶしを振ふるわれたら無事ではいられないだろう。

　何をされたとしても、命があればそれでいい。どうせ、この体はすでに汚よごされた身なのだから。

「本当は怖こわいんじゃないのか？　必死に怯えているのを隠かくしてるんだろう？」

「抱だくなら早くして下さい」

「そう急せかすなよ。綺き麗れいな黒くろ髪かみだな……ずっとこうして触さわりたかったんだ……」

「────」

　男はユーインの髪を指で梳すき、毛先に唇くちびるを押し当ててくる。嵐あらしが過ぎ去るなら、早いほうがいい。慣れたと云っても、歓かん迎げいできることではないからだ。

　生なま臭ぐさい息に顔を背そむけ、不快な感かん触しよくを覚かく悟ごしたその瞬しゆん間かん───覆おおい被さっていた男が消えた。

「……え？」

　消えたのではなく、正しくは引き倒たおされていた。腕うでを捻ひねり上げられ、地面に俯うつぶせに押さえつけられている。

「ヒューバート!?」

　男を締しめ上げていたのは、ユーインの同居人でもあり幼なじみのヒューバート・クロフォードだった。関節が決まっているのか、男は痛みに悲鳴を上げる。

「い……っ、は、離はなせ……！」

「あんなことしておいて無事に帰れると思ってるのか？」

　ヒューバートは抵抗する男の首を摑み、さらに強く顔を地面に押しつける。淡たん々たんとした口調だったけれど、静かにキレていることは明白だった。

「お前、同じ学部のやつだろう」

「！　ち、違ちがいます」

　男は正体を指し摘てきされた途と端たん、さっきまでの強気な態度が消え去った。正体がバレたことに青くなっている。

「なら、確認させてもらおうか」

「待っ……」

　ヒューバートは抗あらがう男から、ニットの目出し帽を剝はがす。露わになった素す顔がおは、見覚えのあるものだった。

「あなたは……」

　犯人は大学でユーインに纏まとわりついてきている男だった。

　いままでは同じ講義を取ったり、カフェテリアで近くの席に座っていたりするだけだったが、先週いきなり食事に誘われた。

　ユーインはこの先も誰ともつき合うつもりはない。それは女性だろうが、男性だろうが同じことだ。一生、ヒューバートに仕えて生きていくつもりだった。

　誘いを断りはしたけれど、自分なりに礼れい儀ぎは尽つくした。誰かに気持ちを伝えるということは勇気がいる。その勇気には尊敬の念を抱いていた。

　だけど、自分の思いどおりにいかなかったからといって実力行使に出ることは間ま違ちがっている。

「自分の取った行動の責任はきっちり取ってもらうからな」

「出来心だったんです！　見み逃のがして下さい……!!」

「ふざけるな！　出来心でレイプしようとして見逃せるわけがないだろう!?」

　泣きを入れただけで許されるようなことではない。まともな謝罪すらしない男に、ヒューバートは怒いかりを爆ばく発はつさせた。

「ぐ、あ……っ」

　締め上げすぎたのか、男はかくりと気を失った。

「ひ弱な男だな」

　ヒューバートは意識を失った男を放り、立ち上がる。そして、いつの間にか腰こしが抜ぬけてへたり込んでいたユーインに歩み寄ってきた。

「迎むかえに行くと云っただろう。どうしてこんな場所を一人でふらふら歩いてるんだ！」

　剣けん吞のんな声にびくりと体が竦すくむ。ヒューバートは不用意な行動を取ったユーインに対し、犯人の男以上に怒りを覚えているようだった。

「すみません……」

　手を煩わずらわせまいとしたことが、却かえって迷めい惑わくをかけることになってしまった。いま、自分にできることは謝罪しかない。ヒューバートはユーインの前に跪ひざまずき、大きく息を吐はく。

「……無事でよかった」

「────」

　抱だきしめられ、息を吞のむ。慈いつくしむように頭を撫でられ、心臓が止まりそうになった。

　子供の頃はよくスキンシップを取っていたけれど、大人になったいまはほとんど触ふれ合うことはなくなった。呼びかけるときに肩かたを叩たたかれるくらいだ。

「あの、でも、どうしてここが……？」

　動どう揺ようを押し隠し、ヒューバートの体を押し返す。

「お前からメールをもらったときにはすぐ近くまで来てたんだ。教授から帰ったばかりだと聞いたから捜した」

「……迷惑をかけてしまって、本当にすみませんでした」

「迷惑をかけられたとは思ってない。心配したと云いってるんだ。とにかく帰るぞ」

「はい」

　ヒューバートが手を差し伸のべてくれる。この手を摑つかむくらいは許されるだろう。だけど、アルコールの酩めい酊ていとは違う目め眩まいに襲おそわれ、その手を摑み損そこねてしまった。ヒューバートに受け止めてもらわなければ、前のめりに倒れ込んでいただろう。　>>>♥

「……っ」

「大だい丈じよう夫ぶか!?」

「だ、大丈夫です……すみません、今日は少し飲みすぎてしまったようです」

　ヒューバートに云い訳をしながら自力で体勢を立て直そうとするけれど、頭がぐらぐらして上手うまくいかない。強制的に意識を閉じさせられるかのような感覚。

「────」

　薬を盛られた可能性が頭を過よぎった。いまさら確認のしようはないけれど、睡すい眠みん薬やくか何かが飲み物に入っていたのかもしれない。

「大丈夫じゃなさそうだな」

　ヒューバートはそう云うと、軽々とユーインを抱き上げた。

「わ、私は平気ですから！」

　まるで女性にするかのような扱あつかいに慌あわてる。ヒューバートの腕から降りようとじたばたしたつもりだったが、思った以上に体の自由が利かなかった。

「どこが平気なんだ。まともに立てもしないくせに」

「一人で歩けます！」

「いいから大人しくしていろ」

　もう怒おこってはいない様子だが、聞く耳を持ってくれない。こういう難しい顔をしているときのヒューバートは頑がんとして云うことを聞かない。

「……あの、彼はどうするんですか？」

　ふと、気になっていたことを質問した。地面で伸びている男は放置されたままだ。

「安心しろ、あとできちんと締め上げておく」

　そう云って、ヒューバートはユーインを抱かかえて車まで連れていった。










　ヒューバートとのつき合いは、もう十四年になる。

　ユーインはウォングループの総裁の孫、ヒューバートはクロフォード・グローバルの御おん曹ぞう司しだ。家族ぐるみのつき合いで、いまは二人とも同じ大学に進学し、アパートメントでルームシェアをして住んでいる。

　ルームシェアと云っても、学生の身分には贅ぜい沢たくすぎる物件だ。

　広さはともかく、セキュリティの高い物件なのは身の安全を考えてのことだ。家に資産があるということは、それだけ狙ねらわれやすいということだ。

　何もかも親がかりで贅沢な暮らしをすることには少し抵てい抗こうがあったけれど、もしものことがあれば家族だけでなく会社や従業員たちにまで迷惑が及およぶ。つまり、危機管理の一いつ環かんだ。

　一応、ヒューバートの両親から世話役を任されているけれど、勉強三ざん昧まいのヒューバートは目を配るまでもなく品行方正な生活を送っている。

　もっと役に立てればと思うのだが、普ふ段だんユーインがしていることは食事の仕し度たくくらいだ。

　ヒューバートは学生の身でありながら、すでに経営に関かかわっている。近い将来、会社を背負うことになるだろう。

　ユーインの夢は、彼の片かた腕うでになることだ。彼のサポートができるよう、日々努力している。法律を学んでいるのも、語学を磨みがいているのもそのためだ。

　彼と初めて出で逢あったのは、曾そう祖そ父ふのバースデーパーティでのことだった。あの日も意地の悪い従兄いとこに会場の外に連れ出され、嫌いやがらせをされていた。

　彼にとって小こ柄がらで大人しいユーインはちょうどいい餌え食じきだったようだ。普段は面めん倒どう見みのいいふりをしているくせに、大人の目がなくなると途端に本ほん性しようを出す。

　曾祖父にもらった大事な翡ひ翠すいのブローチを取り上げられ、困り果てていたユーインの窮きゆう地ちを救ってくれたのは他ほかでもないヒューバートだった。

　多分、助けられたあのとき恋こいに落ちてしまったのだろう。あれからずっと、ヒューバートへの密ひそかな恋心を隠かくし続けている。

　親同士が親しくなったこともあり、クロフォード家とは家族ぐるみのつき合いになった。

　ジュニアスクールからはずっと同じところに通い、長期休きゆう暇かになるとヒューバート家の別べつ荘そうに招いてもらっていた。ヒューバートとは兄弟同然に育ってきた。

「ユーイン、起きられるか？」

「……え？」

　声をかけられ、我に返った。気がつくと、アパートメントの地ち下か駐ちゆう車しや場じように着いていた。目が覚めるまで、昔の夢を見ていた気がする。

「アパートに着いた。部屋まで歩けるか？」

「あ、はい、大丈夫だと思います」

　少し眠ねむったお陰かげで、さっきまでの目眩は軽減している。

　これならどうにかなるだろうとシートベルトを外し、助手席から外に足を踏ふみ出そうとしたけれど、いつものように立つことはできなかった。

「あれ、おかしいな……」

　腰から下に上手く力が入らない。改めてドアを支えに、何とか立ち上がってはみたものの、そこから一歩を踏み出すのは難しかった。

「無理するな。そのまま待ってろ」

　ヒューバートは助手席側へと回ると、足あし下もとの覚おぼ束つかないユーインを再び抱だき上げた。

「か、肩を貸してもらえれば充じゆう分ぶんですから！」

「こっちのほうが手っ取り早い。落ちないように摑まってろ」

　自力で歩くことを必死に主張したけれど、結局、ヒューバートに部屋まで運ばれることになってしまった。

　正直云って恥はずかしくて堪たまらないが、逆らえる状じよう況きようではない。とにかく早く部屋に着いてくれることを祈いのるしかなかった。

「……ご迷めい惑わくばかりおかけしてすみません」

「別に迷惑だとは思っていない。お前がこんな隙すきだらけになってるのは珍めずらしいしな」

　ヒューバートはそう云って笑うとユーインを軽々と運んでいく。乗り込んだエレベーターでも下ろしてはもらえなかった。

「あの、重くないですか……？」

「少しも。もう少し肉をつけたほうがいいくらいだ。俺にばかり食わせてないで、お前ももっと食うようにしろ」

「食べてますよ。なかなか太らないだけで……」

「噓うそ吐つけ、いつも俺の半分しか食ってないじゃないか。子供の頃ころから食の細さは変わってないだろうが」

「昔よりは食べられるようになりました。私ももう二十歳はたちなんですから、いい加減子供扱いしないで下さい」

　ヒューバートにとって、ユーインはいまでも庇ひ護ごしなければならない存在なのだろう。さっきだって、助けてもらってしまった。

「そういう拗すねた顔を見るのは久しぶりだな」

「え？」

　ヒューバートの密やかな笑い声に顔を上げると、目が合った。

　抱き上げられているということは、すぐ近くにヒューバートの顔があるということだ。シルバーフレームの眼鏡めがねの向こうに見える翡翠色の瞳ひとみに自分の顔が映っていることに気づいて胸が跳はねた。

　幼い頃から飽あきるほど見てきたはずなのに、緊きん張ちようしてしまう。高鳴る心臓の音が聞こえてしまっていないか不安だった。

　凜りんとした表情は、昔からちっとも変わらない。ヒューバートの顔立ちは、まるで芸術作品のように端たん整せいだ。フェイスラインも各パーツの配置も完かん璧ぺきとしか云いいようがない。

　足を踏み出すたびに揺ゆれるプラチナブロンドはいつ見ても美しく、前をまっすぐに見つめる緑色の瞳は吸い込まれそうなほど澄すみきっている。ユーインはとくにこのヒューバートの瞳が好きだった。どれだけ見ていても飽きることがない。

「ユーイン、鍵かぎを開けてくれ」

「え、あ、はい」

　見み蕩とれているうちに最上階にある自宅に着いていた。抱き上げられたままの状態でポケットを探さぐり、どうにか鍵を開けた。

　リビングを通り抜ぬけて辿たどり着いた寝しん室しつで、ゆっくりとベッドに下ろされる。ユーインの靴くつを脱ぬがし、着き替がえまでさせようとしてくれるヒューバートを制止し、これ以上の手助けを拒こばんだ。

「あ、ありがとうございました。もう一人で大だい丈じよう夫ぶですから」

「本当に大丈夫か？」

　まっすぐ見つめてくるヒューバートの眼まな差ざしが気まずい。早く一人になりたかったけれど、出ていってくれとは云えなかった。

「はい。少し酔よいが残っていますが、休めばすぐに抜けると思います」

　薬の影えい響きようか、まだぼんやりはするけれど、それはあの男のせいではない。被ひ害がいと云えるのは服を破られたことくらいのものだ。

「すまない、俺がもっと早く着いていたらお前をあんな目に遭あわせずにすんだのに……」

　ヒューバートは深い後こう悔かいを滲にじませている。さっき、車の中でどこかに連れん絡らくし、ユーインを襲おそった男の対処を頼たのんでいたようだった。

　クロフォード家の関連企き業ぎようには警備会社もあるし、懇こん意いにしている調査会社もある。伝つ手てを使えばそれなりの調べもつくだろう。

「あなたのせいじゃありません。油断した私が悪かったんです」

　パーティで気分が悪くなったときに、まず自分で警けい戒かいしておくべきだったのだ。横着せずにタクシーを教授の家に呼んでおけば、あんな隙を見せずにすんだはずだ。

「お前は何も悪くないだろう」

　ヒューバートは憤いきどおりを抱かかえ、自分を責めている。どうにか気持ちを軽くしてもらいたくて、必死にフォローの言葉を探す。

「私のことなら気になさらないで下さい。あんなの、大したことじゃありませんし」

　そう云った途と端たん、ヒューバートの顔色が変わった。

「───大したことじゃない？」

「……っ」

　問い返されたことで自分が口を滑すべらせてしまったことに気づき、さあっと血の気が引いた。

　ヒューバートは優ゆう秀しゆうなだけあって、細かいことによく気がつく。だからこそ、細心の注意を払はらって秘密を隠し続けてきた。

　なのに、こんなことでボロを出してしまうなんて人生最大の失態だ。

「もしかして、さっきの言葉は本気で云っていたのか？」

「それは……」

　さっきの言葉というのは、ユーインが犯人に告げた言葉のことだろう。一体、どこから聞かれていたのだろうか。冷や汗あせを搔かきながら、何とかごまかそうと云い訳を探す。

「相手は銃じゆうを持っていましたし……」

「ああするしかなかった状況だったことはわかる。逆らっていたら殺されていたかもしれない。だからって、大したことじゃないなんてことはないだろう。あんな男に黙だまって身を任せるつもりだったのか？」

　抵てい抗こうしていたら殺されていたかもしれない。体を好きにさせれば満足して去るだろうと思ったのは事実だが、半ば投げやりになっていたことも本当だ。だけど、それをヒューバートに知られるわけにはいかない。

「でも、無む闇やみに抵抗して取り返しのつかないことになるくらいなら、抱かれるくらいどうということはありませんから」

「どうということはない……？」

「あ、あの、そういう意味ではなく……っ」

　酒と薬のせいで正常な判断ができなくなっているようで、さらに余計なことを云ってしまった。墓ぼ穴けつを掘ほってしまった自分に歯は嚙がみする。

　青くなっているユーインに対し、ヒューバートはいつになく苦い顔をしていた。もしかしたら、簡単に体を許そうとしたユーインを汚けがらわしく思っているのかもしれない。

　彼は潔けつ癖ぺきな性格をしている。曲がったことが嫌きらいで、考え方も堅かたいところがある。ユーインの取った対処方法が受け入れがたいのだろう。

「もしかして、いままでにもこんなことがあったのか？」

　表情が消えた顔で問われ、ぎくりとする。動どう揺ようしているせいで、いつものポーカーフェイスはできなかった。

「……あなたは知らなくていいことです」

　普ふ段だんならもっと上手うまくごまかせていただろう。しかし、いまは上手く頭が回らない。この答えではそうだと云っているのと同じことだ。

「相手は誰だれだ？　俺の知っている人間か？」

　ヒューバートは怖こわい顔で問い詰つめてくる。自分の過去に気づかれてしまったことは仕方ない。けれど、その相手は何があっても知られたくなかった。

「あなたには関係ないでしょう。誰が相手だって同じことです」

「本気で云ってるのか!?」

　答えたくなくて顔を背そむけると、珍しく大きな声を出された。

　ヒューバートの質問で、記き憶おくの底に無む理り矢や理り押し込めていた不快な思い出が蘇よみがえってくる。

　最悪の初体験は、十七歳のときのことだ。後ろ盾だてになってくれていると信じていた伯父おじに呼び出された夜、強ごう引いんに犯おかされた。

　あの頃、ユーインは病に倒たおれた曾そう祖そ父ふに呼ばれて香港ほんこんの本家に戻もどっていた。

　アメリカに帰りたい気持ちもあったけれど、寝ね込こんで気弱になった曾祖父の傍そばを離はなれることはできなかった。

　当時、祖父は曾祖父のあとを継ついだばかりで忙いそがしく、そのサポートをしている両親も世界中を飛び回っていた。その間、本家の屋や敷しきの管理を任されていたのは伯父家族だった。

　外そと面づらのいい伯父はユーインの両親の信しん頼らいを得、人の好よい仮面をつけながら裏ではユーインをいいようにしていたのだ。

　初めのうちは必死に抗あらがっていたけれど、それが無む駄だなだけでなく相手を喜ばせていることに気づいてからは諦あきらめて身を任せるようになった。

　体格で敵かなわない以上、誰かに助けを求めようとも思った。けれど、伯父には先手を打たれ、ユーインは本家で孤こ立りつした。

　周囲の信頼の厚い男を告発したところで簡単には信じてはもらえないだろう。下手へたをすればこちらに非があるように立ち回られかねない。

　自らの分が悪いことを悟さとったユーインは、嫌いやなことが起こっている間は心を閉とざす術すべを覚えた。それが十七歳の自分にできる唯ゆい一いつの抵抗だった。

　曾祖父に訴うつたえれば、伯父からは離れられたかもしれない。けれど、そんなショッキングなことを伝えて、病に弱っている曾祖父に心痛を与あたえるのだけは避さけたかったのだ。

　やがて曾祖父が亡なくなり、アメリカに帰ったことで苦痛の日々は一年ほどで終わった。けれど、汚けがれた体は二度と元には戻らない。

　ヒューバートの前で、以前と何も変わっていないような顔をするのは少し辛つらかったけれど、直じきに慣れた。

　赤の他人なら告発することもできただろう。けれど、これは一族の恥はじだ。何よりも、自分自身が伯父に何度も無む理り強じいされていたことをヒューバートにだけは知られたくなかった。

「こんなこと冗じよう談だんで云いうと思いますか？」

「ユーイン───」

「相手を云ってどうなるんですか？　この体はもう汚れきってるのに。いまさら誰に触ふれられようとどうでもいいです」

　投げやりに吐はき捨てるように告げる。ヒューバートは呆あきれているだろうか？　それとも、哀あわれんでいるだろうか？

　ユーインにとって大事なことは、ヒューバートの傍にいることだ。そのためには何があっても死ぬわけにはいかない。貞てい操そうなんて些さ末まつなことだ。

「……誰が相手でもいいんだな」

「え？───ンぅ……っ」

　低い呟つぶやきのあと、ヒューバートは突とつ然ぜん口づけてきた。それは家族にするようなキスとは違ちがう、性的なものだった。

　肩かたと頭の後ろを押さえられているせいで、逃のがれることはできない。戸と惑まどいに目を瞠みはるユーインに構うことなく、ヒューバートはさらにキスを深くしてくる。

　自分がよく知っているヒューバートは、断りもなくこんなことをしてくるような男ではない。どこまでも清せい廉れんで正しい人だ。

　もしかしたら、投げやりになっているユーインに怒いかりを覚え、現実を教えようとしているのかもしれない。

「んぅ、ん……っ」

　乱暴な口づけは、まるで嵐あらしのようだった。舌を無理矢理捻ねじ込まれ、何もかも奪うばい去ろうとするかのような荒あら々あらしさで傍ぼう若じやく無ぶ人じんに口こう腔こうを搔き回される。

　拒こばもうとしたけれど、肩を摑つかんでいるヒューバートの手はびくともしない。混乱と羞しゆう恥ちで体が燃えるように熱くなっていくと同時にぞくぞくと体中が甘ったるく震ふるえた。

「んん、ぁ、ん……」

　ヒューバートとのキスは何もかもどうでもよくなるくらい気持ちがいい。本能がもっと欲しいと訴えている。

　快感に溺おぼれかけ、流されてしまいそうになったけれど、どうにか理性を振ふり絞しぼり、渾こん身しんの力でヒューバートの頭を引き剝はがす。

「ヒューバート！　こんなことやめて下さい……！」

　欲よく望ぼうを抑おさえ込み、強い語気で制止を求めた。いまならまだ引き返せる。一時の快楽に身を任せて、この先の関係を壊こわすことだけはしたくない。

　自分のこの気持ちは誰にも知られてはいけないものだ。本人に伝えたところで困らせるだけだろう。

　友人として信頼してくれ、一番近くに置いてくれているヒューバートをそんなことで裏切りたくはない。

　好きだからこそ、誰よりも幸せになってもらいたい。ぎくしゃくするくらいなら、想おもいを秘ひめたまま傍にいようと遠い昔に誓ちかったのだ。

「やめて欲しいくせにずいぶん興奮してるんだな」

「!?」

　ヒューバートに体の変化を揶や揄ゆされ、カッと頭に血が上る。その直後、足を割られ、膝ひざ頭がしらで股こ間かんを擦こすられる。すでにそこは熱を持ち、硬かたくなりかけていた。

　欲よく情じようしている自分をこれ以上知られたくなくて腰こしを引こうとしたけれど、その前にぐっと膝を強く押し込まれ、血流がそこに集中する。

「あ……っ!?」

「男の体はわかりやすいな」

　意識が逸それた隙すきを突つくようにベッドに押し倒され、角度を変えてまた唇くちびるを奪われた。

「んん、んー…っ」

　執しつ拗ような口づけに頭の中が麻ま痺ひしていく。絡からみ合う舌は蕩とろけ、混じり合ってしまいそうな錯さつ覚かくに陥おちいった。

　ヒューバートの舌が熱い。やがて、四し肢しから力が抜ぬけ、くたりとなる。もうこのまま何も考えたくない。ユーインから抵てい抗こうの色が消えた頃ころ、ようやく唇を解かれた。

　浅い呼吸を繰くり返しながら見上げると、ヒューバートの瞳ひとみも欲情の色に染まっていた。いつも理性的で冷静なヒューバートがこんな目をしているのを見るのは初めてだ。

「……なんで、こんなこと……」

「誰でもいいんだろう？　だったら、俺が抱だいてやる」

「それは───ぅあ……!?」

　両手をベッドに押しつけられたかと思うと、首筋に嚙かみつかれた。　>>>♥

　さっきシャツを引き裂さかれていたせいで、胸むな元もとは無防備な状態だった。肌はだの柔やわらかい部分を食はむように唇が這はい、鎖さ骨こつに歯を立てられる。

「や、ダメ、やめて下さい……っ」

　ヒューバートが脅おどしではなく、本気で自分を抱こうとしていることがわかったユーインは、必死に制止した。

　自分は何をされても構わない。だけど、こんな汚れた体をヒューバートに抱かせるわけにはいかなかった。

「あの男はよくて、俺に抱かれるのは嫌なのか？」

「……っ」

　ヒューバートの問いかけに、ユーインは顔色をなくし声を詰つまらせた。

　即そく座ざに否定したかったけれど、その誤解を解くためには話さなければならないことがたくさんある。それらはどれも告げられないことばかりだ。

「あ……っ」

　ユーインのシャツに辛かろうじて残っていたボタンは、簡単に引き千切られる。そうして露あらわになった肌をするりと撫なで上げられた。

　熱を持った手の平が肌を這う感かん触しよくに、ぞくぞくと背筋が戦おののく。思わず漏もれそうになった喘あえぎを嚙み殺した。

「く……っ」

「俺の手でも感じるんだな」

　そうではない。ヒューバートの手だからこそ、酷ひどく感じてしまうのだ。むしろ、こんなふうに反応する自分は初めてだった。

　この体はすでに汚れてしまっている。なのに、ヒューバートに対しては初心うぶな少女のような反応をする。そんな自分が余計に恥はずかしかった。

　伯父おじに陵りよう辱じよくされていたときは嫌けん悪お感かん以外何も感じなかった。自分が意志のない人形になったかのような気分だった。

　だけど、いまは違う。

　どんな些さ細さいな接せつ触しよくでも、電気が走ったみたいに感じてしまう。好きな人に触れられると、皆みなこんなふうになってしまうのだろうか。

　ヒューバートはまるで存在を確かめるかのように体中を撫で回してくる。大きな手の平で触れられた場所は余さず熱を持ち、次の刺し激げきを待ち侘わびてしまう。

「お願…します……っ、も、やめ───や……!?」

　指先が胸の尖とがりに触れた瞬しゆん間かん、一ひと際きわ高い声を上げてしまった。咄とつ嗟さに息を吞のんだけれど、すでに遅おそい。どんなに我が慢まんしようとしても、喉のどの奥から甘ったるい声が出てしまう。

　ヒューバートに与あたえられる刺激が、どうしようもなく気持ちがいい。言葉とは裏腹に、ユーインの体はさらなる快感を求めていた。

「本当に感じやすいな」

「ちが……っ、あ……！」

　そこがとくに感じる場所だと知ったヒューバートは顔を寄せ、熱い舌で舐なめ上げた。

　こんなに過か敏びんに反応するのは、ヒューバートだからだ。けれど、それを告げたら秘めたままの気持ちも知られてしまう。

「ダメです、こんな……っあ、あ……っ」

「そんな声を上げておいてダメなんて、説得力がないな」

「や、もう、やめ……っ」

　渾身の力で抗あらがい、どうにか背を向ける。ベッドの上を這うようにしてヒューバートの腕うでから逃のがれようとするけれど、あっさりと捕とらえられてしまった。

「どこに行くんだ？」

　後ろから腰を抱だき寄せられたかと思うと、ズボンのウエストに手をかけられた。止める間もなく押し下げられ、昂ぶったものを剝むき出しにされる。

「あ……!?」

「これを放っておくのは辛つらいだろう」

　すでに芯しんを持って勃たち上がっていた自身を握にぎり込まれ、びくんっと体が跳はねた。ヒューバートは絡みつかせた指で巧たくみに扱しごいてくる。

「やめ、そんなこと、あ、ン、んん……っ」

　欲情しきった姿を見られているのも、張り詰めた欲望に直じかに触ふれられているのも死にたくなるくらい恥ずかしかった。けれど、その羞恥を凌りよう駕がするくらいに気持ちよかった。

　どんどん息が上がっていき、体がさらに熱くなっていく。まるで、体の内側から焦こがされているようだった。

「も、やぁ……っ、あっ、あ……！」

　耳元で感じるヒューバートの吐と息いきも乱れている。呼吸が重なると、二人で高め合っているみたいな錯覚に陥る。

　巧みな指ゆび遣づかいだということもあり、あっという間に高められていく。限界はすぐそこだった。

「もう放して下さ……っあ、ああ……ッ」

　キツく扱かれ、終わりを迎むかえてしまった。ユーインは下腹部を震ふるわせ、欲よく望ぼうを解き放つ。

　ヒューバートの手を自分のもので汚よごしてしまったことが、顔から火を噴ふきそうなほど恥ずかしかった。

「お前もそんな顔をするんだな」

「え……？」

　ヒューバートの言葉に、部屋に姿見があることを思い出した。顔を上げた瞬間、鏡の中の自分と目が合う。ユーインは頰ほおを上気させ、快感に蕩けきった顔をしていた。

「普ふ段だんはセックスなんて考えたこともないって顔をしてるくせに、いまはよくて仕方ないって感じだな」

「……ッ」

　襟えり元もととウエストだけを緩ゆるめたヒューバートとは対照的に、ユーインは乱れきった姿だった。自らのそんな姿を見られているという事実に頭に血が上り、それまで以上に全身が熱くなる。

　ヒューバートの指し摘てきどおり、気持ちよくて堪たまらなかった。快感に溺おぼれかけているのは、最低の経験しかなかったせいもあるだろう。

「借りるぞ」

「え……？」

　ヒューバートが手に取ったのは、ベッドサイドに置いてあった手て荒あれ用のハンドクリームだった。片手でプラスチックの蓋ふたを開け、クリームを大だい胆たんに掬すくい取る。

「……っ！」

　冷たさにぎゅっと目を瞑つぶる。ヒューバートはユーインの腰こしを抱いたまま、足の間にクリームを塗ぬりつけてきた。後ろの窄すぼまりをぬるぬると撫でられ、目的を悟さとった。

「待っ……これ以上はダメです！　こんなのいけません」

　まさか、ヒューバートがそこまでするつもりだとは思ってもいなかった。自分に思い知らせるためだとは云いえ、さすがにやりすぎとしか云えない。

　いまは頭に血が上っているのだろうが、常に冷静な彼らしくない行動だ。

「こんなところで終われないだろ」

「ンぅ……っ」

　ヒューバートの指は、強ごう引いんにユーインの中へと侵しん入にゆうした。体内に異物を押し込まれる感触に息を吞む。

「や、あ……っ、も、やめ…て、ください……ッ」

　いまさら足あ搔がいても仕方ないとわかっている。けれど、止めずにはいられなかった。自分は何をされても構わない。けれど、こんなことをして後こう悔かいするのはヒューバートだ。

「やめて欲しいなら、そういう反応をしたらどうだ」

「……っ、あ、ぁ、あ……っ」

　荒あらく搔き回され、上うわ擦ずった声が零こぼれた。すぐに指を増やされ、無む理り矢や理り中を押し拡ひろげられる。ぬるつく指を何度も抜ぬき差しされ、吐息が零れた。

　ひくつく粘ねん膜まくを酷く擦られる感覚に、腰が甘く震える。快感に溺れそうになる自分を引き止めようと、手の甲こうに筋が浮うくほどキツくシーツを握りしめた。

「……う、ン……っ」

　せめて、意識だけはしっかり保っていたいと思うのに、内ない壁へきを擦られる快感に僅わずかに残った理性すら薄うすれていく。

「ひぁ……っ!?」

　ずるりと指が引き抜かれたかと思うと、すぐに腰を引き上げられた。

「な、に……？」

「訊きかなくても何をするのかくらいわかってるだろ？」

　上半身をベッドに伏ふせ、腰だけを掲かかげた恥ずかしい体勢に全身が朱しゆに染まる。

　羞しゆう恥ちに戸と惑まどっているうちに、ハンドクリームでべたべたになった場所に硬かたくて熱いものをあてがわれた。

　先せん端たんが侵入口を探して彷徨さまよっている。その感触に、否いや応おうなく体が期待してしまう。

「あ───んー……っ」

　制止する間もなく、深々と貫つらぬかれた。

　根本まで埋うめ込まれた昂ぶりに、粘膜が物欲しげにねっとりと絡からみつく。傍ぼう若じやく無ぶ人じんに搔き回してくる屹きつ立りつはこれ以上ないほど硬く張り詰つめ、凶きよう暴ぼうすぎるほど猛たけっていた。

　ヒューバートの欲望が、いま自分の中に存在している。ドクドクと激しく脈打っているのは、欲よく情じようしている何よりの証しよう拠こだ。

　ユーインの体に欲情し、いまにも暴れようとしているのが伝わってくる。その事実だけで神経が焼き切れてしまいそうだった。

「そんなに締しめつけるな」

「あ!?」

　前のほうに伸のびてきた手が、反り返った自身を捕らえた。一度達したというのに、先端からはしとどに雫しずくが溢あふれ出ている。ぬるぬると扱かれ、意識がそっちに集中する。

　再び張り詰めたそれは、また弾はじけてしまいそうになったけれど、キツく握りしめられ、無理矢理衝しよう動どうを抑おさえ込まれた。

「んん……ッ」

「まだだ」

「あ、ぁ、ん……っ」

　根本まで埋め込まれた状態でぐっと突つき上げられ、背中が弓なりに撓しなった。続けて、繫つなげられた体をがくがくと激しく揺ゆさぶられる。

　突き上げに合わせて、ベッドの上で上半身が泳ぐ。尖とがった胸の先がベッドカバーに擦こすれる感かん触しよくにも感じてしまう。　>>>♥

「ぁあ…っ、あ、あ……っ」

　男に抱だかれることを教え込まれている体はすぐに馴な染じみ始めた。

　律動はやがて抽ちゆう挿そうに変わり、体温で蕩とろけたクリームが濡ぬれた音を立てる。

　ぐちゅ、ぐちゅ、という卑ひ猥わいな音が羞恥を煽あおり、感覚がさらに鋭するどくなっていく。奥深くまで犯おかされたユーインの体は指先まで蕩けきっていた。

「はっ、あ、あ、んー…っ」

　すっかり力が抜けるのを見計らっていたのか、唐とう突とつに腰を引かれた。ぎりぎりまで屹立を引き抜かれ、抜け出そうになった瞬しゆん間かん───。

「あああ……っ」

　一息に奥まで押し戻もどされた。

　内壁を勢いよく擦られる刺し激げきに、悲鳴じみた声が上がった。

　ヒューバートはユーインの腰を指が食い込むほど強く摑つかみ、そのまま大きな抜き差しを繰くり返す。休みなく与あたえられる刺激に、いまはただ喘あえぐことしかできなくなっていた。

「も、やだ……っ、ヒューバート……！」

「嫌いや？　こんなに感じてるのにか？」

「やあ……っ、あ、あっ」

　密ひそやかな笑いの振しん動どうを感じたあと、責め立てる動きが荒あら々あらしくなった。

　搔き回されているところだけでなく、頭の中もぐちゃぐちゃになっている。気持ちよすぎて、どうにかなってしまいそうだった。

「あっあ、あ……！」

　激しく追い立てられたユーインは、一ひと際きわ高い声を上げて終わりを迎えた。体を大きく震わせながら白はく濁だくを吐はき出し、奥まで吞のみ込んだ欲望を思い切り締めつける。

「……っ」

　ヒューバートはユーインの体の奥へ、叩たたきつけるように精を注ぎ込んだ。

　びくびくと震える屹立を内壁が絡みつくように締めつける。もっと欲しい。ユーインの体はさらなる快感を渇かつ望ぼうしていた。

「あ……っ!?」

　ずるりと昂ぶりを引き抜かれ、体を仰あお向むけに返された。状じよう況きようを頭で理解するよりも先に、ヒューバートが覆おおい被かぶさってくる。

「まだ欲しいんだろう？」

「！」

　心の内を覗のぞき込まれ、声を詰まらせる。眼鏡めがねを指で押し上げながら見下ろしてくるヒューバートの瞳ひとみも、まだ熱を持っていた。

　こんなこと許されるわけがない───そう思いながらも、ユーインは降りてくる口づけを受け止めた。







　　　　　２




　寝ね返がえりを打つと、柔やわらかな日差しが顔に当たるのを感じた。

「……ん……」

　眩まぶしさに眉まゆ根ねを寄せ、顔に手の甲を乗せて光を遮さえぎる。再び眠ねむりに身を委ゆだねかけたその瞬間、脳のう裏りに昨夜の行こう為いが浮かび、ユーインはベッドの上で勢いよく起き上がった。

「……ッ」

　ユーインは一人で自分のベッドで寝ねていた。蘇よみがえってきた生々しい記き憶おくに一気に体温が上じよう昇しようし、そして、すぐに血の気が引いていく。

　酒は残っていないようだったが、全身に気け怠だるさが残っている。

　薬の副作用か、それとも『行為』の余よ韻いんか───何もなかったかのように身み綺ぎ麗れいにはなっているけれど、体に残る違い和わ感かんで昨夜の出来事は夢ではないのだとわかってしまった。

　鮮せん明めいに残っている記憶や感触に堪たまらない気持ちになる。

　重なる汗あせばんだ肌はだ、あちこちに触ふれてくる指先、絡まる舌の熱さや捻ねじ込まれた欲よく望ぼうの存在感。何もかもが生々しく残っている。

「～～～～っ」

　大声で叫さけび出したいほどの羞しゆう恥ちに襲おそわれる。

　セックスがあんなに気持ちいいだなんて、初めて知った。体が蕩けて、形がなくなってしまうのではないかと思うほどだった。

　触れ合う相手が違ちがうだけで、あんなにも感じ方が変わるなんて思ってもみなかった。けれど、それを知ってしまったことはユーインにとっては不幸なことだったかもしれない。

　自分のされたことは取るに足らないことだと云いい聞かせて感情を押し殺してきたけれど、それが覆くつがえされてしまったのだから。

　過去の望まぬ経験を、いまは一層不快に感じる。だからと云って、悲劇の主人公になってただ嘆なげいていても仕方がないことくらいわかっている。

　言葉にならないほどの後こう悔かいを抱かかえつつも、ヒューバートに抱かれている間は幸せだと感じていたのも事実だ。

　けれど、その幸せと引き替かえに幼い頃ころから大事にしてきた相手を汚けがしてしまった。ユーインは言葉にならないほどの罪悪感に押し潰つぶされそうだった。

　そもそも、ヒューバートはどうしてあんなことをしてきたのだろう。

　頭に血が上ったからと云って愚おろかなことをするような人間ではない。その理由だけがどうしてもわからなかった。

　彼がユーインの投げやりな考え方に怒おこっていたのはわかっている。正義感の強いヒューバートには許せなかったのだろう。

　あんなにショックを受けていたのは、ユーインが本当の自分を隠かくし続けていたことにも原因があるかもしれない。

　幼い頃のユーインは、純じゆん粋すい無む垢くな少年だった。純じゆん粋すいと云えば聞こえはいいけれど、裏を返せば人を疑うことを知らないお人ひと好よしだということだ。

　ヒューバートの中では、昔のままの世間知らずなイメージのままだったのだろう。

　そんなふうなイメージを抱いている相手が、貞てい操そうを軽かろんじるような発言をしたら誰だれだって衝しよう撃げきを受けるに決まっている。

　大事を招いてしまったのは、自分の軽けい率そつな失言だ。後悔ならいくらでもできるけれど、それだけでは何も解決はしない。

　これまでどおりのつき合いはできないかもしれないけれど、また一から信しん頼らいを積み上げていくしかない。そのためには早く気持ちを切り替えるべきだ。

　時計に目を遣やると、もうすぐ一コマ目の講義が始まろうかという時間だった。部屋の外から物音が聞こえてこないということは、ヒューバートは大学へ行ったのだろう。

　シャワーを浴びて着き替がえようと、ベッドを抜ぬけ出そうとしたけれど、上手うまく立ち上がれなかった。

「あ、あれ……？」

　さすがにもうアルコールは抜けているはずだ。コントロールの利きかない自らの体に戸と惑まどったけれど、すぐに原因に思い当たった。

　昨夜、ヒューバートに何度も抱だかれたせいで疲ひ弊へいしているのだろう。

　改めて赤面しかけたそのとき、すぐ近くで電話の着信音が鳴り響ひびいた。音の大きさに、びくりとなる。ヒューバートがユーインの携けい帯たい電話を近くに置いてくれていたようだ。

「ロイ……？」

　表示されている名前を確かく認にんしたら、ヒューバートの弟のロイだった。彼もまた兄弟同然に育った。ユーインにとっても可愛かわいい弟のような存在だ。

　悩なやみごとの相談などは本当の兄のヒューバートよりもユーインのほうがしやすいらしく、何かあると頼たよってくる。メールではなく電話をかけてきたということは、何か話したいことがあるのだろう。

「どうかしましたか？」

『ごめん、いまいい？』

「構いませんよ。どうしたんですか？」

　むしろ、いまは昨夜の記憶から逃のがれるために気を紛まぎらわせたかった。

『実はさ、彼女とケンカしちゃって』

「ケンカですか？　珍めずらしいことではないでしょう」

　顔立ちはヒューバートとよく似ているけれど、ロイのほうが賑にぎやかで表情豊かだ。

　一言で云うと、静と動といった印象の対たい照しよう的な兄弟だ。

　容姿もよく、人ひと懐なつこい性格のロイは昔から女の子によくモテた。一桁けたの年ねん齢れいの頃から、ガールフレンドがいない時期はほとんどない。

　確か、今回の子とも、相手から告白されてつき合うようになったと云っていたはずだ。先日の誕生パーティでは仲なか睦むつまじくしている様子を微笑ほほえましく思ったものだ。

　ロイが恋こい人びととケンカしたり別れたりする原因は彼の分け隔へだてない性格にあることが多い。誰にでも優やさしく、親切だが、彼女になるとその性格が八方美人に思えるらしい。

　それでも、子供の頃から夢中になっているベースボールと家族のことはほんの少し優先度が高いらしく、よく「私とどっちが大事なの？」と詰つめ寄られているようだ。

　しかし、彼女とケンカしたくらいでわざわざ相談の電話をしてくるとは思えない。何か他ほかにも不安材料があるのだろう。

『実はさ、ユーインのことを誤解されたみたいなんだ。浮うわ気きしてるんじゃないかって』

「またですか？」

　またと云ったのは、以前にも似たようなことがあったからだ。そのときは学校でロイのファンクラブを作ってる子たちに、どういう関係なのかと詰め寄られた。

　幼なじみで兄弟のような関係なのだと説明しても、なかなか理解してもらえず苦労したものだ。あのときはリーダー格の女の子が転校したことでユーインへの風当たりは弱まっていったけれどそれまでは難なん儀ぎした。

『バースデーパーティのときの態度が怪あやしかったって云って怒ってるんだ』

「パーティのときですか？　あの日、何かありましたっけ？」

　あの日はパーティを仕切っていた彼らの義母である玲れい子この手伝いをしていた。裏方にいることが多かったし、ロイとは普ふ通つうに会話していた記憶しかない。

　ただ、ロイは誰に対しても気さくでスキンシップ過多だが、家族に対してはより親密な態度を取る。長いつき合いのユーインに対しても同様だ。

　きっと、そういった様子を初めて目にした彼女にとっては嫉しつ妬との対象にしか映らなかったのだろう。

『ユーインに話をつけるって云ってから連れん絡らくつかなくて』

　どうやら、ロイは途と方ほうに暮れて自分に連絡してきたようだ。彼女が捕つかまらないなら、ユーインのほうへ警告しておこうと思ったのだろう。

「でも、話をつけるってどうやって……」

『ケータイのアドレス帳を見られたっぽいんだ。妙みように行動力のある子だから、もしかしたらそっちに電話かけたり、押しかけたりするかもしれないと思って。迷めい惑わくかけることになったらごめん……』

「なるほど、話はわかりました。万が一、接せつ触しよくがあったら上手く話をしておきます」

『助かるよ、ユーイン』

　ユーインの返事にロイはほっとした様子だが、自分が特別な関係ではないと説明したところで、果たして信じてもらえるだろうか。

　何か説得に使える材料があればいいのだが、差し当たっては何も思いつかなかった。

「でも、どうやって説得しましょうか？　ロイの言葉だって信じてはもらえなかったんでしょう？」

『うーん、そうなんだよな。頭に血が上ってるせいかもしれないけど、聞く耳持ってくれなくてさ』

「私のほうでもできる限りのことはしますが、一番大事なのは二人で話し合うことじゃないですか？　彼女の家に直接行ってみるとか……」

『行ったけど会ってもらえなかった。彼女のお母さんに「ほとぼりが冷めるの待ったら？」って云われた』

　電話越ごしにため息が聞こえる。はたから見ればただの痴ち話わゲンカでも本人たちにとっては、世界をひっくり返すような一大事だ。

「彼女のお母さんの云うとおりかもしれませんね。時間を置けば彼女の態度も軟なん化かするかもしれませんし。メールがダメなら手紙はどうですか？」

『それいいかも！　でも俺、文章書くのって苦手なんだよな。字も下手へただし』

「メールで書いたことをそのまま書けばいいんですよ。字が下手でも、気持ちが籠こもっていればいいんですよ」

『そうだといいんだけど。ユーインに恋人がいれば話は早いんだけど……いま恋人いないよね？』

「残念ながら、独り身です」

　決まった相手を作るつもりはない。一生、ヒューバートを支えていこうと決めている。自分の勝手な気持ちだけれど、それを曲げる気はなかった。

『だよなあ。いるなら、俺らが知らないわけないもんな』

「そうですよ。そんな相手がいたら、報告してます」

　そういった意味でも、自分の家族よりもクロフォード家の面々のほうが心理的に近しい存在だ。彼らはユーインが思い描えがく理想の家族なのだ。

『ユーイン、モテそうなのにな。あ、好きな人もいないの？』

「い、いるわけないじゃないですか！」

　声が上うわ擦ずってしまった。どうもまだ調子が戻もどっていないようだ。普ふ段だんならこの程度のことで狼狽うろたえたりしないのだが、昨日のことが尾おを引いているらしい。

『ホントに？　怪しいなー』

　動どう揺ようを見み抜ぬかれやすくなるという点を考えると、つき合いが長いのも善し悪あしかもしれない。とりあえず、これ以上の追つい及きゆうは避さけるためにきっぱりと返す。

「いません」

『じゃあ、好きな人できたら絶対に教えてもらうからな。あ、でも、ユーインより綺き麗れいな人ってなかなかいないし仕方ないか。ユーインより男前ならすぐ近くにいるんだけど』

「は？」

『ほら、毎日顔合わせてるだろ？』

「……ヒューバートのことですか？」

『正解！』

　突とつ然ぜん、ヒューバートを話に出され、ぎくりとした。

　この会話が電話でよかった。直接顔を合わせていたら、確実に動揺したことに気づかれていただろう。ユーインはどうにか動揺を抑おさえ込み、質問を切り返す。

「どうしてそこでヒューバートの名前が出るんですか？」

『よく考えたら、生半可な相手にユーインは任せられないなと思って。その点、ヒューバートなら完かん璧ぺきだろ？　カッコいいし、頭いいし、ちょっと頭固いけど性格もいいし、お似合いだと思うんだけどなあ』

「ロイ？　現実逃とう避ひをしたいのはわかりますが、いまは私の話をしてる場合じゃないでしょう。あなたの問題を解決する話をしてるんですよ？」

　諭さとすふりで話を逸そらす。この話題を続けていたら、いつか墓ぼ穴けつを掘ほりかねない。

『ごめんごめん、そうだった。あ、そういえば、ヒューバートは？　いまいないの？』

「あ、ええ、大学へ行ったかと」

『そっか。ユーインは今日講義ないの？』

「私は少し体調が優すぐれなかったので」

　事情を説明するのは難しかったため、差し障さわりのない理由を口にした。

『え、マジで？　ごめん、具合悪いときに電話なんかしちゃって』

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです。大事を取っただけですから」

『本当に？　あんまり無理するなよ。ユーインはそういうときすぐ我が慢まんするからな。あ、ヒューバートって何時くらいに戻るかわかる？　頼たのみたいことがあってさ』

「午後には戻ると思いますよ。帰ってきたら、折り返してもらいましょうか？」

　そう訊きき返したそのとき、ノックもなしに部屋のドアが開いた。入ってきたヒューバートと目が合う。

「あ、すまない、起きてたのか」

「い、いえ、大丈夫です。あの、大学へ行ったんじゃなかったんですか？」

　咄とつ嗟さに電話のマイク部分を押さえ、ヒューバートに疑問を投げかける。

「いや、別の用事をすませてきただけだ」

「用事？」

「あとで説明する。電話の相手を放っておいていいのか？」

「え？　あ、大丈夫です。ロイなので」

「……そうか」

　何故なぜか、ヒューバートは少し苦い顔になった。あまりに一いつ瞬しゆんだったから、見み間ま違ちがえたのかもしれない。

「そうだ、ロイが頼みたいことがあるとかって云いってました。ロイ、ヒューバートが帰ってきたから電話代わりますね」

　さっきロイが云っていたことを思い出し、電話をヒューバートに差し出す。

「頼みたいこと？　また面めん倒どうなことに巻き込まれてるんじゃないだろうな。───ロイ？　何だ、頼みごとって」

　ヒューバートは億おつ劫くうそうな態度を取りながらも、電話を受け取り耳に当てた。正反対の性格をしているように見える兄弟だが、仲はいい。

　ロイは兄を尊敬しているし、ヒューバートもスポーツで才能を開花させた弟を誇ほこりに思っているようだった。

「……全く、お前の困りごとはいつも女絡がらみだな」

　ロイはヒューバートにも彼女とのケンカについて話しているらしい。ユーインと一いつ緒しよに暮らしている以上、説明は必要だろう。

　しかし、ロイの頼みごととは何なのだろうか。わざわざヒューバートに頼むということは、ユーインにはできないことなのかもしれない。

「ああ、わかった。わかってる。それは俺がやるから大丈夫だ。ああ、何かあったら連れん絡らくする。それじゃあ、みんなによろしくな」

　ヒューバートはロイからの依い頼らいを請うけ合ったようだった。通話が切られた携けい帯たい電話を返されながら、体調を気き遣づかわれた。

「───起きても平気なのか？」

「え？　はい、大丈夫です。あの、それでヒューバートは朝からどこに……？」

　行き先が大学ではなかったということは、仕事の関係だろうか。ユーインの疑問に、ヒューバートは淡たん々たんとした様子で答えた。

「昨日の男に話を聞いてきた」

「会ってきたんですか!?」

　ヒューバートの大だい胆たんな行動に驚おどろき、思わず大きな声が出た。

　そもそも、あの男はどこへ連れていかれたのだろう。ヒューバートの口くち振ぶりから察するに、警察に突つき出されたのではないようだ。

「ああ。きちんと話を聞きたかったからな。心配するな、違い法ほうなことはしていない。警察に突き出すのは、お前の気持ちを聞いてからにしようと思ってるだけだ。ユーイン、お前はどうしたい？」

「私は……二度と現れないでくれればそれでいいです……」

　本当はすぐさま通報すべきだったのかもしれない。だが、こちらが被ひ害がい者しやだとしても、警察沙ざ汰たになれば醜しゆう聞ぶんになってしまう。そんなことになって、ヒューバートの足を引っ張ることになるのだけは絶対に避けたかった。

「わかった。一生、お前の目に触ふれないようにする」

　どうやるのかは訊きかないほうがいい気がした。

「あの男は自主的に犯行を計画したのではなく、知らない相手からメールで指示されて行動を起こしたらしい。その証言の真しん偽ぎも含ふくめて、メールを送ってきたという相手のことをいま調べさせてる」

　クロフォード家には懇こん意いにしている優ゆう秀しゆうな調査会社がある。そこに依頼したのかもしれない。色々と疑問があったけれど、一つずつ整理していくことにした。

「つまり、誰だれかが彼に私を襲おそえと命じたということですか？」

「正確には唆そそのかされたというべきだな。お前の予定を調べ上げてリークし、パーティで酒に薬を盛るから、出てきたところを狙ねらえと云ってきたらしい」

「そんな……」

　第三者から、そこまでの悪意を向けられる理由がわからない。正体の見えない憎ぞう悪おを感じ、背筋が震ふるえた。

　気づかぬうちに恨うらみを買っている可能性はある。だとしても、自分の手は汚よごさず他人を操あやつり危害を加えようとするなんて卑ひ劣れつだとしか云いようがない。

「何にせよ、昨日の男は今後お前に近づくことはないはずだ。万が一見かけることがあったら、すぐ俺に報告しろ。いいな？」

「は、はい」

　近づくことはないと云いきる根こん拠きよを口にしていないけれど、無む茶ちやなことをしてきたのではないだろうかと心配になる。

　ヒューバートには自分のために危険な真ま似ねをして欲しくない。いつもなら無茶をするなと説教をするところだが、元々の原因を作ったのはユーインだ。いまは気をつけろと云える立場ではないという自覚はあったため、押し黙だまった。

「とりあえず、犯人が捕つかまるまで外では俺と行動を共にしてもらう。絶対に一人で出歩くな。スケジュールが合わないときはボディガードをつける」

「え!?　そんな、大おお袈げ裟さですよ」

　幼少の頃ころから現在まで誰よりも行動を共にしてきた。けれど、一夜の過あやまちだとしても関係を持ってしまったいまは気まずすぎる。

「その油断が危険を招くんだ。未み遂すいだったとは云え、危ない目に遭あったのは事実だろう。素面しらふならあんな男に隙すきを突かれることはなかったはずだ」

「…………」

　正論を云われ、反論できない。確かにヒューバートの云うとおりだ。危険を招いた一因には、ユーインの不用意な行動もある。

「真犯人の目的がわかるまでは慎しん重ちように行動すべきだ。俺たちに何かあれば、大勢に迷めい惑わくがかかる。それはお前もわかってるだろう？」

「……はい」

　ヒューバートの云いたいことはわかる。ヒューバートはクロフォード・グローバルの御おん曹ぞう司し、自分もウォングループの血けつ縁えんだ。

　幼い頃は、それこそ誘ゆう拐かい対策として送そう迎げいという名のボディガードがついていた。実際、間かん一いつ髪ぱつという状じよう況きように遭ったこともある。

　とくに気の弱そうなユーインは御ぎよしやすいと思われるのか、ターゲットにされることが多かった。

　そのため、最低限の護身術は習わされたけれど、あまり適性がなかったらしくさほど上達しなかった。同時に始めたヒューバートは、いまでは柔じゆう術じゆつの黒帯を持つようになった。

　ユーインが一人で出歩くよりは、ヒューバートと二人でいたほうが確実に安全だろう。

「犯人が見つかるまでの間のことだ。息苦しいとは思うが受け入れてくれ」

　心配してくれているヒューバートにノーとは云えない。

　彼の気持ちもわかるし、家の事情を考えればそうするべきだ。自分の気持ちを優先して、我が儘ままを云うわけにはいかない。

「わかりました。ヒューバートの指示どおりにします」

「すまないな」

「ヒューバートが謝ることではありません」

　そう云うと、ヒューバートはふっと表情を曇くもらせた。

「ヒューバート？」

「もう一つ、謝らなければならないことがあるな」

「────」

　神しん妙みような様子に身構える。重い沈ちん黙もくのあと、ヒューバートは苦々しく切り出した。

「……昨日はすまなかった」

　やはり、思ったとおりの話題だった。とうとう避さけていた話題になったことに、ユーインは俯うつむく。昨夜の自分を思い返したら、ヒューバートの顔が見られなくなった。

　どういうつもりで自分のことを抱だいたのかはわからないけれど、表情を曇らせているということは罪悪感を抱いているということだろう。

　しかし、ユーインはヒューバートに非があるとは思っていない。

　軽はずみな行動で隙を作り、危険を招いてしまったのは自分自身だし、ヒューバートが怒おこったのはユーインの口にした不用意な発言が原因だ。ヒューバートは何も悪くない。

　ユーインの気持ちを知れば、ヒューバートは昨夜のことをさらに気に病やむだろう。そうならないためにも、絶対に隠かくし通さなければならない。

「い、いえ、私のほうこそご迷惑をおかけしました」

　ダメだと云いいながらも浅ましく乱れた自分を見て、ヒューバートはどう思っただろう。

「どうして、お前が気に病む必要がある？　お前は何も悪くない」

「……っ」

　頭を撫なでてくれるヒューバートの手の平の感かん触しよくに、無む性しように泣きたくなる。こんなに優やさしい人を汚してしまったのかと思うと、胸が痛くなった。

「ユーイン、お前に云っておきたいことがある」

「云っておきたいこと……？」

　改まって何を云おうというのだろう。ここで三み行くだり半はんを突きつけられてもおかしくはない。いますぐに距きよ離りを取るのは難しいけれど、今回の件が片づけばどうとでもなる。

　ヒューバートは珍めずらしく緊きん張ちようしているようにも見える。

　じっと見つめてくる眼まな差ざしが気まずくて目を逸そらしたくなったけれど、ぐっと堪こらえる。話を聞くときに相手の目を見るのが礼れい儀ぎだと思うからだ。

　何を云われても狼狽うろたえないようにしよう。そう心に誓ちかい、ヒューバートの言葉を待った。

「───お前が好きだ」

「……は？」

　不意打ちの告白に面めん食くらった。突とつ拍ぴよう子しもない発言の意味を考えようとしたけれど、頭が真っ白になっていた。

　混乱し、思考回路が停止しているユーインにヒューバートはさらに言葉を重ねた。

「ずっとお前のことが好きだった。こんなタイミングで云うつもりはなかったんだが、あんなことになった以上、もう隠してはおけない」

「ちょ、ちょっと待って下さい」

　さらに言葉を重ねようとするヒューバートを制止する。頭がついていかない。

「何を待てばいいんだ？　俺の気持ちを口にすることか？　それとも、お前の返事をか？」

「それは、その……」

　自分でも何が何だかわからない。ヒューバートの真しん摯しな告白に、ユーインはパニックに陥おちいっていた。好意が嬉うれしくないわけではない。むしろ、死んでもいいくらい嬉しい。けれど、それ以上に動どう揺ようしていた。

　できることなら何もかもなかったことにしたい。時間を一昨日おとといまで巻き戻もどせたらと不可能な願いを抱いてしまう。だけど、もう取り返しはつかないのだ。

「あ、あの、ヒューバートは責任を感じてるんですよね？　無理にそんなことを云わなくてもいいんですよ？」

　ヒューバートは確かにユーインを好きだと云った。もしも、ユーインの気持ちがバレてしまっていたとしたら、それは責任感から来た言葉の可能性もある。

　無む理り矢や理り抱かれているはずなのに、あれだけ乱れていては隠しようもなかっただろう。

「罪悪感から云ってるわけじゃない。昨日、お前を抱いたのは誰だれに抱かれても同じだなんて云われて頭に血が上ったせいだ。俺は他ほかのやつとは違ちがうと証明したかった」

「……っ」

　ヒューバートのその言葉は、愛の告白よりも衝しよう撃げきだった。

「じゃあ、本当に……？」

「お前が好きなんだ」

「……っ」

　何度も好きだと云われて、頭の中が沸ふつ騰とうしそうだった。これが夢だとしても、贅ぜい沢たくすぎるくらいだ。もうこれで充じゆう分ぶんすぎる幸せをもらった。

　ヒューバートと添そい遂とげるパートナーに、ユーインでは不釣つり合いだ。将来、彼は跡あと取とりとしても相応ふさわしい配はい偶ぐう者しやと添うべきだし、跡あと継つぎを作る義務もある。

　彼らの父は好きなことをしろと息子むすこたちに云っているけれど、同じ道を歩もうとしているヒューバートを喜ばしく思っているのは誰が見ても明白だ。

「だからと云って、俺がしたことは許されるようなことじゃない。責任は取る。訴うつたえてくれても構わない」

「訴えるなんて、そんなことするわけないじゃないですか！」

　ヒューバートが想像以上に自らを責めていることを知り、ユーインは青くなった。

「それなら、許してくれるのか？」

「許すも何も怒ってなんかいません！　昨日のことは私のせいですから……」

　フォローのつもりの言葉だったのに、ヒューバートは悲しそうな苦にが笑わらいを浮うかべた。

「お前は自分を責めてばかりだな」

「……っ」

「すまない、やっぱりお前を困らせることになってしまったな。もし俺の気持ちが迷惑なら、忘れてくれて構わない」

「迷惑だなんて、そんな───」

　そんなふうには思っていない。だけど、ヒューバートの気持ちに応こたえることもできない。ユーインは云うべき言葉が見つけられず、押し黙だまった。

　そんなユーインに、ヒューバートはぽつりと呟つぶやく。

「ロイならよかったのにな」

「どういう意味ですか？」

　不可解な呟きに、目を瞬しばたたく。そんな反応を示したユーインを見て、ヒューバートも怪け訝げんな顔になった。

「お前はロイが好きなんだろ？」

「ち、ちが……っ」

　どうして、そんな勘かん違ちがいをされたのだろう。心当たりが思いつかず、混乱する。

「ごまかさなくていい、わかってるから。心配しなくても、あいつに云うつもりはない」

　誤解を解かなければと咄とつ嗟さに思ったけれど、本当の気持ちを云うわけにはいかない。

　ロイに伝える気はないようだし、自分の気持ちがバレるよりはこのまま誤解されていたほうがいいかもしれない。

　ユーインが黙り込んでいるのを、ヒューバートは肯こう定ていの意味に取ったようだ。

「ところで、ロイに頼たのまれたことだが───お前はそれでいいのか？」

「何の話ですか？」

　苦い表情で確かく認にんされる。話が見えずに怪訝な顔をすると、ヒューバートは眉まゆ根ねを寄せつつ説明してくれた。

「あいつの彼女の誤解を解くために、俺と恋こい人びとのふりをするんだろう？　ユーインには了りよう承しようを取ったと云われたが違うのか？」

　ヒューバートとの電話で、ロイは勝手に話を進めていたらしい。あのとき、そんな頼みごとをしていたなんて、想像もしていなかった。

「い、いえ、違いません」

「気が進まないというのなら、俺から断っておくが……」

　ユーインが戸と惑まどっているのは、ロイの依い頼らいに乗り気ではないせいだと思われたようだ。

「大だい丈じよう夫ぶです！　ちゃんとできます」

「そうか」

　むしろ、ここで拒こばんだりしたらヒューバートを意識していることが露ろ見けんしかねない。

　ヒューバートへの気持ちに気づかれないようにするには、ロイを好きなのだと思い込んだままでいてもらうのは好都合だ。

　ロイには申し訳ないけれど、彼女との仲を取り持つ引き替かえだと云えば許してくれるはずだ。

「他にロイは何か云っていましたか？」

「状じよう況きようが見えたら連れん絡らくをすると云っていた。この件について、一つ俺から提案がある」

「提案……？」

「恋人のふりをするなら、普ふ段だんからそう振ふる舞まっておいたほうがいいんじゃないか？　彼女がどんな形で接せつ触しよくしてくるかわからない以上、隙すきを作るべきではないだろう。その場限りの噓うそで騙だまして、あとでそれがバレたら余計に拗こじれかねない」

「確かに……」

　出任せでごまかす気だったのかと責められでもしたら、取り返しのつかないことになってしまう。しかし、普段からとなると自分たちの生活にも影えい響きようしてくるのではないだろうか。

「それに昨日の件の黒幕をあぶり出すには俺たちが犯人を捜さがしていると知られないほうが都合がいい。恋人なら一いつ緒しよにいる時間が増える理由になる」

「ヒューバートの提案は効果的だとは思うんですが、周りの人たちにはどう説明するんですか？」

「つき合い始めたと云いえばいいだろう。全すべてが解決したら、別れたことにすればいい」

「でも、それじゃあなたの経歴が───」

　世間の偏へん見けんが減ってきているとは云え、大だい企き業ぎようの経営者に同性の恋人がいたとなれば、取り引きに差し障さわりが出るかもしれない。将来の心配をしているユーインに、ヒューバートは苦笑いを浮かべた。

「さっきの話をもう忘れたのか？　俺はお前が好きだと云っただろう。恋人のふりでなくても構わないんだが？」

「……っ」

「そんな顔をしなくてもいい。無む理り強じいをするつもりはない。どうする？　やめておくか？」

　ヒューバートは、飽あくまでユーインに決断を求めてくる。

「───いえ、やります」

　悩なやみに悩んだ末、意を決してそう告げた。

「なら、今日から俺はお前の『恋人』ということでいいな？」

　恋人───その言葉の響ひびきに胸が震ふるえる。

「……はい」

「契けい約やく成立だ」

　ユーインは、差し出された手を躊躇ためらいがちに握にぎる。この瞬しゆん間かん、契約は結ばれた。ヒューバートの手の平は、いつもより熱い気がした。
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　『恋人』になったヒューバートは、完かん璧ぺきだった。紳しん士し的で優やさしくて、ときどき甘い言葉も口にする。

　ヒューバートは元々誰だれに対しても平等で親切ではあるけれど、ロイとは違ちがってスキンシップの多いタイプではなかった。

　なのに、あの契約を交かわしてからは恋人を装うためと云いながら、ことあるごとに触ふれ、愛を囁ささやいてくる。

　幼い頃ころから一緒にいることには慣れていると云っても、肌はだに触れられれば否いや応おうなく意識してしまう。

　偽いつわりの関係に胸を痛めつつも、ユーインはさらに恋こい心ごころを募つのらせていくことになった。

「講義が終わったら、俺が来るまで教室で待っていろ」

「わかりました」

　何度も云い聞かせられた注意を繰くり返される。心配してくれる気持ちはありがたいけれど、些いささか過保護すぎるようにも思えた。

「絶対に一人になるなよ」

「……っ、はい」

　肩かたに触れられ、びくりとする。ユーインは動どう揺ようを抑おさえ、必死にポーカーフェイスを作る。この程度の接触でいちいち反応していたら怪あやしまれるし、第一身が持たない。スキンシップには慣れていくしかないだろう。

「おはよー。何してんだ、こんなとこで。ヒューバートもこの講義取ってたっけ？」

　声をかけてきたのは、友人のジェレミーだ。彼は入学当時からの友人で、自分たちの家いえ柄がらを知っても態度を変えずにつき合ってくれている一人だった。

　長身でがっちりとした体格で、いつでも明るいムードメーカーだ。

「ユーインを送ってきただけだ。じゃあ、俺は行くから何かあったらすぐ連絡しろ」

「はい」

「おう、またあとでな」

　後ろ髪がみを引かれている様子で踵きびすを返し、立ち去っていくヒューバートの後ろ姿をジェレミーと二人で見送る。

「ヒューバートと何かあった？」

「え？」

　何気ない問いかけに、ユーインの心臓は大きく跳はねた。

「だってさ、ヒューバートがわざわざ教室まで送ってくるなんて、いままでなかったからさ。あ、もしかして、とうとうくっついたのか？」

　ジェレミーは、意外に鋭するどいところを突ついてきた。

「いえ───ええ、まあ、そんなところです……」

　恋人のふりをしているだけだと説明しようとしかけて、思い止とどまった。本当のことを話せば、トラブルに巻き込むことになるかもしれない。

　友人に真実を話せないのは心苦しかったけれど、ユーインはジェレミーに対して曖あい昧まいに笑うことしかできなかった。

「そりゃめでたいな！　今夜は祝しゆく杯はい上げに行くか？」

　ユーインの返事に、ジェレミーはテンションを上げた。まるで、自分のことのように喜んでいる。

「あの、でも『とうとう』って……？」

　ジェレミーの言葉を反はん芻すうし、引っかかっていた部分を訊たずねてみた。

「だって、ヒューバートとユーインって長年連れ添そってる夫婦ふうふみたいじゃん。何も云わなくても通じ合ってる感じでさ」

「それは幼なじみですし」

「それだけじゃない空気感っていうのか？　友達同士って感じじゃないし、かと云ってイチャイチャしてるわけじゃないし。いつまでもたもたしてんだよって気がかりだったんだよな」

「────」

　ジェレミーからはそんなふうに見えていたのかと、驚おどろくばかりだった。そんなに自分たちの気持ちはわかりやすく漏もれていたのだろうか。

「まあ、収まるところに収まってよかったよ。で、恋こい人びとになった途と端たん、独どく占せん欲よく強くなっちゃったってわけ？」

「さあ、どうでしょうか」

　ここは笑ってごまかすしかない。これ以上追つい及きゆうされたら苦しかったけれど、ジェレミーはあっさりと話題を変えてくれて胸むねを撫なで下ろした。

「そういえば、この間は大だい丈じよう夫ぶだったか？」

「この間？」

「先週の教授のバースデーパーティの日のことだよ。気分悪くなって先に帰っただろう？」

「あのときはヒューバートが迎むかえに来てくれましたから大丈夫でした」

　あの夜のことが頭を過よぎって胸がざわついたけれど、動揺を抑えて笑えみを浮うかべる。全てを伝えて心配させる必要はない。

「そっか、それならよかった。実は心配してたんだ」

「気にかけてくれてありがとうございます。あれ？　でも、ジェレミーは私よりも先に帰りましたよね？　どうして私が気分が悪くなったことを知ってるんですか？」

「ああ、教授から電話が来たんだよ。俺が直前に帰ったから引き返してユーインを送ってやってくれって。すれ違いになったみたいだけどな」

「そうだったんですか。教授にも心配をかけてしまったお詫わびをしないと……」

「そんな気にしなくていいんじゃね？　元気な顔見せときゃ問題ないって。あ、やべ、席につかないと」

　教室に講師が入ってきたため、話は途と中ちゆうで切り上げることになった。










　豪ごう奢しやなシャンデリアに、モダンなインテリア。あちこちに飾かざられた花は有名なフラワーアーティストがプロデュースしたらしい。

　今日はヒューバートのお供で、レストランのオープニングパーティに参加している。このレストランはクロフォード家に長年勤めていた人物が長く温めていた夢を形にした集大成だ。陰かげながら、ヒューバートの父が手助けをしたと聞いている。

　華はなやかに着き飾かざった客たちは、三つ星レストランから引き抜ぬいてきたシェフの作る料理に舌した鼓つづみを打ちながら楽しげに歓かん談だんしている。

　幼い頃からこういう席にはよく連れてこられて育ったけれど、大人たちの上辺をなぞるだけの薄うすっぺらい会話は好きになれない。愛あい想そ笑いを浮かべる術すべは身につけていても、どうしても虚むなしさを感じてしまう。

　ウォン家では親族が大勢参加する会食が多かった。家族水入らずで食事をする機会はあまりなかったため、クロフォード家の家族団だん欒らんが羨うらやましかった。

　そんなユーインの気持ちを知っていたのか、ヒューバートたちの父、ウィルはユーインを息子むすこのように扱あつかってくれた。

　幼い頃に子供らしい体験がたくさんできたのは、彼のお陰だ。

　ウィルが焼いてくれるバーベキューの味は絶品で、高級料理店で出される食事よりずっと美味おいしかった。

　ヒューバートはすでに顔が売れているらしく、さっきから何人にも声をかけられている。その中には秋波を送っている女性も少なくなかった。

　食べるものを取りに行ったはずなのに、次から次に話しかけられ、なかなかユーインの元へと戻もどってこられないようだ。いまは大だい胆たんなカクテルドレスを纏まとう女性二人に捕つかまっている。

　彼女たちが親しげにヒューバートの腕うでに触れる様子に、ざらりとした不快感を覚える。嫉しつ妬とする権利など自分にはないとわかっていても、負の感情が込み上げてくるのは理性ではどうしようもなかった。　>>>♥

　こうしたパーティに参加するのは、人脈を広げるためもある。どんな話の中に商談のきっかけや、駆かけ引きが含ふくまれているかわからない。

　ユーインは邪じや魔まをしないよう、一歩引いたところで待つことにした。

　自分を狙ねらっている犯人がどこにいるともわからないが、少なくとも今日ここにいるのはレストラン側から招待された身元のしっかりした人物ばかりだ。出入り口には武器を携けい帯たいしたセキュリティも立っているのだから会場内にいるぶんには安全なはずだ。

「こんばんは。お一人ですか？」

「……私ですか？」

　ぼんやりとしていたせいで、最初は自分に話しかけられているとは気づかなかった。

　振ふり返ると、仕立てのいいスーツに身を包んだ長身で赤毛の男性がにこやかな笑みを浮かべて、そこに立っていた。目め尻じりの下がった甘い顔立ちと人ひと懐なつこい笑みは大型犬を思わせる。

　見たところ、ユーインと同じくらいの年とし頃ごろのようだ。

「ええ、実はさっきからあなたのことが気になってて。どなたかとご一いつ緒しよのようなら遠えん慮りよしようかと思ったんですが、退たい屈くつそうにされてたので思い切って声をかけさせてもらいました。グラスが空のようですが、シャンパンはいかがですか？」

「あ、いえ、お酒はちょっと……」

「だったら、ノンアルコールのカクテルがいいかな。君、ちょっと」

　男は通りかかったウェイターを呼び止め、カクテルを頼たのんでくれる。すぐに柑かん橘きつ系の香かおりがする細長いグラスが運ばれてきた。

「どうぞ」

「ありがとうございます。あの、あなたは？」

　招待客の一人だということは、それなりの身元だということだ。だとしても、素す性じようはきちんと知っておくべきだろう。

「ああ、失礼。僕はロバート・クラーク。Ｃ＆Ｄのチーフエンジニアをやってます。僕のことはロバートと呼んで下さい」

　ロバートと名乗った彼が差し出した名めい刺しに記された社名のロゴは、このところよく目にする。数ヶ月前に上場したばかりの新進気き鋭えいのＩＴ企き業ぎようだ。システムのほとんどはチーフエンジニアの手によるものだと聞いている。

「あのロバート・クラークですか？　こんなにお若い方だとは思いませんでした」

　彼らの名前はどちらも知れ渡わたっているけれど、表に出てくるのは共同経営者ばかりだ。事業を一緒に立ち上げたチーフエンジニアの話はほとんど聞かなかった。

　引きこもりのギークだという噂うわさもあったけれど、本人を見る限り、気さくな好青年という印象だ。

「僕のことをご存じでしたか。嬉うれしいな、あなたのように素す敵てきな人に知ってもらえてたなんて。よければ僕も名前を教えていただいていいですか？」

「失礼しました。私はユーイン・ウォンといいます」

　右手を差し出して握あく手しゆを交かわすと、ロバートは子供のように無む邪じや気きな笑顔を浮かべた。さっきから何かに似ていると思っていたけれど、いまわかった。クロフォード家の別べつ荘そうの隣りん家かで飼われていたセントバーナードだ。

「いい名前ですね！　ユーインと呼んで構いませんか？」

「ええ、もちろん」

「ところで、不ぶ躾しつけな質問かもしれませんが、もしかしてウォングループと関かかわりが？」

「はい、祖父が総裁をしています。と云いっても、私はただの学生ですが……」

　ユーインの後ろ盾だては立派なものだ。ウォン家の名前を出しただけで、色いろ眼鏡めがねで見られることも少なくない。どういう反応をされるかと身構えたけれど、ロバートにはそれ以上の反応は見られなかった。

「こちらにはご家族といらしたんですか？」

「いえ、今日は───」

　ヒューバートのことを話そうとしたそのとき、肩かたに誰だれかの手が触ふれた。

「待たせたな、ユーイン」

「ヒューバート！」

　女性たちと話していたはずのヒューバートが、いつの間にか戻ってきていたようだ。わざとらしく顔を寄せて、問いかけてくる。

「こちらの方は？　よかったら、紹しよう介かいしてくれないか」

「あ、はい。彼は……」

　ユーインの言葉を引き取り、ロバートが自己紹介をする。

「僕はロバート・クラーク。Ｃ＆ＤのＣＥＯ兼けんチーフエンジニアです。あなたのことは存じてますよ。経済界の若き獅し子し、ヒューバート・クロフォードと会えるなんて思わなかったな」

　ロバートが口にした二つ名のようなものは、経済誌にインタビューされたときに勝手につけられた煽あおり文句だ。

　ヒューバートは父親の仕事を手伝っているが、いまは若い個人投資家としての立場のほうが有名かもしれない。

　あの記事が出てから、ヒューバートは一気に名が知れた。本人はその煽りに思い切り渋しぶい顔をしていたけれど。

「俺もＩＴ界の寵ちよう児じに会えて嬉しいよ。俺のことはヒューバートと呼んでくれ」

　二人は固い握手を交わす。

「僕のこともロバートと呼んでくれると嬉しい。ところで、ヒューバートとユーインはどういう関係なんだい？」

　いきなり核かく心しんを突つく質問が来た。一いつ瞬しゆん、動どう揺ようしかけたけれど、後ろめたさを感じる必要なんてないと思い直す。不ふ慮りよの出来事があって関係を持ってしまったが、幼なじみには変わりがないのだから。

「私たちは幼なじみなんです。いまは大学の同級生で───」

「恋こい人びと同士だ」

「ヒューバート!?」

　ユーインの言葉を遮さえぎるようにして云われた言葉にぎょっとした。初対面のロバートにそんなことを云うなんてと目を剝むいていたら、尤もつともらしい理由を告げられた。

「彼なら信しん頼らいできると思ったから話したんだ。人を見る目には自信がある」

　ヒューバートの言葉にロバートは一いつ瞬しゆん虚きよを衝つかれた様子だったが、すぐに笑え顔がおに戻った。

「僕も愛の形に決まりはないと思ってるよ。僕自身、あまり性別に拘こだわりがあるほうじゃないしね。ユーインがフリーだったら、口説いてたところだよ」

「すみません、気を遣つかわせてしまって……」

「いや、大事なことを教えてもらえて嬉しかった。おっと、そろそろ帰らないといけない時間みたいだ」

　ロバートは腕うで時ど計けいに目を落とし、残念そうに肩を竦すくめる。

「もうお帰りですか？」

「これから約束があるんだ。せっかく知り合えたのにごめんね。よかったら、今度三人で食事でも」

「ええ、それは是ぜ非ひ」

「それじゃあ、パーティ楽しんで！」

　にこやかな笑みを浮うかべていたけれど、踵きびすを返したあとの後ろ姿はさっきよりも元気がないように見えた。

「ヒューバート。どうして彼にあんなこと云ったんですか？」

　彼が信用できる人間だとしても、いきなりあんなことを云われたら気を遣うに決まっている。

「牽けん制せいに決まってるだろう」

「は？」

「自分でも、フリーだったら口説いてたと云ってただろう」

「あれは冗じよう談だんでしょう」

　笑おうとしたら、ヒューバートに大おお袈げ裟さなため息を吐つかれた。スクエアの眼鏡フレームを押し上げながら、肩を竦める。

「普ふ段だんは勘かんがいいくせに、ヘンなところは鈍にぶいな。どう見たってお前に気があって声かけてただろう。気づいてなかったのか？」

「まさか……」

「綺き麗れいだとか美人だとか云われなかったか？」

「似たようなことは云われましたけど……」

　過分な褒ほめ言葉をもらったが、どれもリップサービスだと思っていた。

「やっぱりな。個人的にはいいやつなんだろうとは思うが、俺が『恋人』の間は余所よそ見みをするな。俺だけを見ていればいい。いいな？」

「だったら、ちゃんと見張っていて下さい。私を一人にしたのはヒューバートでしょう？」

　束そく縛ばくされるのは悪い気分はしない。むしろ、嬉しくさえ思ってしまう。だけど、そんな喜びを表に出すわけにはいかず、つい挑ちよう発はつ的な態度を取ってしまった。

「わかった、今後は気をつける。絶対に一人にはしない」

「……ッ」

　顎あごを指でそっと撫なでられ、ぞくりと肌はだが震ふるえる。ユーインはすんでのところで、零こぼれそうになる吐と息いきを吞のみ込んだ。

　濃のう厚こうになりかけた雰ふん囲い気きは、ヒューバートの問いかけで霧む散さんした。

「───ところで、ちゃんと食べてるか？　三つ星のシェフを引き抜ぬいてきただけあって、ここの食事は美味うまいぞ」

「あ、はい。いただいてます」

　近くのテーブルにあったキッシュを一つ二つ摘つまんだだけだが、それ以上の食しよく欲よくは湧わかなかった。多分、あまり食べていないことはヒューバートには見み抜ぬかれているだろう。

「デザートはどうだ？　果物なら食欲がなくても食べられるだろ」

「あ……ありがとうございます」

　ヒューバートは果物が盛られた小さなカクテルグラスを持ってきてくれていた。イチゴやラズベリー、ブルーベリーなどの盛り合わせのようだ。

　受け取ったのはいいものの、ユーインの手にはソフトドリンクのグラスがあり、両手が埋うまってしまった。近くにグラスを置く場所がないだろうかと見回していたら、目の前にイチゴが現れた。

「ほら」

　ヒューバートは手ずから食べさせてくれるつもりらしい。

「グラスを持っていただければ、自分で食べられますから」

「このほうが早いだろう」

「じゃ、じゃあ、いただきます……」

　厚こう意いを無下にするわけにもいかず、恥はずかしさを押し殺しながら口を開いた。こうやって、誰かに食べさせてもらうなんて、それこそ幼児の頃ころ以来だ。ヒューバートの指先が微かすかに唇くちびるに触ふれ、ぞくりと背筋が戦おののいた。

　動揺しながら咀そ嚼しやくすると、甘酸ずっぱい香かおりが口の中に広がったが、緊きん張ちようのあまり味はよくわからなかった。

「美味いか？」

「あ、はい」

　さすがによくわからないとは答えられない。何気ない問いかけにうっかり頷うなずいたら、またイチゴが口元に差し出された。

「あの、自分で食べられますから」

「遠えん慮りよするな」

　決して遠慮しているわけではないのだがと思いつつ、押しに負けて再び口を開いてしまった。これではまるで、本当に恋人同士のような振ふる舞まいだ。

　誰だれも自分たちに注目などしていないと頭でわかっていても、見られているのではないかとドキドキしてしまう。

「ヒューバートは食べないんですか？」

「食べさせてくれるのか？」

「……っ、ヒューバートは自分で食べられるじゃないですか」

「残念。少し期待したのにな」

　ヒューバートは肩かたを竦め、イチゴを一つ口の中に放り込む。咀嚼する口元に目が行き、キスの感かん触しよくを思い出してしまう。

　こんなときに何を考えているのだと、内心で自分を叱しつ咤たする。けれど、一度蘇よみがえってきた記き憶おくを頭の中から消し去るのは難しかった。

　動揺を押し隠かくそうと、無む理り矢や理り話題を変えることにした。

「そういえば、どうしてスーツではいけなかったんですか？」

　今日のユーインは、曾そう祖そ父ふが亡なくなる前に仕立ててくれた正装を身に着けている。

　緋ひ色いろのシルクの生き地じに同色で細かな刺し繡しゆうが施ほどこされた一品だ。初めて身に着けたときは少し大きかったけれど、いまでは袖そでも裾すそもぴったりだ。

　一族が集まる席で何度か身に着けたことはあるけれど、こうした立食パーティではスーツやタキシードを着ることが常だった。

「今日は父の名代だ。礼を尽つくして当然だろう？」

「ですが……」

　スーツやタキシード、カクテルドレスを着ている来客も多いが、カジュアルな格好をしている人物もちらほら見かける。そんな中でも、ユーインの姿はとくに目立っていた。

「何か問題か？」

「少し目立っているような気がして……」

「それは着ているもののせいじゃない。お前が目を引いているだけだ。本当によく似合ってる。明るい色のほうが、お前の黒くろ髪かみがよく映はえる」

「あ、ありがとうございます」

　ストレートな褒め言葉に、顔が熱くなる。ヒューバートは以前からユーインの髪をとくに褒めてくれる。あまり短くすると似合わないということもあるけれど、少し長めにしているのはヒューバートが気に入ってくれているからだ。

　じっと見つめてくる眼まな差ざしが気き恥はずかしくて俯うつむいてしまう。顔を上げると目が合ってしまうため、前を向けなかった。

　ヒューバートのネクタイの柄がらばかり見ていたら、背後から名前を呼ばれた。

「ユーイン？」

「────」

　覚えのある声こわ音ねに血の気が引く。まさか、と思いながらもユーインは顔を強こわ張ばらせた。

「奇き遇ぐうだなあ、ユーインじゃないか」

「伯父おじ様……」

　声をかけてきたのは、伯父のリーだった。青くなっているユーインとは対照的に、彼は上じよう機き嫌げんで背中に触れてくる。

「久しぶりだな、元気そうで何よりだ。少し大人っぽくなったみたいだな。相変わらず綺麗な肌をしてる」

「……っ」

　這はい上がってくる恐きよう怖ふと生々しく蘇る不快感。自分をいいように陵りよう辱じよくし、トラウマを植えつけたのはこの男だった。時間と共に屈くつ辱じよく的な記憶を過去にできたと思っていたけれど、実際はそう思い込んでいただけだった。

　怒いかりや憎にくしみでいっぱいなのに、どうしても体が動かず、伯父のその手を振り払はらえない。嫌けん悪お感かんに吐はき気を覚えながらも、まるで体が凍こおりついてしまったかのようだった。

　伯父は父の姉の婿むこで、野心家で狡こう猾かつな男だ。感心するくらい外そと面づらがよく、権力者に取り入るのがとても上手うまい。

　彼を前にして体が強張るのは、あの一年で恐怖を植えつけられてしまったせいだろう。

「どうしたんだ？」

「ヒューバート……」

　情けないことに、思わず縋すがるような眼差しを向けてしまった。ヒューバートはユーインの様子に、異常事態を察したのだろう。さりげなく立ち位置を入れ替かえてくれたお陰かげで、伯父と距きよ離りを取ることができた。

「ユーインの伯父上じゃないですか。ご無ぶ沙さ汰たしています」

「おお、君はクロフォードの長男だろう？　いやいや、君も見み違ちがえたよ。昔はこんなに小さかったのになあ」

「以前、お会いしたのは十年以上前のことですからね」

「そうだった、そうだった。あれはお祖父じい様の誕生祝いだったかな」

　ヒューバートの背に庇かばってもらい、ようやく伯父の顔をまともに見ることができた。

　数年見ないうちに、緩ゆるんだ体型になり、ますます下げ卑びた顔つきになった気がする。

　若い頃は美び丈じよう夫ふで通っており、伯お母ばが一ひと目め惚ぼれをして婚こん約やく者がいた彼を奪うばう形で結けつ婚こんしたと聞いている。

　ユーインの前では本ほん性しようを見せていたけれど、顔を合わせていない数年のうちに内面の醜みにくさがこんなにも容姿に現れるのかと驚おどろきを隠せなかった。

「君のように立派な跡あと継つぎがいれば、クロフォード・グローバルの将来も安心だな。いやいや、私もあやかりたいものだ」

　下品な高笑いをしながら、馴なれ馴れしくヒューバートの肩に触れる様子にも憤いきどおりを覚える。

　伯父は自分より下だと思っている人間にはかなり横おう柄へいだ。ヒューバートに対して下した手てに出ているのは、クロフォードという名前が大きいからだろう。

「────」

　自分はすでに汚けがされた身だが、ヒューバートは違ちがう。

　取り入ろうとしたり、利用しようとするかもしれない。そうなったとき、彼を守れるのは自分だけだ。トラウマなどに囚とらわれている場合ではない。

　曾祖父の葬そう儀ぎを終えてアメリカに戻もどる前、伯父がユーインに告げた言葉は忘れたくても忘れられない。

　出立の挨あい拶さつをしに行かされたユーインに『上手くクロフォードに取り入れよ。俺が仕込んでやったその体を無む駄だ遣づかいするんじゃないぞ』と下品な笑えみを浮うかべて云いい放った。

　自分たち家族がクロフォード家と親しくしているのに下心はない。だが、彼は打算を持って曾祖父が近づけたと信じているのだ。

「それにしても、こんなところで会えるなんて本当に幸運だったな。実は拠きよ点てんをこちらに移すことになってね。顔を合わせることも多くなるだろうから、よろしく頼たのむよ」

「そちらの事業も順調のようですね。あなたが代表になってから、ますます羽は振ぶりがよくなったとか」

　ヒューバートのリップサービスに、伯父は目を輝かがやかせた。

「今回の移転も、事業拡大の一いつ環かんでね。お宅とも上手くやっていきたいものだ」

　ヒューバートは差し出された伯父の手を握にぎり返さず、ただ微笑ほほえんでいた。

　握あく手しゆが空から振ぶりに終わり、伯父は一いつ瞬しゆん苛いら立だちを覗のぞかせたけれど、すぐに取り繕つくろい、作り笑いを浮かべた。

「……まあ、とにかく会えてよかった。そういえば、君たちは成人したんだったか？　祝ってやれなくて残念だったよ」

「…………」

　成人祝いの席は内々で執とり行ってもらった。もちろん、この伯父と顔を合わせたくなかったからだ。

　いままでは物理的な距離を取ることで、伯父との接点をなくしてきた。しかし、彼がこの街に来たということは、こうやって否いや応おうなく顔を合わせざるを得ない状じよう況きようが生まれるかもしれない。改めて対策を練る必要があるようだ。

「あー…、つかぬことを訊きくが、フィフストラスト・バンクのＣＥＯとは親しいのかい？」

「はい。存じ上げておりますが、どうしてですか？」

「ちょっと紹しよう介かいしてもらえたらなと思ってね。どうかな？　無理にとは云わないが……」

「でしたら、遠えん慮りよさせて下さい。ご紹介できるほどの仲ではないので」

　紹介できるほどの仲ではないとヒューバートが云ったのは、ＣＥＯのことではない。だが、伯父はその嫌いやみにすら気づいていなかった。

「そうか。いや、ヘンなことを云ってすまなかったね。何だかんだ云っても、君もまだ学生だものな。無理を云ってしまったな」

　当てが外れた落らく胆たんを隠すかのようにわざとらしく笑ってはいるが、口元が引き攣つっている。若造扱あつかいはせめてもの意い趣しゆ返がえしといったところだろう。

「そうですね。父の手伝いをさせてもらってはいますが、まだまだ修しゆ業ぎよう中の身ですので。大学に在ざい籍せきしている間は可能な限り学びたいと思っています」

「それがいい。私も若い頃ころもっと学んでおけばよかったと後こう悔かいしているよ。いまはユーインと二人で暮らしてるんだったかな？」

「ええ、ルームシェアをしています」

　ある程度は自分たちの状況を把は握あくしているようだ。もしかしたら、このパーティでの再会も偶ぐう然ぜんではなく仕込まれたものだったのかもしれない。

「どうだい？　ユーインは役に立ってるかね？」

「ええ、食事がつい疎おろそかになりがちなんですが、彼のお陰で規則正しい生活が送れています」

「いやいや、夜のほうだよ。よく鳴くように仕込んでおいたからね。これからも可愛かわいがってやってくれ」

「……！」

　伯父が顔を近づけて潜ひそめた声で切り出した言葉に、ユーインは目の前が真っ赤になる。

　まさか、面と向かってそんな恥はじ知しらずなことを訊きくとは予想もしていなかった。しかし、それ以上に予想外だったのはヒューバートの行動だった。

「その汚きたない口を閉じろ」

「へ？───ぐは……っ!?」

　ヒューバートが憤りを抑おさえ込んだ表情で伯父の顔に鍛きたえた拳こぶしを叩たたき込んだのだ。

　派手に床ゆかに倒たおれ込んだ伯父はショック状態で呆ぼう然ぜんとしていた。自分の身に何が起こったのか、把握できていないのだろう。　>>>♥

　突とつ然ぜんの荒あら事ごとに周りからはいくつか悲鳴が上がり、ざわめきが大きくなった。

　そんな中、ヒューバートは乱れた襟えり元もとを直しながら、冷ややかな眼まな差ざしで床に転がったまま啞あ然ぜんとしている伯父おじを睥へい睨げいしている。

「な…な……」

「ヒューバート!?」

　ユーインもヒューバートの行動に驚きを隠かくせなかった。

「うっかり手が滑すべった」

　自分のために怒おこってくれたことは嬉うれしかった。けれど、いまのはやりすぎだ。

　人前で暴力を振ふるうだなんて、相手に非があってもこちらの立場が悪くなりかねない。通報されれば、逮たい捕ほされる可能性だってある。

「き、貴様、何様のつもりだ……っ！　ウォン家の人間を殴なぐっておいて、ただですむと思うなよ!?」

　周囲のざわめきに我に返った伯父は激げき昂こうし、顔を真っ赤にしている。

　自分の思いどおりに行かなければ、キレるタイプの人間だ。いまの状況は彼にとって屈辱以外の何物でもないだろう。

「そんなことより、自分がいつまでウォン家を名乗っていられるかを心配したらどうだ」

「どういうことだ!?」

「俺に訊くよりも、自分の胸に手を当てて考えてみたほうがいいんじゃないか？　自分がしていることは、自分自身が誰だれよりもよく知っているだろう」

「……ッ」

　ヒューバートの言葉に、それまで激しく憤っていた伯父は一いつ瞬しゆんにして顔色を変えた。

　何か心当たりがあるのか、真っ青な顔でうろうろと視線を彷徨さまよわせている。殴られたことなどもう頭にないようで、床にへたり込んだままぶつぶつと呟つぶやき始めた。

「ヒューバート様、どうかなさいましたか？」

　騒さわぎを聞きつけ、奥から支配人が飛んできた。

「すまない、騒がせてしまって。割れたグラスや清掃の費用はこちらに請せい求きゆう書を回してくれ。彼は自宅まで丁てい重ちように送り届けてやってくれると助かる」

「かしこまりました」

「世話をかけるな。───行くぞ、ユーイン」

　ヒューバートは支配人に後始末を任せ、啞然としているユーインを外に連れ出した。呆あつ気けに取られていたユーインだったが、外の冷たい空気に触ふれ我に返る。

「あ、あの、待って下さい！」

「忘れ物でもしたか？」

「そうじゃなくて！　あんなことをして本当によかったんですか……？」

「お前を侮ぶ辱じよくされて黙だまってられるか。後悔はしていない」

「だとしても───」

　あの伯父は陰いん険けんで執しゆう念ねん深い。この件を利用し、脅きよう迫はくしてくることだって考えられる。結果的にこちらの弱みを握られた形になってしまったのではないだろうか。

「心配しなくても、通報する勇気はないだろう。いま、警察沙ざ汰たになると困るのはあいつのほうだからな」

　そう云われ、ヒューバートが伯父に何か云っていたのを思い出した。

「……何を知ってるんですか？」

「まだ詳くわしいことは云えないが、あの男は立場を利用してかなりの額の横領をしている」

「横領？」

「今回の移転は、それをごまかすためもあるだろうな」

「あの、でも、どうしてそれをあなたが知ってるんですか？」

　あの伯父のことだ。清せい廉れん潔けつ白ぱくな仕事をしているとは思えないが、具体的な離り叛はん行こう為いをしていることまではユーインの耳にも届いていない。

「調査することになったのは、お前の親父おやじさんがウチの親父に相談したのがきっかけだ。俺は親父の指示で使いっ走りをさせられてたんだよ」

「どうしてあなたが？」

「万が一のことも考えて、俺を使うことにしたんだろう。外に漏もれるわけにいかない事こと柄がらだからな。俺は正式には会社の所属じゃないし、使い勝手がよかったんだろう」

　現在、ヒューバートはクロフォード・グローバルの社員ではない。父親で会長のウィルに個人的に雇やとわれてアシスタントをしているという状況だ。

　ウォングループは身内から見ても、閉へい鎖さ的なところがある。身内の恥はじを外に知られることをよしとはしない。なのに、

「だったら、さっきの脅おどし文句はまずいんじゃないですか？」

　事情はわかったけれど、調査が入っていることを伯父に知られるような発言はまずかったのではないだろうか。自分の犯行がバレていると知ったら、証しよう拠こ隠いん滅めつに走りかねない。

「心配するな。もう確たる証拠は摑つかんでいる。最さい後ご通つう牒ちようを渡わたすタイミングを計って、自分からボロを出すように泳がせているところだ。いま、彼には二十四時間の監かん視しがついているからな。何かしようとしたらすぐにバレるはずだ」

「…………」

　自分の与あずかり知らぬところで、そんなことになっていただなんてちっとも知らなかった。さっき以上に呆気に取られていた。

「あの男は色々と云いっていたが、二度とお前の前に姿を現すことはないだろうから安心しろ」

「！」

　あいつと云うのは伯父のことだろう。ヒューバートの慰なぐさめの言葉に浮うかれた気分は消え去り、すっと血の気が引いていった。

　ヒューバートが暴力を振るったことに驚おどろいてばかりいたけれど、よく考えてみれば、伯父の発言はユーインの秘密を暴ばく露ろするものだ。

　勘かんのいいヒューバートには、伯父と自分の関係を悟さとられてしまっただろう。

　過去の陵りよう辱じよくの相手が伯父だということだけは隠し通したかったけれど、いまさらごまかしようがない。

　ヒューバートがその話に触れないのは、彼なりの思い遣やりだろう。その気持ちはありがたかったけれど、気を遣つかわれれば遣われるほど惨みじめになっていく気がする。

「───あの人と何があったか訊かないんですか？」

　こうなってしまったら、もやもやとしたままでいるほうが辛つらい。自じ虐ぎやく的な気分もあって、自分から切り出してしまった。

「お前が訊いて欲しいならな。でも、話したいわけじゃないだろう？」

「……っ」

　やはり、ヒューバートには何もかも見み抜ぬかれているようだ。もしかしたら、ユーインに思わぬ過去があると知ってから、何があったのか調べたのかもしれない。

　ヒューバートと離はなれていたのは、本家に戻もどっていた一年ほどのことだ。あの時期以外は、ずっと彼の傍そばにいる。

　ユーインの身の上に起こった不幸を知っているのは、自分と加害者である伯父だけだ。どんなに調べても証言や証拠が出てくることはないだろう。

　しかし、ユーインが置かれた状じよう況きようから察することはできる。さっきの自分の伯父に対する態度が決定打になったに違ちがいない。

　恐おそる恐る見上げたヒューバートの瞳ひとみは怒いかりに満ちていた。その顔からは、激しい感情を押し殺しているのが伝わってくる。

「過去に戻れるなら、あの男を殺しに行きたい。むしろ、いまからでもそうしたいくらいだ」

「ヒューバート……」

　口調は淡たん々たんとしていたけれど、冗じよう談だんで云っているようには聞こえなかった。

「わかってる。犯罪者になるつもりはない。そんなことになったら、お前の傍にいられなくなるからな。───その代わり、社会的には抹まつ殺さつしてやる」

「……ッ」

　ヒューバートはそう云って薄うすく笑う。その表情には狂きよう気きが滲にじんでいるように見え、思わず背筋が震ふるえた。

　どういう手を使うかはわからないが、少なくとも横領の事実が明るみに出れば、いまの立場からは追われるだろう。

「クロフォード様、お待たせしました」

　自分たちが店を出た連れん絡らくが行ったのか、レストランの前のスペースに小型のリムジンが静かに停とまった。

　日常生活で使うことはないけれど、今日のようなパーティがあるときはいつも同じ運転手に頼たのむようにしている。

「悪い、気が変わった。今日は戻っていい」

「かしこまりました」

　ヒューバートは運転手にチップを渡し、乗らずに車を行かせてしまう。二人はその場に取り残される形で走り去る車を見送った。

「どうしたんですか？」

「風に当たりたくなった。ユーイン、少しつき合ってくれ」

「え？　でも───」

「人通りの多いところで狙ねらわれたりはしないだろう。それにお前のことは俺が絶対に守ってやるから安心しろ」

「は、はい」

　ヒューバートと二人、連れ立って歩き出した。ここから自宅までは、歩いて二十分ほどの距きよ離りだ。話しながらの道程なら、あっという間だろう。

　街灯や建物の窓から漏れる明かり、広告を浮かび上がらせている照明。メインストリートはどこまでも明るかった。ビルの隙すき間まから時折月が顔を覗のぞかせるけれど、星々の瞬またたきまでは見えなかった。

「こうして二人でのんびり歩くのも久々だな」

「そうですね」

「この街に来たばかりのときはよく二人であちこち出歩いたのにな」

「そうでしたね。初めてホットドッグを歩きながら食べたときは緊きん張ちようしました」

「買い食いなんてしたことなかったもんな」

　二人で引っ越こしてきたときは、ボディガードつきの生活から抜ぬけ出した解放感と新たに始まるヒューバートとの二人暮らしへの緊張でいっぱいだった。

　親元からの独立の一歩に浮かれていたのは、ヒューバートも同じだったようだ。

　地図を片手にあちこち連れ回され、街角でホットドッグを買って食べたり、公園で鳩はとに餌えさをやったり、ときにはナイトクラブへ連れ出されることもあった。

　ある程度街の様子がわかって満足したのか、徐じよ々じよに出歩く頻ひん度ども少なくなっていき、いまは自宅と大学の往復ばかりになってしまったが、あの頃ころは毎日が新しん鮮せんで楽しかった。

　夜の街を他愛たわいのない話をしながら二人で歩くなんて、まるでデートのようだ。一いつ緒しよに住んでいるのに、こういう時間を持つのは久々のことだ。

　大学へ共に通うことはあっても、最近はとみに時間に急せかされている気がする。

　いつからか、ヒューバートと話すときは緊張するようになった。好きだと意識すればするほど、よそよそしい態度になってしまっていた。

「公園でアイスを食べようとしたときのことを覚えてるか？」

「もちろん覚えてます。あのときは大変でしたね」

　走り回っていた小さな子がヒューバートにぶつかり、コーンの上に載のったアイスクリームが転がり落ちた。服が汚よごれただけならよかったのだが、そこへ公園内で遊んでいた犬が飛び込んできたせいで一気に混乱が増した。

「あれは本当にどうしようかと思った」

　人ひと懐なつこいゴールデンレトリバーがちぎれんばかりに尻しつ尾ぽを振ふりながらヒューバートにのしかかり、アイスだけでなく顔中を舐なめ回し、収しゆう拾しゆうがつかなくなったのだ。

　あんなに困り果てているヒューバートを見たのは、あのときが初めてな気がする。当時の光景をいま思い出しても、口元が緩ゆるんでしまう。

「───やっと笑ったな」

「え？」

「お前はそういう顔をしてるほうがいい。眉み間けんの皺しわは似合わない」

「……ッ」

　反射的に眉間を手で押さえる。ヒューバートが歩こうと云いったのは、渋じゆう面めんを浮かべていたユーインの気持ちを紛まぎらわせるためだったようだ。その思い遣りに、胸が詰つまる想おもいがした。

「今回の件が片づいたら、またあの公園にアイスでも食べに行こう」

「ええ、是ぜ非ひ」

　ヒューバートからの何気ない誘さそいが嬉うれしかった。問題が片づけば、仮初かりそめの時間は終わる。だとしても、このくらいの些さ細さいな約束くらい交かわしても許されるだろう。

「次は近くに犬がいないのを確かく認にんしてから買うことにするよ。もうあんな目に遭あうのはごめんだ」

「ふふ、そうですね」

　泥どろだらけになった服を着き替がえるためにアパートに戻ったら、何か事件にでも巻き込まれたのかと警備員に心配されたものだ。

「ところで、あれから何か気がついたことはあるか？」

「いえ、とくには……」

　先日ユーインを襲おそおうとした実行犯は、自主退学し地元へ帰っていった。

　警察に突つき出すという選せん択たくもあったけれど、未み遂すいであったことを考えると大した罪にはならないと判断し、表おもて沙ざ汰たにはしない代わりに遠くへ行き二度と近づかないという条件を吞のませることにしたというわけだ。

　彼がいなくなっても、真犯人はどこかにいる。身の回りに注意を払はらい、口に入れるものにも気をつけている。

　講義を受けるときは全体を見み渡わたせる位置に座り、一人きりになる瞬しゆん間かんを作らないよう心がけてはいるが、どこかに悪意を持っている人物がいるかと思うと落ち着かなかった。

「メールの出所を調べてもらっているんだが、使い捨ての携けい帯たい電話を使っていたみたいで人物を特定するのは難しそうだ」

「犯人の目的は何なんでしょうか……」

　考えられるパターンはいくつかある。

　一つはユーイン個人若もしくはウォン家に何かしらの恨うらみを持っており、復ふく讐しゆうがしたいという怨えん恨こんの線。

　一つはターゲットは条件に当てはまる人物なら誰だれでもいいという愉ゆ快かい犯はんの線。可能性があるのはこの二つのどちらかだろう。

　ウォン家に対する恨みだとしたら、自分たちの手に負えるものではない。手広く商売をやっている以上、どこかで恨みは買ってしまう。

　愉快犯だった場合、第二の被ひ害がい者しやが出かねないけれど、ユーインを襲った男に送られた計画の内容を考えると、やはりユーインに何らかの負の感情を抱いだいているようにも思える。

「そんなもの考えても仕方がない。自分の手を汚さずに人を操あやつって傷つけようとしてくる卑ひ怯きような人間の気持ちが理解できるわけがないだろう」

　ヒューバートの言葉は正論だ。だけど、いまはその正論に少し不安になる。堂々とそんなふうに云えるのは、ヒューバートが強いからだ。

「──……っ」

　ふと、そのとき悪意のようなものを感じ、ぞくりと背筋が戦おののいた。足を止め、あたりを見回してみたけれど、怪あやしい人ひと影かげを見つけることはできなかった。

「どうした？」

「誰かに見られてたような気がして……」

　ユーインがそう告げると、ヒューバートは表情を引き締しめ、ユーインを庇かばうように肩かたを抱く。

「どこから見られてるかわかるか？」

　もう一度見渡してみたけれど、やはりわからなかった。気のせいかもしれないし、もし見張られているのだとしても相手は簡単に尻尾は出さないだろう。

「やっぱり、気のせいだったかもしれません。考えすぎて、神経質になってた気がします」

　いつもより心細く感じてしまうのは、伯父おじに再会したせいもある。

　トラウマもだいぶ薄うすくなっただろうと思っていたけれど、自覚している以上に深い傷だったようだ。

　強くなりたい───昔からずっとそう思ってきた。世間知らずな自分から脱だつ却きやくし、それなりに成長したつもりでいたけれど、それはただの背せ伸のびでしかなかったのかもしれない。

「どちらにしろ、警けい戒かいするに越したことはない。何か気づいたことがあったら、すぐ俺に云え」

「……はい」

「大だい丈じよう夫ぶだ、俺がついてる。お前のことは絶対に守る」

　ヒューバートはユーインの目をまっすぐ見つめ、力づけるように告げたあと、肩を抱いていた手を腰こしへ滑すべらせた。

「じゃあ、行くか」

　抱だき寄せたままの体勢で歩き出され、ユーインは戸と惑まどうしかなかった。

「あ、あの、歩きにくいんですけど……っ」

「安全のためだ、我が慢まんしろ」

　そう云われてしまえば、逆らうことなどできない。密着している部分から、高鳴る鼓こ動どうが伝わらないだろうかと気が気ではなかった。










　玄げん関かんの鍵かぎを二つ締め、セキュリティがオンになっているのを確認する。これで侵しん入にゆうを試みようとする者がいても、確実に防げるはずだ。

「大丈夫だ。この部屋なら安全だ」

　自分たちのテリトリーに戻もどってきた安心感に、肩の力が抜ぬける。ずっと緊きん張ちようしていたのか、どっと疲つかれが押し寄せてきた。

　ヒューバートに促うながされてリビングのソファに腰を下ろすと、自らの重みでスプリングに沈しずみ込みそうな錯さつ覚かくを感じた。

「何か温かいものでも飲むか」

「あ、私がやりますからヒューバートは座っていて下さい」

「たまには俺にやらせろ。お前こそ座ってていい」

　立ち上がろうとした瞬間、制止される。彼の厚こう意いは嬉しかったけれど、リビングに取り残されたユーインは手持ち無ぶ沙さ汰たになってしまった。

　普ふ段だん、お茶や食事の仕し度たくはユーインの役目だ。自然とそうなったというよりは、意図的にその役割を担になってきた。

　少しでも喜んでもらいたいという想いも大きかったけれど、ヒューバートにとって少しでも有用な人間でありたいという欲よくからの行動でもあった。いまの自分にできることは、生活面でのサポートくらいしかない。

「お待たせ」

　ヒューバートはマグカップを両手に持って戻ってきた。同居を始めたときに色いろ違ちがいで買ったお揃そろいのものだ。ユーインの隣となりに腰を下ろしながら、そっと手て渡わたしてくれる。

「熱いから気をつけて飲めよ」

「ありがとうございます」

　ヒューバートが淹いれてきてくれた紅茶を一口啜すすると、ほんのりとした甘みが優やさしく広がる。ブランデーが少し入っているようだ。

「……美味おいしい」

「俺だって、茶くらい普ふ通つうに淹れられるんだからな」

　自意識が芽生え出したばかりの子供のような主張に、ユーインは小さく笑う。

「あなたが何でも一人でできることくらいわかってます」

「そうなのか？」

「そうですよ。でも、何でもかんでも一人でやられたら、私がやることがなくなるでしょう？」

　むしろ、ヒューバートがいなければダメになってしまうのは自分のほうだ。元々の自分は気弱で怖こわがりで引っ込み思案で自信のない消極的な子供だった。

　そんな自分を変えようと奮起したのは、ヒューバートに出で逢あったからだ。この人の隣に並べる人間になりたい、約束を守りたいという一心からだった。

「そうやって世話ばかり焼いて、俺が図に乗ったらどうするんだ？」

「あなたはそんな底の浅い人じゃないでしょう」

　自分がいなければ何もできなくなるくらい甘やかしてしまいたい気持ちが全くなかったわけではない。だけど、そんなのはただの妄もう想そうだ。

　ユーインの言葉に、ヒューバートは意味深な笑えみを浮うかべた。

「昔はよくお前に小言を云いわれたくてわざとだらしのない格好をしたり、世話を焼かせようと思って風邪かぜのとき具合が悪いふりをしたこともある。それを知ってもそう思えるか？」

「え？」

「やっぱり気づいてなかったか。お前に俺のことだけ考えて欲しくて、子供じみたやり方で気を引こうとしてたんだよ。初めて逢ったときだって、お前にカッコいいところを見せたくて必死だったからな。内心じゃそれなりにびびってたくせにな」

「そうだったんですか……」

「本当のことを知ってがっかりしたか？」

「そんなことありません。あなたは困っていた私を助けてくれた。正義のヒーローは本当にいるんだって思いました」

　あの日のことを忘れたことはいままで一度だってない。

　従兄いとこに苛いじめられ、べそをかいていたユーインを庇ってくれたのがヒューバートだ。いまでも鮮せん明めいに思い出すことができる。

「中庭で約束したよな。俺がお前を一生守るって」

「……覚えてるに決まってるじゃないですか」

　大きな月の下、誓ちかいのキスを交かわした。あの約束どおり、ヒューバートはずっと自分を守ってくれている。離はなれていた間も、彼の存在がユーインを支え続けてくれていた。

「お前のことは何があっても守る。今度こそ、守り通す」

「……ヒューバート……」

　改められた誓いの言葉に、彼が苦い想いを抱いだいていることを知った。離れていた間のことはどうしようもない。ヒューバートが気に病やむ必要はない。

「お前を好きになったのはあのときだ。目が合った瞬しゆん間かん、恋こいに落ちた」

「な、何云ってるんですか」

　まっすぐ見つめてくる眼まな差ざしが恥はずかしくて目を逸そらす。

「運命だと思った。信じてもらえないかもしれないが、本当のことだからな」

「───意外とロマンチストなんですね」

　自分からも好きだと云えたら、どんなにいいだろう。何もかもぶちまけてしまいたい衝しよう動どうを抑おさえ込む。冗じよう談だんで混ぜっ返して、ポーカーフェイスを取り繕つくろった。

　これは仮初かりそめの時間だとわかっている。ヒューバートの気持ちに応こたえられない以上、自分の本心を知られるわけにはいかない。

「どうしてこっちを見ない？」

「どうしてって……」

　目を見られたら、本当の気持ちを見み抜ぬかれかねないからだ。口くち籠ごもると、ヒューバートは距きよ離りを詰つめて顔を覗のぞき込んできた。

「あ、あの、離れて下さい」

「ユーイン、こっちを見ろ」

「ちょっと近すぎる気が……」

　じりじりと体をずらして離れようとしたけれど、すぐにまた近づかれる。その繰くり返しで、ソファの端はしに追い詰められてしまった。

「俺を見ろ」

「……っ」

　この雰ふん囲い気きはまずい。ヒューバートを押し退のけてでも、空気を変えるべきだ。頭ではそうわかっているのに、体が動かない。

「ユーイン」

　再び名前を呼ばれ、びくっと肩かたを跳はねさせる。そっと顎あごに添そえられた手に促されるがままに、おずおずと顔の向きを変える。

「ヒューバート───」

　視線を上げると、吐と息いきがかかるほど顔が近かった。至近距離で目が合い、息を吞のむ。その瞬間、唇くちびるを奪うばわれていた。

「ん……っ」

　ヒューバートはユーインの腰こしを抱だき寄せ、口こう腔こうに舌を捻ねじ込んできた。ざらりと擦こすれ合う舌にぞくぞくと震ふるえる。

　拒こばまなければと思うのに、手足に力が入らない。それどころか、体が勝手に応えてしまう。

「んん、んー……っ」

　濃のう厚こうな口づけで唾だ液えきが溢あふれ、濡ぬれた音が立った。まるで、本物の恋こい人びと同士のように唇を貪むさぼり合った。今日は酒に酔よっているわけではない。なのに、ヒューバートのキスに溺おぼれてしまう。

「ぁン、んん」

　体をまさぐる手に体の芯しんが疼うずいてくる。理性が飛びそうになった瞬間、ヒューバートの携けい帯たい電話が鳴った。ユーインはその音で我に返り、ヒューバートを押し返す。

「電話に出て下さい」

　無視しようとしていたヒューバートだが、表示されている名前を見て渋しぶ々しぶといった様子で電話に出た。

「……俺だ。何だ、こんな時間に」

　ヒューバートは苛いら立だち混じりの声こわ音ねで応対している。ユーインはその隙すきに自室に逃にげ込み、ドアをきっちりと閉めた。

　───危なかった。

　電話が鳴らなければ、あのまま、またヒューバートに身を任せてしまうところだった。ドアをきっちりと閉め、襟えり元もとを緩ゆるめて息を吐はく。

「…………」

　ヒューバートの腕うでからは逃のがれられたけれど、熱を持ち始めた体はどうしようもない。放っておいて鎮しずまる程度ならよかったのだが、このままではどうにもならなさそうだ。

　こうなったら、自分で慰なぐさめるしかなさそうだ。ヒューバートに気づかれないうちに処理してしまおうと、ユーインはベッドに腰を下ろし、上着のスリットから手を差し込んだ。

「ん……っ」

　躊躇ためらっている時間はない。ウエストを緩めて下着の中で主張している自身を探さぐる。躊躇いながら自らを握にぎり、欲よく望ぼうに任せて指を滑すべらせる。

「……ぁ、はっ……」

　目を瞑つぶり思い出すのは、あの夜の記き憶おくだ。やや強ごう引いんなヒューバートの手つきを模しながら、自分を高めていく。

　もちろん、本物と比べれば物足りないけれど、処理のための行こう為いなのだから快感を追う必要はない。

「ン、う……」

　息を殺しながら無心に手を動かしていたら、ノックもなしにドアが開いた。

「ユーイン、さっきは悪かった」

「!?」

　慌あわてて手を引き抜ぬいて乱れた服を直したけれど、咄とつ嗟さにはごまかしようもない。恥ずかしいところを見られたユーインは真っ赤になった。　>>>♥

「す、すまない、邪じや魔ましたようだな」

　気まずい場面に出くわし、さすがのヒューバートも戸と惑まどっているようだった。

「い、いえ……」

　他ほかに云うべき言葉も思いつかず、背中を向けたまま黙だまり込む。

「あの、出ていってもらえませんか……？」

　自じ慰い行為を見られてしまったことはもう仕方がない。だけど、このまま醜しゆう態たいを晒さらしてはいたくなかった。

　しばしの沈ちん黙もくのあと、ドアが静かに閉まった音がしてほっとする。けれど、ベッドが軋きしむ音がしてヒューバートがまだ部屋にいることがわかってぎくりとした。

「お前でも自慰をするんだな。治まらないのか？」

「！」

　感心したように云いわれ、いたたまれなさに俯うつむいた。ゆったりとした上着の裾すそで隠かくれているけれど、自身はすでに芯を持っている。

「……私だって男ですから」

　生理的な現象なのだから当然のことだけれど、改めて指し摘てきされると恥ずかしい。そもそも、自分で処理するところを人に見られるなんて普ふ通つうはあり得ないことだ。

「そうだったな。ユーイン、その手をどかせ。俺がやってやる」

「なっ……」

　後ろから抱き竦すくめるように腕を回され、裾を押さえていた手を引き剝はがされる。抗あらがってはいるものの、ヒューバートの力には敵かなわなかった。

「じ、自分でどうにかしますから」

「いまそんなになってるのは、俺のせいだろう？」

「本当に大だい丈じよう夫ぶですから……っ」

「俺には大丈夫そうには見えないけどな」

「あ……！」

　ヒューバートはユーインの隙をつき、自己主張している昂ぶりを服の上から握り込む。張り詰めたそこを緩く撫なでられただけで、びくりと肩を跳ねさせてしまった。

「放っておける状態じゃないだろう？　それに───自分の手だけで満足できるのか？」

「……っ」

　耳元で告げられた問いに、声を詰まらせる。好きな人の手で高められる快感を知ってしまったいま、自分の手では物足りなく思っていたのは事実だ。

　そんな浅ましい自分さえも見み透すかされていることに言葉を失い、真っ赤になる。

「そんな顔をするな、ユーイン。お前をよくしてやりたいだけなんだ。黙って俺に任せてくれるだけでいい」

「ん……っ」

　耳の後ろに唇を押し当てられ、ぎゅっと目を瞑る。走り抜けた甘い痺しびれをやりすごすための咄嗟の行動だったけれど、そのまま唇を首筋に這はわされた。

　服の上から体をまさぐられ、もう一方の手で上着の裾を捲まくり上げられ太ふと腿ももを撫でられる。つけ根まで辿たどり着いた手は布地を押し上げていた昂ぶりを握り込んだ。

「あ……!?」

「辛つらそうだな。可か哀わい想そうに」

「ぅあ……っ、あ、やめ……っ」

　強く擦こすられ、思わず前のめりになる。そうやって刺し激げきされているうちに、自身はじわりと体液を滲にじませた。下着が濡れる感かん触しよくに頰ほおを染める。

「お前の髪かみは綺き麗れいだな」

「……っ」

　ヒューバートはユーインの髪に唇を押し当てながら、そう囁ささやく。

　ずいぶん昔にも、そう云われたことがある。艶つややかな漆しつ黒こくが神秘的に見えるらしい。けれど、ユーインにとっては、ヒューバートの金糸のような髪こそ美しいと思う。

「黒曜石みたいな瞳ひとみの色も薔ば薇らの花びらみたいな唇も綺麗だ」

「な、何云ってるんですか……」

　素面しらふで聞いたら呆あきれてしまいそうに陳ちん腐ぷな褒ほめ言葉だ。なのに、本気で赤面してしまうあたり自分も相当重じゆう症しようだ。

「もっとよく見せてくれ」

「そんなこと、云われても……」

「俺を見ろ」

　短く命じられ、のろのろと後ろを向く。彷徨さまよわせた視線が絡からみ合い、外せなくなった。その瞬しゆん間かん、また口づけられる。

　ヒューバートのキスは危険だ。アルコールよりも強くユーインを酔わせてしまう。唇を塞ふさいだのは、黙らせるためもあったのかもしれない。

「ン、んん、んぅ……っ」

　下着の中に潜もぐり込んできた手が直じかに触ふれる。そろりと形をなぞり、先せん端たんの窪くぼみをぐりっと抉えぐられた。

　欲よく情じようしていることを知られるだけでも逃げ出したいくらい恥はずかしいのに、口こう腔こうを探られながら、張り詰つめた自身を大きく扱しごかれる。

　好きな人の手で高められている羞しゆう恥ちと快感で頭がおかしくなりそうだった。

　強く拒きよ絶ぜつすることも、大人しく受け入れることもできず、申し訳程度の抵てい抗こうを示す。けれど、それはただ自分を追い詰める結果になった。

　口の中で傍ぼう若じやく無ぶ人じんに動き回る舌を押し出そうとした舌は搦からめ捕とられ、身動みじろいだ体はより大だい胆たんに撫で回される。

「……っは、あ、あ……っ」

「濡ぬれてきてるのがわかるか？」

「ぅあっ、あ、も、やめ、触さわらないで……っ」

　絡みついたヒューバートの指が、自身を強く扱く。体液の滲む先端を再び抉られ、びくりと体が跳はねた。

「触らなきゃどうにもできないだろう？」

「ああっ、だって、もう……っ」

　このまま高められていたらおかしくなる。快感に溺おぼれる前にいまの状じよう況きようから逃れたい一心だった。

「わかった」

　承しよう諾だくの言葉にほっとしたのも束つかの間、何故なぜかベッドに横たえられ、ヒューバートはジャケットを脱ぬぎ捨てた。

「なに……？」

「触られたくないならこうするしかないだろう？」

　迷いのない手つきで下衣を引き摺ずり下ろされ、手て際ぎわよく足から引き抜かれた。その上、上着の裾をばさりと捲り上げられ、下か肢しを無防備な状態にされる。

「ヒューバート!?」

「そのまま寝ねてろ」

「や……っ」

　自らのみっともない姿にカアッと顔が熱くなる。緩ゆるく勃たち上がった自身を見られたくなくて、膝ひざを寄せて足を折る。けれど、力ちから尽ずくで左右に大きく開かされてしまった。

　ヒューバートはおもむろに自分のタイを引き抜き、襟えり元もとを緩めてから体を屈かがめてユーインの下腹部に顔を寄せる。止める間もない行動だった。

「ひぁ……っ」

　上着の裾のせいで、自分からは見えなかったけれど、ヒューバートがユーインの内うち腿ももに口づけたことは感触でわかった。

　ぎりぎりの際きわどい部分を舐なめ、あちこちの皮ひ膚ふを吸う。やめさせたくても、もう体が云うことを聞かなかった。

　触るなと云ったのはそういう意味ではない。多分、ヒューバートの行動はそれをわかっていてのものだろう。詭き弁べんだと苦情を云いたかったけれど、そんな余よ裕ゆうは残されていなかった。

「お願い、やめ……っん、舐め、ないで……っ」

　反り返った屹きつ立りつを髪がくすぐる。微び妙みような接せつ触しよくがそこを余計に意識させる。触れられたくないのに、触れて欲しい。

　ユーインが矛む盾じゆんする気持ちを抱いだいているのを知ってか知らずか、ヒューバートは唐とう突とつに昂ぶりを舐め上げた。

「いや、だめ、あ、あ、あ……！」

　熱く濡れた舌の感触が堪たまらない。先端を吸い上げられる刺激に、一いつ瞬しゆんで脳の神経が焼かれた。

「ぁああ……っ」

「悪くないみたいだな」

　やめてくれるよう懇こん願がんしているのに、ヒューバートは愛あい撫ぶに一層熱を込める。口こう淫いんをするヒューバートに、躊躇ためらいのようなものは感じられなかった。

「ぁあっ、あ、ぁン……っ」

　一番敏びん感かんな場所で感じる熱く濡れた感触は、言葉にならないほどの快感を生む。ベッドカバーを握にぎりしめ、強すぎる刺激に理性が流されないようにするだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

「あ、ぁん、んー……っ」

　先端から口に含ふくまれる。ヒューバートは屹立に舌を絡め、体液の滲む窪みを舌先で抉った。音を立てて吸い上げられ、腰こしが抜ぬけるかと思うくらい感じてしまう。

　指で固い部分を扱かれながら、唇くちびるで締しめつけられながら啜すすられ、どこもかしこも蕩とろけてしまいそうだった。

「ひ、あ……っ、ぁあ……っ」

　終わりを促うながされ、びくびくと口腔に吐はき出してしまった。解放感に惚ほうけてしまいそうになったけれど、すぐに我に返る。

「す、すみません……っ」

　慌あわてて起き上がり、青くなって謝罪する。しかし、ヒューバートは顔色一つ変えずに口の中のものを飲み込み、指についた残ざん滓しまで舐め取った。

「何してるんですか!?」

「この服を汚よごすわけにはいかないだろう？」

「あ……」

　いま身に着けているのが、曾そう祖そ父ふに仕立ててもらった晴れ着だということを思い出した。そんなことも忘れて快楽に溺れてしまった自分を恥じ入り、押し黙だまる。

「どこも汚してないから心配するな。いま、脱がせてやる」

「え？　何？　あ……っ」

　あっという間に着衣を全すべて剝はぎ取られ、手際よく一糸纏まとわぬ格好にされてしまった。ヒューバートはユーインの着ていたものを丁てい寧ねいに椅子いすの背にかけ、ベッドの端はしに腰かけた。

「～～～～っ」

　ユーインは少しでも体を隠かくそうと、ベッドカバーを手た繰ぐり寄せる。

「そんな顔をするな。余計に泣かせたくなる」

「え……？」

　ヒューバートはリモコンで明かりを落とすと、乱暴に眼鏡めがねを外し、整えられた髪かみを手で搔かき乱す。

「こうすれば似てるだろう？」

「え？」

「俺をロイだと思えばいい」

　ロイの身代わりをするつもりでいるとわかり胸が痛くなった。

　元々よく似ている兄弟だ。暗がりで似た髪かみ型がたをすれば、誰だれもが見み間ま違ちがえるだろう。

　ヒューバートはワイシャツを脱ぎ捨てたあと、ベッドに膝をついた。鍛きたえられた胸むな板いたや腹部に目を奪うばわれる。

「……ッ」

　自分が物欲しげな目つきをしている気がして恥ずかしかった。体を丸めるようにして顔を隠すと、ヒューバートはすぐ横に体を寄せ、内腿に手を這はわせてきた。

「あっ……ヒューバート……」

「バカだな、俺の名を呼んでどうする」

　際どい部分まで辿たどり着いたその手は一いつ旦たん離はなれ、次に触ふれてきたときにはぬるりとしたものを纏っていた。

　鼻び腔こうをくすぐる香かおりで、この間と同じハンドクリームを使われたことがわかった。

「あっ……!?」

　後ろから差し込まれた手が屹立の根本の膨ふくらみを捉とらえる。柔やわらかな部分だけでなく張り詰めた裏側までも手てな慰ぐさみのようにぬるぬるとした指で弄もてあそばれ、甘い息が零こぼれた。

「あ、ぅン、ふ……っ」

　ユーインを弄んでいた指は、やがて、後ろにある窄すぼまりを探さぐり始めた。固く閉とざした入り口に指先を押し込み、小刻みに揺ゆらしてくる。

「どこがいいか俺に教えてくれ。お前をよくしてやりたいんだ」

「んっ、や、んあ……ッ」

「ここか？」

「あっ、あ、あ……！」

　感じやすい場所を責められるたびに大きく体が跳はね、細かな振しん動どうに合わせるように甘ったるく蕩けた声が出てしまう。返事を口にするまでもなく、反応で丸わかりだ。

　増やされていった指がばらばらに動きながら、中を押し拡ひろげていく。丹たん念ねんすぎるほどの下準備に、ユーインのほうが先に音を上げそうだった。

「ああっ、や、も……っ」

「もうイキたい？　それとも、もう入れて欲しい？」

「……っ」

　心の内を見み抜ぬかれたかのような問いかけに息を吞のむ。そのユーインの反応を肯こう定ていの意だと受け取ったのだろう。ヒューバートは、奥まで埋うめ込んでいた指を引き抜いた。

　その直後、足を大きく開かされた。蕩けてひくつくその場所に、昂ぶった欲よく望ぼうの先せん端たんがあてがわれる。

「あ……!?」

　指でしつこいほど解ほぐされたそこは、すんなりと先端を吞み込んでしまった。

　押し開かれているキツさはあったけれど、痛みはない。それどころか、さらなる刺し激げきをねだるようにひくついている。

「ずいぶん待ち侘わびてたみたいだな」

「あぁあ……っ」

　凶きよう暴ぼうに猛たけった欲望が、根本まで一息に押し込まれる。熱くて硬いものに内ない壁へきを勢いよく擦こすり上げられる感かん触しよくと、深く繫つながり合えた充じゆう足そく感に体が大きく震ふるえた。

　昂ぶりの全てを埋め込んだヒューバートは、ユーインの耳元で小さく息を吐く。

「自分でも俺に絡からみついてきてるのがわかるだろう？」

「……っ、いや、云いわないで……」

　ヒューバートに淫みだらな自分を指し摘てきされる羞しゆう恥ちに泣きたくなる。快感に煽あおられ、全身の神経が過か敏びんになっている。

　繫がっている場所を意識するだけで、そこに余計に力が入ってしまう。物欲しげに締めつけているみたいで、恥はずかしかった。

　明かりがついていないとは云え、月明かりが部屋を照らしている。こんなことになるなら、出かける前にカーテンを閉めておくべきだった。

　すでに暗くら闇やみに慣れた目には、ヒューバートの表情さえわかる。つまり、彼の目にも自分の姿ははっきり映っているということだ。

「んっ」

「本当に感じやすいな」

「……っ」

　こんなに快感に弱いユーインを、ヒューバートはどう思っているのだろう。ふと、さっき伯父おじに云われた言葉を思い出す。

　───よく鳴くように仕込んでおいたからね。

　あれを聞いた瞬しゆん間かん、目の前が真っ暗になった。

「あの、ち、違ちがうんです」

　咄とつ嗟さに言葉を探す。淫いん乱らんだと思われても構わない。だけど、それが誰かに作り上げられた体だとは思われたくなかった。

「違う？」

　急に顔色を変えたユーインに、ヒューバートは気き遣づかわしげな顔になった。

「わ、私がこんなふうになるのは、あの人のせいじゃ───」

　必死に云い募つのるユーインをあやすように、頭を繰くり返し撫なでてくれる。お陰かげで少し落ち着きを取り戻もどせた。

「大だい丈じよう夫ぶだ、わかってる。嫌いやなことは思い出さなくていい。いまは『俺』だけ感じてろ。いいな？」

「ぅあ……っ、あっ……あ！」

　宥なだめるように云い聞かせられたあと、ぐっと突つき上げられた。

　初めは緩ゆるい律動だった。だが、些さ細さいな振動ですら酷ひどく感じてしまう体に、休みなく刺激を与あたえられればひとたまりもない。

　見つめ合ったまま繰り返し穿うがたれ、火がついたみたいに体が熱くなった。

「や、あ、あっ……！」

　ぴたりと重なり合った体を揺すられるせいで、反り返った自身がヒューバートの腹部に当たってしまう。先端が擦こすれる感触は刺激的だった。

　何もかもが気持ちいい。体の内側と外側を同じリズムで擦られる快感に溺おぼれ、甘い喘あえぎを上げることしかできなくなっていた。

「気持ちいいか？　奥を擦られるのが好きなんだろう？」

「……っ、あっあ、あ……!?」

　心の中を見抜かれたかのような囁ささやきを耳元に落とされ、ぞくぞくと体の芯しんが戦おののいた。

　キツい突き上げに思わず背中を仰のけ反らせると、突き出すようになった胸の先に吸いつかれる。　>>>♥

「ひゃっ、そこ……っ」

「ここ？」

　過敏に反応したユーインの上擦った声に、ヒューバートは小さく笑う。微かすかな振動にすら感じてしまう体は、歯を立てられ甘く震えた。

「やぁ…っ、いや、嚙かまな…で……っ」

「わかった」

「ぁん！　あ、ああ……ッ」

　わかったと云いながら、さらにキツく嚙んでくる。その上、充じゆう血けつするほど強く吸い上げられ、さらに高い声を上げてしまった。

　ヒューバートが口にする「わかった」は要注意だ。ユーインの状じよう況きようを正しく把は握あくしながらも執しつ拗ように責め、さらに窮きゆう地ちに追い込んでくる。

「もっと声を聞かせろ」

「あっ、あ、ぁん……！」

　ヒューバートはベッドの上で快感にのたうつユーインの体を押さえ込み、狂くるおしく腰こしを送り込んでくる。内壁を酷く擦られ、抉えぐられ、搔かき回されて蕩とろけたそこは、律動に合わせてぐちゅぐちゅと卑ひ猥わいな音を立てた。

「ああ…っ、も、だめ、やあ……ッ」

「俺に摑つかまれ」

　シーツを握にぎりしめていた手を解ほどかれ、背中に回すよう促うながされる。おずおずと腕うでを伸のばすと、しがみつく前に抱だき込まれ、口づけられた。

　汗あせばんだ背中を搔き抱き、自分からも舌を絡めてしまう。休みなく腰を送り込まれながら、唇くちびるや舌も荒あら々あらしく貪むさぼられた。

「んん、ン、ふ……っ」

　口の中がこんなに感じる場所だなんて知らなかった。時折、気まぐれに吸い上げられる舌はつけ根のあたりまで痺しびれてしまっている。

　口づけで蕩けた体も噓うそみたいに過敏になっていた。

「ぅんっ、は、あ、あ……っ」

　激しい律動に振ふり落とされそうで、必死にしがみつく。自分からも腰を擦りつけ、さらなる快感を得ようとしてしまう。

　繰り返される荒々しい抽ちゆう挿そうに、いつしか啜すすり泣いていた。涙の膜まくが張った視界はぼやけ、曖あい昧まいになっている。込み上げてくる熱い想おもいに、自らの気持ちを口にしてしまいそうになるのを、なけなしの理性で抑おさえ込んだ。

「いい、きもちい……っ」

「ああ、俺もだ。すごくいい」

「あぁ…っ、ヒューバート、だめ、もういく……っ」

　また大きな衝しよう動どうが押し寄せてくる。ユーインはヒューバートの背中に爪つめを立てた。

「わかってる」

　ヒューバートはユーインの腰を抱かかえ直し、自分のほうに引き寄せるようにして大きく揺ゆさぶった。

「あ、あっあ、あ───」

「好きだ」

「……！」

　最後の引き金を引いたのは、鼓こ膜まくに落とされた囁きだった。

　絶頂に追い上げられ、視界が真っ白になる。欲よく望ぼうを吐はき出すと同時に、体の奥へと欲よく情じようを注ぎ込まれた。屹きつ立りつを包み込んだ粘ねん膜まくは、残らず精を搾しぼり取ろうとするかのように締しめつける。

「ヒューバート……」

　自分の中で果てたヒューバートをキツく搔き抱くと、それに応こたえるように深く口づけられた。
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　キーボードを打つ手を止め、モニターの端はしに表示された時刻に目を遣やると、もうすぐ日付が変わりそうな時間になっていた。

「もうこんな時間か……」

　ユーインは論文の下書きを保存し、ＰＣの電源を落とす。続きはまた明日やればいい。

　素面しらふで抱だき合った夜を境に、頻ひん繁ぱんに関係を持つようになってしまった。人前以外でも恋こい人びとのように振る舞まうヒューバートに流され、そういう雰ふん囲い気きになってしまうのだ。

　あの日も殊こと更さら熱っぽく求めてくるヒューバートを拒こばむことなどできるはずもなく、何度も求め合ってしまった。

　表向きは割り切った関係を装っている。

　実際は割り切ることなどできるわけがない。好きな人に求められれば嬉うれしいし、抱かれれば感じてしまう。

　抱き合うたびに囁かれるヒューバートの愛の言葉を聞き流すのは、毎度至難の業わざだった。

　彼の気持ちを拒んでいる以上、いまの中ちゆう途と半はん端ぱな関係は不誠実でしかないことはわかっている。頭ではそう思っていても、体は違ちがう行動を取ってしまうのだ。

「…………」

　どうして、こんなことになってしまったのか。いまは軽けい率そつだった自分の行動を悔くいることしかできない。

　ヒューバートのアプローチは日に日に大だい胆たんになっている。彼があんなに臆おく面めんもなく愛を囁くタイプだとは思ってもみなかった。

　隙すきあらば、「好きだ」「愛してる」と告げられる。

　そのたびに聞き流すふりを装っているけれど、本当はばくばくと早はや鐘がねを打つ心臓を鎮しずめるのに苦労していた。

　フェミニストでムードメーカーなロイなら気き障ざな台詞せりふを云いっても当然としか思えないが、無骨で生き真ま面じ目めな顔ばかり見せてきたヒューバートがそういう言葉を口にすると、やけに攻こう撃げき力が高い気がしてならない。

　ユーインの知る限り、これまで彼に特定の相手がいたことはない。何度か女性の影かげを感じたことはあっても、恋人としてつき合っている様子は見えなかった。

　複数と関係するような不誠実なことはなかったけれど、特別扱あつかいもしていなかった。常に彼が優先するのは、家族とユーインだった。

　気が合った相手と割り切った関係を結ぶ。そういうつき合い方をしているのは、色いろ恋こいに現うつつを抜ぬかすタイプではないというだけだろうと思っていた。

　だからこそ、ヒューバートの告白はユーインにとって青せい天てんの霹へき靂れきと云えるものだったのだ。

「……好き、か……」

　愛情とは不思議な感情だ。激しく燃え上がるようなものもあれば、凪ないだ海のように静かなものもある。

　自らの中にあるのが恋こい心ごころだと気づいたばかりの頃ころ、やがてこの気持ちは穏おだやかになっていくだろうと思っていた。

　しかし、その予想は大きく裏切られた。

　昔から変わらないどころか、日に日に膨ふくらんでいった。これ以上ないほどの切なさに苦しんだ次の日は、もっともっと愛いとしくなっていた。

　最初に好きになったのはヒーローだったからだ。けれど、いまは彼の人ひと柄がらや容姿、一挙一動、その全すべてを愛している。

　不思議なことに、似た顔をしていてもロイにドギマギしたことはない。ヒューバートだから好きなのだ。

「そういえば……」

　ヒューバートと恋人のふりをすることになった大本を作ったロイは音おと沙さ汰たがない。

　ケンカした彼女とはどうなったのだろうか。彼女からの接せつ触しよくもないため、彼らの状況が全くわからなかった。

　すでに仲直りしているのか、若もしくはさらに揉もめているのか。

　どちらにしろ、一言くらい報告を入れてくれてもいいだろうにと少しだけ文句を云いたい気持ちになった。

　いまの『恋人』ごっこはロイからの頼たのみによるものだ。ユーインとの仲を疑うロイの彼女への見せかけの関係。

　体を重ねてしまったことは自らの失態が招いた事態だけれど、あの依い頼らいがなければ一夜限りの過あやまちですんでいたはずだ。

「───いや、そうじゃないな」

　ロイに責せき任にんを転てん嫁かするなんて、八つ当たりに等しい。いまの状じよう況きようを招いたのは、何もかも自分の至らなさが原因だ。

　油断して襲おそわれかけ、そのあと隠かくし通してきた秘密を知られてしまった。

　激情に駆かられたヒューバートの行動には驚おどろいたけれど、自分への気持ちを知ったいま、彼がカッとなったのも無理はないと思っている。

　諦てい観かんし強くなったと思っていた自分は、ただ自じ暴ぼう自じ棄きになっていただけだった。

　もし、好きな人が辛つらい目に遭あって、投げやりになっていたら悲しくなるだろうし、怒いかりも込み上げてくると思う。

　きっと、ヒューバートはユーインに告白するつもりはなかったのだろう。あんなことになったからこそ、責任を取ろうとしてくれたのだ。

　自分を好きだと云ってくれている気持ちを疑ってはいない。そういう噓うそを吐くような人ではないことはよく知っている。

　だけど、秘ひめたままにしておいたほうがいい感情があることを一番知っているのもまた自分だ。

「……好き……」

　誰だれもいない場所で口にすればするりと出てくるこの言葉は、絶対に誰にも告げないと心に決めている。

　ユーインの夢は、ヒューバートの片かた腕うでとなり、一生傍そばにいることだ。辣らつ腕わんを振ふるう経営者となり、幸せな家庭を築くその支えになれればいい。

　目標を高くすることと、身の丈たけに合わない望みを抱いだくことは違う。

　愛を囁ささやかれる瞬しゆん間かんも熱を分かち合っている時間も、どうしようもなく幸せなものだけれど、いつまでも続くものではない。

　体を結んでしまった以上、『恋人』をやめたあとしばらくは気まずいだろう。完全に元の関係に戻もどることは、きっと不可能だ。

　いっそ、何もかもぶちまけてしまえばすっきりするかもしれない。だけど、ユーインの気持ちを知られてしまったら、もっと取り返しのつかないことになる。

　例えば、ロイなら「両りよう想おもいならつき合っちゃえばいいじゃん」などと云うに違いない。彼らの家族だって、きっと自分たちの仲を喜んで祝福してくれるだろう。

　だからこそ、自分が正しい道を示さなくてはならないのだ。彼の傍に居続けるためには、一時の感情で間ま違ちがった選せん択たくをすることだけは避さけるべきだ。

　どんなに好きな人だとしても、生しようを添そい遂とげるに相応ふさわしい相手かどうかはイコールではない。恋れん愛あいと結けつ婚こんは別物だ。

　ヒューバートには曇くもりのない人生を歩んでもらいたい。そのパートナーに自分のような人間は相応しくない。

　何にせよ、中途半端な関係はできるだけ早く終わらせるべきだ。ヒューバートのためにも、自分のためにも。

「……そういえば遅おそいな」

　ふっと意識を思考の外に向ける。大学からユーインと共に戻ったあと、電話を受けたヒューバートは所用があると云って一人で出かけていった。

　ずいぶん難しい顔をしていたことを思い出して心配になる。

　どこに行くかまでは詳くわしく云っていかなかったが、少々戻りが遅いのが気になった。いつもなら少しでも遅くなるときは連れん絡らくをしてくるのに、今日はメール一つ届いていない。

　多分、用事が長引いているか、渋じゆう滞たいにハマってしまったかのどちらかだろうが、連絡がないことがユーインを不安にさせた。

「…………」

　連絡をして、居場所を確かく認にんすべきだろうか。しかし、仕事の邪じや魔まになるかもしれない。

　だけど、万が一何かトラブルに巻き込まれていたりしたら───そんなふうに考え始めたら、いてもたってもいられなくなってきた。

　悩なやんだ末、一回だけかけてみることにした。もしも、ヒューバートが出なかったとしても、ただ返信を待つと決めて彼の短縮ナンバーを押す。

　数コールのあと、不安げなヒューバートが電話に出た。

『───ユーイン？　どうした、何かあったか？』

「あ、いえ、そういうわけではないんですが、帰りが遅いので……」

　ヒューバートの身を案じての電話だったが、逆に心配させてしまったようだ。

『すまない、心配をかけたようだな。できたら早く帰りたいんだが、まだかかりそうなんだ』

「そうなんですか……」

　無事だったことにほっとしつつも、帰りがさらに遅くなると知らされ肩かたが落ちた。

『だいぶ遅くなるかもしれないから、先に休んでいてくれ。それと、俺以外からの電話には絶対に出ないようにしてくれ』

「え？　電話ですか？　わかりました……」

　理由はよくわからなかったけれど、詳しい話はあとで訊きけばいいと判断し、いまはただ承しよう諾だくしておいた。

『戸と締じまりはしっかりしておくようにな。それから───』

『ヒューバート。ねえ、まだかかりそう？』

『ああ、すまない。すぐ終わるから待っててくれ』

　電話の向こうから聞こえた女性の声とヒューバートの応対にドキリとし、胸の底が焼けつくような感覚に襲われた。親しげな口調だったが、その声には聞き覚えがない。

　一体、いま誰と一いつ緒しよにいるのだろう。ヒューバートの交友関係はほとんど把は握あくしているはずだが、必死に思考を巡めぐらせても心当たりはなかった。

「あ、あの、無事ならいいんです。すみません、電話なんかして……っ」

　慌あわててそう告げ、一方的に電話を切った。自分の中によからぬ感情が湧わき上がってきていることに気づいたからだ。

　このどろどろとした黒い感情は嫉しつ妬とだ。彼女はどんな人なのか、そして、どういう関係なのか。色んなことが気になって堪たまらない。

　自分を好きだと云いったくせに───そう思いかけたところで、自分にはそんな不満を抱く資格がないことを思い出した。

　ヒューバートの告白を拒こばんでおきながら、女性の影かげがちらついた途と端たんに嫉妬するなんて図ずう々ずうしいにも程ほどがある。

　矛む盾じゆんするいくつもの感情が渦うず巻まいて、胸がパンクしそうだった。

「……ダメだなあ」

　頭ではわかっていても、心を納なつ得とくさせるのはまだ時間がかかりそうだ。

　とっくの昔に割り切っていたのに、欲よくが出てしまうのはヒューバートから過分な言葉をもらってしまったからだ。

　いままで思い描えがいていたものとは違ちがう未来を夢想してしまいそうになる。きちんと現実を見つめるべきだ。

「───現実、か……」

　顔を上げると、鏡のようになっていた窓ガラスに自分が映っていた。その顔は子供の頃ころに戻ったかのような、心細い表情だった。










「……っ」

　先に休んでいろと云われたけれど、到とう底ていそんな気分にはなれなかった。一いつ旦たんはベッドに入ったものの、余計に目が冴さえてしまったため起き出してきたのだ。

　このまままんじりとベッドで時間が経たつのを待っている気にはなれなくて、お茶を淹いれようとキッチンに立つ。

　上の棚たなからティーポットを取り出そうとしたとき、その横に並んでいたブランデーのボトルが目に入った。

　この間、ヒューバートが淹れてくれた紅茶の香かおりづけに使われたものだろう。

　ユーインは手にしていたティーポットを元の位置に戻し、琥こ珀はく色いろに満たされたボトルに手を伸のばした。

　アルコールを口にすれば、このもやもやとした気分も少しは薄うすれてくれるかもしれない。そんなささやかな期待があった。

　グラスに少しだけ注ぎ、一息に飲み干す。こんな飲み方をするような安い酒ではないけれど、いまは一秒でも早く酔よいたかった。

　飲み慣れないブランデーの強さが喉のどを焼く。だけど、酩めい酊ていには程遠かった。

「……この程度で酔えるわけないか」

　基本的にユーインはアルコールに強い。やはり、この間は安定剤ざいか睡すい眠みん薬の類たぐいが混ぜられていたのだろう。そうでなければ、あんなふうに酩酊するはずがない。

　少し自棄やけ気味の気分で、再度グラスにブランデーを注ごうとしたそのとき、玄げん関かんから物音が聞こえてきた。

「……っ」

　悪いことをしているわけではないが、キッチンで一人酒を飲んでいたと知れるのは気まずい。急いでボトルを元の位置に戻もどし、グラスを洗って水切りに置いた。

　さりげなさを装って、帰ってきたばかりのヒューバートを出で迎むかえる。出かけたときに比べ、どこか元気がないようだった。

「おかえりなさい」

「……ああ。まだ起きてたのか」

「なかなか寝ねつけなくて。お茶でも飲もうと思ったんですが、ヒューバートも飲みますか？」

「いや、俺はいい」

　ヒューバートは疲つかれた様子でキッチンに向かうと、ユーインが洗って水切りに置いていたグラスに水を汲くみ、一息に飲み干す。

「……っ」

　珍めずらしく苛いら立だった様子のヒューバートに、ユーインは目を瞠みはった。いつでも沈ちん着ちやく冷静な彼が、仕事絡がらみのことでこんなふうに感情を露あらわにすることはない。

　どんなに多た忙ぼうでも疲れた様子は見せない人だ。なのに、今日は機き嫌げんの悪さを隠かくそうとさえせず、疲れた様子で眼鏡めがねの奥の目を揉もんでいる。

　相当なトラブルに見み舞まわれたか、仕事以外のことで煩わずらわされているかのどちらかだ。

「あの、何かあったんですか？」

「ちょっとな」

　ヒューバートがこんなふうに言葉を濁にごすのは珍しい。つまり、『何かあった』ということだ。きっと、いままでどこかでその話をしていたのだろう。

　いつもなら、「そうですか」と云って話を終わらせているところだが、今日はヒューバートの態度が引っかかった。

「……困ったことがあるなら、私にも力にならせて下さい」

「お前は気にするな」

　躊躇ためらいがちに切り出したユーインに、そう云って微笑ほほえんでくれたけれど、まるで蚊帳かやの外に置かれたような気分になった。

　やはり、彼にとって自分は頼たよれる存在ではないのだろう。

　役に立てないという現実が重くのしかかる。ヒューバートにとって、自分は庇ひ護ごされるだけの対象なのかもしれない。

「私では何のお役にも立てませんか？」

「そういうわけじゃない」

「だったら───」

「気持ちはありがたいが、お前を煩わせるほどのことじゃないってだけのことだ。余計なことは知らなくていい」

「……わかりました」

　承しよう諾だくの言葉は、落ち込んだトーンになってしまった。ヒューバートが大変なときに、暗い顔を見せて余計な心配をかけるわけにはいかないと、慌てて表情を引き締しめた。

「あ、そうだ、食事はどうしますか？　まだでしたらすぐに用意します」

　話題を変えて空気を入れ換かえようと、努めて明るい声で問う。けれど、ヒューバートの答えは素そっ気のないものだった。

「外で食べてきた」

「そう…ですか……」

　ヒューバートにとっては何気ない答えだったかもしれないが、ユーインは軽いショックを受けていた。あの女性と食事をしてきたのだろうかと勘かんぐってしまう。そんな卑ひ小しような自分が嫌いやになる。

　彼女が誰だれであろうと、ヒューバートの行動をどうこう云う権利は自分にはない。ユーインは肩かたを落とし、ため息を吞のみ込む。

　ヒューバートには、訊ききたいことがたくさんある。だけど、難しい顔で黙だまり込んでいるいま、声をかけることさえ躊躇われた。

　小さい頃は言葉がなくても、お互たがいの考えていることが手に取るようにわかった。

　いまどんな気分で、どんなことをして欲しいのか、まるでテレパシーで通じ合っているみたいだった。

　だけど、いまは全くわからない。じっと考え込む白はく皙せきの横顔は、知らない人のようだった。

「───ユーイン」

「は、はい」

　考え込んでいると思っていたヒューバートが、不意に名前を呼ぶ。思わず、背筋を伸ばして返事をした。

「念のため、明日から大学を休め。大学には俺のほうから云いっておく」

「え？」

　唐とう突とつな指示に面めん食くらいながらも、彼の苛立ちがどこから来ているのか察しがついた。

　今日、急に出かけていったのは仕事ではなく、ユーインが襲おそわれた件の黒幕についての調査報告を聞くためだったのだろう。

　となると、さっきの女性は調査会社の社員だった可能性が高い。だとしても、妙みように親しげな態度だったことがやはり気になってしまう。

「当面は外出禁止だ。携けい帯たい電話にかかってくる電話にも出ないようにしてくれ」

「いきなりそんな……。当面ってどのくらいの期間なんですか？」

　厳しすぎる行動制限に戸と惑まどった。それではまるで籠かごの中の鳥だ。いまでも用心して行動しているのに、それでは不ふ充じゆう分ぶんなほどの事態になっているということだろうか。

「はっきりとは云えない。俺がいいと云うまでだ」

「何かわかったんですか？　いまの状じよう況きようを教えて下さい」

　もどかしさのあまりユーインが詰つめ寄ると、ヒューバートは気まずそうに目を逸そらした。

「いま精査しているところだ」

「だったら、わかっている範はん囲いのことで構いません」

「確証を得られるまでは軽はずみなことを云うわけにはいかない。これはお前のためなんだ。聞き分けてくれ」

　食い下がってみたけれど、どうあっても教えてくれるつもりはないようだ。

　口を噤つぐむヒューバートの意図は理解できなくはない。きっと、裏側は何も見せずに解決しようとしているのだろう。

　事情を知ったユーインが自分と同じように思い悩なやむだろうことを危き惧ぐしてくれていることは理解できるが、納なつ得とくすることはできない。

　ヒューバートにはずっと助けられてきたし、守ろうとしてくれているのも嬉うれしい。大事にされていることは自分でもよくわかっている。

　だけど、自分は人形ではない。幼い頃ころは庇護されるばかりの存在だったかもしれないけれど、いまは一人の成人した男だ。

　対等とまではいかなくても、役に立てる人間でいたい。足あし手で纏まといにしかならないのだとしたら、ヒューバートの傍そばにいる意味はなくなってしまう。

　───どうして、私には何も云ってくれないんですか？

　そんなふうに訊きたかった。だけど、秘密を抱かかえていたのは自分も同じだ。何もかも知りたいなんて、おこがましい願いなのかもしれない。

「ユーイン？」

「……申し訳ありません。明日は休めません。カールソン教授の講義があるんです。これだけは行かせて下さい」

　年に一度だけある特別講義だ。明日を逃のがせば、また一年待つことになる。

　講義を受けたい気持ちは噓うそではないが、意地になっていることは否いなめなかった。いまは従順なだけの自分でいたくなかったのかもしれない。

　自分の中に頑かたくなな性質があることはわかっていたけれど、こんな形で露わになるとは思いもしなかった。

　こんなふうに意地を張ってしまったのは、電話の向こうから聞こえた声の主への嫉しつ妬とも理由の一つだろう。

　彼女は自分の知らないことも知っている。そう思ったら、堪たまらない気持ちになった。

「気持ちはわかるが、諦あきらめてくれ。いまは身を守ることのほうが大事だろう」

「だったら、せめて状況を教えて下さい。納得できれば、あなたの指示に従います」

　自分の安全を交こう換かん条件にするのは卑ひ怯きような手だ。けれど、こうでもしなければ彼の考えを変えることはできないだろう。

　しかし、ヒューバートはそれでも口を割ることはなかった。

「……いまはまだ話せない」

「────」

　どうしても、いまは『わかりました』という言葉を口にすることはできなかった。

　普ふ段だんのユーインならここまで意固地になることはなかっただろう。

　けれど、甘やかされ囲い込まれるだけの日々と女性の影かげに湧わき上がった嫉妬のせいで、いまは心が歪ゆがんでしまっている。

　それがわかっていても、自分自身ではどうすることもできなかった。

「すみません。やっぱり、先に休みます」

　様々な気持ちが入り混じった心を、まっすぐに直すことは容易ではない。いまは自分をコントロールすることは難しかった。

　ユーインはヒューバートの横をすり抜ぬけるようにしてキッチンをあとにする。

　逃にげたところで問題が解決するわけではない。だけど、いまは一人になって気持ちの整理をしたかった。

「ユーイン！」

「おやすみなさい」

　自室のドアに手をかけたところで呼び止められたけれど、いつものように振ふり返ることはなかった。
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　ヒューバートとの話し合いの結果、特別講義には出られることになった。この講義が終わったら、共に帰宅する約束になっている。

　今日の講義を楽しみにしていたのは事実だ。だが、無理を押し通してまで出席したかったわけではない。何も教えてくれようとしないヒューバートに対して、子供っぽい意地を張ってしまっただけだ。

「────」

　理性では自分が拗すねているだけだということはわかっている。それでも引けなかったのは、複雑に絡からみ合う感情を抑おさえ込むことで精せい一いつ杯ぱいだったからだ。

　ヒューバートが自分に何も知らせずに解決しようとしているのは、彼なりの思い遣やりなのだとわかっていても、やはり納得はできなかった。

　早めに足を運んだつもりだったが、特別講義が行われる大教室はすでに半分ほどの席が埋うまっていた。講義への出席は自由のため、他学部の学生も来ているようだ。

「ここでいいな？」

「あ、はい」

　ヒューバートが示したのは、階段状になった席の最後列だった。安全のため、教室内が見み渡わたせる位置に陣じん取どることにしたのだろう。

　並んで腰こしを下ろし、メモを取るための準備をする。ノートの代わりに動画を撮とる学生も多いけれど、ユーインは自分の手で記録を残すやり方のほうが好きだった。

「…………」

「…………」

　昨日の諍いさかいの気まずさを引き摺ずっているせいで、朝から会話がほとんどない。二人の間には重苦しい空気が漂ただよっていた。

　沈ちん黙もくが続けば続くほど、罪悪感が膨ふくらんでくる。

　こんなふうに我を通したことがいままでなかったため、自分の中に迷いが生じてきたのと同時にようやく頭が冷えてきた。

　多分、自分はヒューバートにわかって欲しかったのだろう。何も云いわずに察してもらいたかったのだ。

　だけど、それは贅ぜい沢たくすぎる願いだ。

　改めて自らの思考を省かえりみると、その子供っぽさに恥はずかしくなる。自分はもっと身のほどを弁わきまえるべきだろう。

　見つめ合うだけで気持ちがわかり合えた幼い日々とは違ちがう。

　ヒューバートへの不満や疑問は、やはり言葉にすべきだったと思う。最終的に意見が折り合わなかったとしても、理解はしてもらえたはずだ。

　どんなに思っていても、相手に伝えることができなければその想おもいは存在しないに等しい。黙だまっているのに不満を抱いだくなんて、それこそただの責任転てん嫁かだ。

　子供っぽい自分にヒューバートは呆あきれているかもしれない。だからこそ、こうして妥だ協きようし、講義を受けさせてくれるのだろう。

「───ヒューバート」

「ん？」

「すみませんでした。今日は無理を云ってしまって」

　ユーインは、思い切って謝罪の言葉を口にした。

　何事も思い立ったときに行動すべきだと、ヒューバートもよく云っている。時間が経たてばエネルギーは目減りしていくし、ハードルも高くなっていくからだ。

「ユーイン……」

　唐とう突とつな謝罪に目を瞠みはっているヒューバートに、自分の気持ちを告げる。

「自分の無力さが悔くやしくて、意地を張ってしまいました。もっとあなたの役に立ちたいと思うばかりに焦あせっていたんだと思います」

　こうして言葉にしてしまえば、些さ末まつなことに思える。焦るばかりに卑ひ屈くつになっていたのだろう。その苛いら立だちを表に出してしまったのは未熟な証あかしだ。

「いや、俺のほうこそ頭ごなしにすまなかった。考えを押しつけてばかりで、自分勝手だったと反省してる」

「いえ、私のほうこそ我が儘ままを云ってしまって申し訳ありませんでした」

「何を云ってる。あれは正当な主張だろう？　俺も言葉が足りなすぎた。お前に不信感を抱かれても仕方がない」

「ヒューバート……」

　隣となりに座るヒューバートの顔を見ると、彼もこちらを見つめていた。

　交差した視線にドキリとしてしまったけれど、お互たがいに謝り合ったことでいつもの空気が戻もどってきたような気がする。

「云っておくが、お前を信じてないわけじゃないからな。充じゆう分ぶんしっかりしてると思うし、頼たよりにもしてる。だけど、この件はまだ判断が難しいんだ。はっきりしたことがわかったらお前に話そうと思ってる。だから、少しだけ待ってくれ」

　時間が経って少し頭が冷えたお陰かげか、ヒューバートの言葉を昨夜よりも素す直なおに受け止めることができた。

　相手を大事に想う気持ちは、自分にもわかる。立場が逆だったとしたら、ヒューバートに出歩いて欲しくないと考えるかもしれない。

「いまじゃなくて構いません。話せるときが来たら全すべて教えてもらえると約束してもらえればそれでいいです」

「ああ、約束する」

　仲直りできて、肩かたの荷が下りた気分だった。

　電話をしたときに一いつ緒しよにいた女性のことは気になっていたが、彼女のことを追つい及きゆうすれば墓ぼ穴けつを掘ほりかねない。嫉しつ妬と心が暴走しそうになったことだけは秘密のままにしておくべきだ。

　一息ついたら、周囲を見る余よ裕ゆうも出てきた。いつの間にか、大教室はほぼ満席となっていた。だけど、その中に見知った顔がないことに気がついた。

「あれ？　そういえば、今日はジェレミーが来てませんね。どうしたんだろう？　彼もこの特別講義を楽しみにしてたのに」

　いつもなら、真っ先に声をかけてくるはずの友人の姿が見えない。楽しみにしていた講義をサボるとは思えない。もしかして、日にちを間ま違ちがえているのだろうか。

「……そのようだな」

「連れん絡らくしてみたほうがいいでしょうか？」

　もし寝ねすごしてしまっているなら大変だ。いまから仕し度たくして大学へ向かっても、講義の開始には間に合わないだろうけれど、半分でも受けられたほうがいいはずだ。

「いや、あいつは寝ね坊ぼうなんかするタイプじゃないだろう。何か他ほかの用事でも入ったんじゃないのか？」

　ヒューバートの返事はどこか歯切れが悪かった。思いすごしかもしれないけれど、ジェレミーの名前を出した途と端たん、顔色が曇くもったような気がする。

　彼との間で何か揉もめごとでもあるのだろうか。二人は仲がいいが、時折意見を対立させることもある。

　忌き憚たんのないディスカッションを交かわせるのは気の置けない友人同士だという証しよう拠こだが、たまに長期戦にもつれ込むこともある。

「一応、メールだけでもしておきますね」

　ユーインの言葉に重なるように、低い振しん動どう音が聞こえる。いま手にしている携けい帯たい電話は何の反応もしていない。

「ヒューバート、電話じゃないですか？」

　もしかしたら、ジェレミーからの連絡かもしれない。

「いや、メールだ。調査の報告だ」

　メールを開いたヒューバートは渋しぶい顔になった。どうやら、思わしくない内容だったようだ。事件についての報告を受けたのかもしれない。

「……どうだったんですか？」

「詳くわしいことを訊きいてみる」

　ヒューバートは深刻そうな顔ですぐに電話をかけていたが、思うように繫つながらないようだった。電波の調子がよくないのかもしれない。

「繫がらないんですか？」

「電波が安定しない。すまない、外で電話をしてくる。すぐに戻ってくるから、絶対に席から立つなよ。いいか、絶対にだぞ」

　ヒューバートは、ユーインによくよく云い聞かせてくる。

「は、はい」

「───そうだ、もしジェレミーから連絡が来たりしたら、すぐに教えてくれ」

「？　わかりました」

　理由はわからなかったけれど、首を傾かしげつつ承しよう諾だくした。彼に何か伝えたいことでもあるのだろうか。ヒューバートは後ろ髪がみを引かれる様子を見せながら、席を立った。

　余よ程ほど、ユーインを残して行くのが心配なのだろう。ヒューバートは、何度も振ふり返りながら教室の外へと出ていった。

　一人になったユーインは、ほっと一息吐つく。ヒューバートとの間の気まずさを拭ぬぐえたことが一番嬉うれしかった。

　安心感に気を抜ぬきかけたけれど、油断大敵だ。

　念のため、周囲に怪あやしい人物がいないか見渡してみる。しかし、犯人のことが何もわかっていない状態では、警けい戒かいのしようがなかった。

　初めの犯行は、姿を現さずにメールで指示していたくらいだ。少なくとも、こんなに大勢の学生がいるところで何かしらの行動に出てくることはないだろう。

　改めて、襲おそわれた夜のことを考えてみる。薬を盛られたとしたら、バースデーパーティが開かれていた教授の自宅でのことだろう。

　不特定多数が口にするような飲み物や食べ物に何か入っていたら、ユーイン以外にも気分が優すぐれなくなる者も出ただろう。

　しかし、あのとき体調が悪くなっていたのは自分だけだ。大勢の体調がおかしくなっていたら、もっと騒さわぎになっていたはずだ。

　つまり、犯人はユーイン一人が手にするとわかっているものに薬を仕込めた人物ということになる。オープンなホームパーティだったため、知らない顔も多かった。一いつ瞬しゆん、ユーインが目を離はなした隙すきにグラスを交こう換かんすることもできただろう。

　自分の近くにいた人物の顔を思い出そうとするけれど、言葉を交わした友人の顔しか思い出せなかった。

　あの場でユーインと共にいる時間が多かったのはジェレミーだ。彼に訊いてみれば、怪しい人物の目星もつくかもしれない。

「……そうだ」

　さっき、ジェレミーにメールを送ろうとしていたことを思い出す。講義開始までもう十五分もない。慌あわててメッセージを打ち込み、メールを送信する。

　すでに大学へ向かっている途と中ちゆうならいいのだが。返事を待っていたユーインの肩を、誰だれかがぽんと叩たたいた。

「よう。今日は一人なのか？」

「ジェレミー！　今日はずいぶん遅おそかったじゃないですか。ずっとこの講義を受けるの楽しみにしてたのに、姿が見えないから心配しました。いまメールを送ったんですよ」

「悪い、色々準備してたら時間食っちゃってさ。講義に間に合わないかと思って焦あせったよ。あ、ここいい？」

「あ、すみません、そこはヒューバートが……」

「んじゃ、戻ってくるまで座らして。つーか、ヒューバートはどうした？　まさか、あいつが寝坊ってことはないよな」

「電話をかけに外に行きました。すぐに戻ると思います」

　ヒューバートの云いいつけを思い出したけれど、どうせ戻ってくるのだから、わざわざジェレミーの到とう着ちやくを知らせることもないだろう。いまヒューバートにかけたら、電話の邪じや魔まになってしまいかねない。

「そっか。ユーインが一人でいるから、ヒューバートとケンカでもしたのかと思った」

「え？」

「気のせいならいいけど、今日のユーイン、ちょっと元気ないみたいだし」

　ジェレミーの問いかけは冗じよう談だん混じりだったけれど核かく心しんの近くを突ついていて、思わず苦く笑しようしてしまった。

「ケンカって程ほどではないんですけど、私がヒューバートに我が儘ままを云ってしまって反省しているところです」

　事情を簡単に説明すると、ジェレミーは驚おどろいた顔になった。

「ユーインが我が儘？　珍めずらしいこともあるもんだな。ハリケーンでも来る予兆か？」

「大おお袈げ裟さですよ。そこまでのことじゃないでしょう」

「そこまでのことだって。ま、たまにはいいんじゃねーの？　いつも自分を押し殺してばっかなんだからさ」

「そんなふうに見えてるんですか？」

「実際、そうじゃね？　ユーインは普ふ段だんからもっと自分の気持ちを云ってもいいと思うけどな。サムライみたいにストイックなのもカッコいいけど、意見をはっきり云うのも大事だぜ」

「さ、サムライ……？」

　そんなふうに云われたのは初めてだ。自己認にん識しきとは程遠いイメージだが、口数が少なそうなところは共通項こうと云えなくもないだろうか。

「つーか、そんな心配しないでも大だい丈じよう夫ぶだって。ヒューバートだって驚いてはいるだろうけど、怒おこったりはしてねーと思うけどな」

　ジェレミーは力強く慰なぐさめてくれる。快活な笑い声を聞いていると、自分の悩なやみなど些さ末まつなことに思えてくるから不思議だ。

「ありがとうございます、ジェレミー。あなたにそう云ってもらえて、気持ちが軽くなりました」

　明るく前向きな彼にはいつもパワーをもらう。彼と友人になれて本当によかったと、心の底から思っていた。

　改めて礼を告げると、ジェレミーは気まずげな顔になった。

「礼を云われるようなことじゃねーって」

　こんなふうに控ひかえめに謙けん遜そんするのは珍しい。改まったユーインの言葉に、照れているのかもしれない。

「……ところで、いまちょっといいか？」

　ジェレミーはどこか苦い表情で遠えん慮りよがちに訊いてきた。やはり、今日は少し様子がおかしい気がした。

「いまですか？」

「ちょっと見てもらいたいものがあるんだ。相談に乗ってもらいたいって云うか……」

「相談ならヒューバートも一いつ緒しよにいたほうがいいんじゃないですか？　それに講義ももうすぐ始まりますよ」

　腕うで時計を確認すると、開始時間まで十分を切っていた。

「頼たのむよ。すぐすむからさ」

　ジェレミーには、どこか焦っているような雰ふん囲い気きがあった。それだけ深刻な悩みなのかもしれないと思い、貴重品だけ持って席を立つ。

「わかりました」

　怪け訝げんに思いながらも、ジェレミーのあとについていく。

　大教室の上のドアから外に出る。ヒューバートもこのあたりで電話をかけているだろうと思っていたのだが、廊ろう下かには誰の姿もなかった。

「こっちだ」

「そっちは行き止まりじゃ？」

　関係者だけが使える機材用のエレベーターがあるだけで、学生はあまり足を向けることはない。

「人の邪魔にならないところに置いといたんだ」

　行き止まりの廊下に置いてあるということは、人前では見せられないものなのだろうか。

「見せたいものとは何ですか？」

　もしかして、サプライズのつもりだろうか。だとしても、理由がわからない。ジェレミーは人を驚かせるのが好きだけれど、何もないときにそんなことをするとは思えなかった。

「だから、見てのお楽しみだって。そこにあるんだけどさ───」

　不可解に思いながらもジェレミーに誘ゆう導どうされ、廊下の角を曲がる。

　廊下の突きあたりにあったのは、大きなダストボックスだけだった。タイヤのついたそれは、普段は校舎の裏などに置いてあるものだが、何故なぜこんなところにあるのだろう。

「どういうことですか？　何も見当たりませんが……」

「ごめん、ユーイン」

「!?」

　意図のわからない謝罪を耳にした直後、背中にバチバチッという衝しよう撃げきを受けた。言葉にならない痛みが体中を駆かけ抜ぬけ、かくりと膝ひざをついてしまう。

「な…に……？」

「…………」

　わけがわからず混乱に陥おちいりそうになりながら、必死に状じよう況きようを把は握あくしようとする。けれど、再び首の下に強い衝撃を受け、急激に意識が遠とお退のき始めた。

　そのまま倒たおれそうになった体はそっと抱だき止められる。ジェレミーにスタンガンを押し当てられたのだと気づいたときには、もう遅かった。

「どう…して……？」

「本当にすまない」

　後こう悔かいの滲にじむ謝罪の言葉。謝るくらいならどうしてこんなことをするのか。

　薄うすれゆく意識の中、ユーインの疑問は声にはならなかった。　>>>♥
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　底冷えのする寒さが、じわじわと足あし下もとから這はい上がってくる。背筋を抜ける寒気にぶるりと震ふるえが走り、ユーインは目を覚ました。

　初めは状況がわからなかった。視界に映るのは自分の膝と打ちっぱなしのコンクリートの床ゆか。何度か瞬まばたきを繰くり返すと、徐じよ々じよに意識がはっきりしてきた。

「ここ、どこだ……？」

　ユーインはだだっ広い空間の真ん中にいた。見覚えのない光景だが、夢ではないようだ。自分のいる場所がどこかわかるものがないか、あたりを見回してみた。

　どうやら、いまは使われていない古びた倉庫か工場のようだった。人の気配は一いつ切さい感じられず、どこからか隙すき間ま風が吹ふき込んでいる。

　機械類は何もなく、端はしのほうに錆さびた資材が置かれている。窓ガラスにペンキで描えがかれたロゴは剝はげ落ち、スペルが読み取れなかった。

　どうしてこんなところに───そう疑問に思いかけたところで、意識を失う前のことを思い出した。

　講義の前にジェレミーに相談があると人ひと気けのない廊下に誘導され、スタンガンを押しつけられたのだった。背中と顎あごの下に残る痛みがそれが事実だったことを証明している。

　二度の衝撃に意識を失ったあと、ここに運ばれたのだろう。つまり、ユーインはジェレミーに誘ゆう拐かいされたということになる。

「……何で、ジェレミーが……」

　考えるまでもなく、犯人は明白だ。しかし、彼が自分にこんなことをしでかした理由が全くわからない。本人を問い詰つめたくても、彼の姿はどこにもなかった。

　いま頃ごろ、きっとヒューバートが心配していることだろう。彼の云いいつけを守らず、易やす々やすと隙すきを見せてしまったことを後悔する。

　まさか、ジェレミーがユーインに危害を加えるなんて考えもしなかったのだ。とは云え、約束を守らなかった云い訳にはならない。

　彼を疑わなかったとしても、ヒューバートが戻もどってくるのを席で待っていれば最悪の事態だけは免まぬかれたはずだ。

　ジェレミーがこんなことをした理由はわからないが、少なくとも計画的な犯行だということはわかる。

　いま考えると、ストーカーにユーインを襲おそわせた犯人もジェレミーだった可能性もある。

　彼ならユーインの飲み物に薬を盛ることもできたし、行動範はん囲いも知っている。友人である男を疑いたくはないけれど、状況からはそうとしか云いようがない。

「───もしかして」

　ヒューバートが詳くわしい話をユーインに話そうとしなかったのは、犯人がジェレミーだと気づいていたからかもしれない。

　彼を信しん頼らいしているユーインにショックを与あたえたくなかったのだろう。ヒューバートだって落ち込んでいるはずなのに、無用な心配をさせずに守ろうとしてくれていたのだ。

「…………」

　いまはショックを受けている場合でもなければ、鬱うつ々うつと考えている場合でもない。ぼんやりとしている暇ひまがあったら、少しでもこの状況から抜け出す努力をすべきだ。

　とりあえず、一刻も早くヒューバートに無事だということを伝えたい。少しでも建設的なことをしようと、再び周囲に注意を向け、状況を把握することに注力することにした。

　薄うす暗ぐらく、空気は湿しめっている。窓からは空しか見えないけれど、日が傾かたむいている。そんなに長い時間気を失ってはいないはずだから、夕方だということだろう。

　意識のない成人男性を運ぶのは容易なことではない。体格のいいジェレミーでも苦労しただろう。そう考えると、大学からあまり離はなれたところでもないはずだ。

　奥の事務所らしき場所に、いくつか机が置いてある。引き出しの中に書類など場所を特定するようなものが残っていないだろうかと近づこうとしたそのとき、自分が立ち上がれないことに気がついた。

「!?」

　立ち上がれないどころか、両りよう腕うでも動かせない。体中が軋きしむように痛いのは、椅子いすに縛しばりつけられているからだとわかった。

　やっと自分が置かれた状態に気づくだなんて、自覚はなかったけれど動どう揺ようしていたのだろう。冷静なつもりでいただけだったようだ。

　体を見下ろすと、腰こし回まわりにロープを巻かれていることがわかった。腕うでは後ろ手に縛られている。ずいぶん念入りに拘こう束そくされたものだ。

　試ためしに体を揺ゆらしてみたけれど、どっしりとした鉄製の椅子はコンクリートの床に擦こすれて耳みみ障ざわりな音を立てるばかりで、椅子ごと移動するのは至難の業わざのようだった。

　ただ、手首の拘束は腰こしのロープの締しめつけよりは緩ゆるいようで、微かすかな希望が見えた。時間をかければ外すことができるかもしれない。

　縛りの緩い手首を自由にできれば、あとはどうにかなる。少しでも緩めば、引き抜くことも可能だろう。

「い……っ」

　大きく動かすと硬かたいロープが擦れて痛かったけれど、手て応ごたえも感じていた。必死に手を動かしていると、縛りつけられている椅子も耳障りな音を立てる。

　もう少し───そう思ったとき、金属が軋むような音が聞こえた。蝶ちよう番つがいに油が差されていないのだろう。ドアの向こうから姿を現したのは、他ほかでもないジェレミーだった。

「目が覚めたか、ユーイン」

「ジェレミー」

「悪いな、こんな目に遭あわせちまって。ちょっと寒いけど、しばらく我が慢まんしてくれ」

　ユーインに声をかける彼の様子は普ふ段だんどおりだった。まるで教室で顔を合わせたときと同じ調子で、どう反応すべきかわからず黙だまり込んでしまった。

　場ば違ちがいな態度に、夢でも見ているような気にさえなってくる。啞あ然ぜんとしてしまったけれど、気を取り直して彼に向き合った。

「……ジェレミー。どうしてこんなことを？」

　下手へたに刺し激げきしてしまわないよう、努めて穏おだやかに訊きいた。話をしながらも、拘束を解くためにこっそりと手を動かす。

「深い事情があるんだよ。それを話すと長くなるんだよな」

「あなたも誰だれかに指示されてるんですか？」

　友人を疑いたくはない。残された可能性の一つを口にすると、ジェレミーは弾はじかれたように笑い出した。一ひと頻しきり笑ったあと、涙なみだを指先で拭ぬぐいながら忠告してきた。

「誰かに指示されてる？　そんなわけないだろ。ユーイン、お前はお人ひと好よしすぎる。もっと人を疑うことを知ったほうがいい」

「じゃあ───」

「お前らに嫌いやがらせしてた犯人は俺だよ。俺がこんなことを企たくらんでるなんて、考えもしなかっただろう」

　ジェレミーは自じ嘲ちようめいた笑いを浮うかべる。彼の云うとおり、欠片かけらも疑っていなかった。

「正直、いまでも信じられません」

「だよな」

　本音を告げると、ジェレミーはまた笑う。まるで、他人ごとのような態度だ。テンションも少しおかしい気がする。

　理由はどうあれ、このまま放っておくわけにはいかない。ユーインはジェレミーを説得しようと試みることにした。

「ジェレミー、私を解放して下さい。いまなら引き返せるはずです」

「俺のことを心配してくれるのか？　酷ひどい目に遭わされてるっつーのに、お優やさしいことだな。慈じ悲ひ深く許しを与えてくれるって？」

「許してはいません。怒おこっています。ここは寒いし、スタンガンの跡あとは痛いし、同じ目に遭わせてやりたいって思ってます」

　こんなことをしでかした理由如何いかんによっては、数発殴なぐってやりたいくらいだ。

「へえ、ユーインも怒ることがあるんだな」

「もう一度訊きます。どうしてこんなことをするんですか？」

　どんなに長い話になろうが、事情を知らなければどうすることもできない。

「わかったよ。スタンガンの詫わびに話してやる」

　ジェレミーは壁かべ際ぎわに放置されていたキャスターつきの事務椅子を引き摺ずってきて、ユーインに向き合うように腰を下ろすと、おとぎ話を読んでいるみたいに淡たん々たんと語り出した。

「俺の親父おやじは小さい工場を経営してた。お前らの家と比べたらちっぽけなもんだけどな。それでも、ガキの頃ころは何不自由ない生活を送ってたよ。休みの日は従業員の家族とキャンプに行ったり、バーベキューしたりしてさ。あの頃は楽しかったな」

「工場？　もしかして、ここは……」

「そ、親父の工場跡。見りゃわかるだろうけど、とっくに倒とう産さんしたよ。抵てい当とうに入って銀行に取られたってわけ。買い手がつかないみたいで、ずっと放置されてる。つーか、使わねーんなら無む理り矢や理り取り上げなくたっていいのにな」

「────」

　笑い声を立てているジェレミーの目が笑っていないことに気がついた。

「どうして潰つぶれたと思う？」

　商品が売れなかったり、資し金きん繰ぐりが上手うまくいかなかったり、会社が倒産する理由は様々だ。そのときの世情にもよるし、運の善し悪あしだってある。

「どうしてですか？」

「あいつの親父のせいだよ！　あの男がウチとの契けい約やくを切ったせいで、ウチは潰れたんだ!!」

　下手に答えるよりも問い返したほうがいいだろうと思っての言葉だったが、それまでは穏やかだったジェレミーはいきなり声を荒あららげた。ユーインはその剣けん幕まくに思わず息を吞のむ。

「倒産してからは悲ひ惨さんだったよ。転落の一いつ途とって云いうの？　親父はなけなしの金でギャンブルと酒。最後は俺の小こ遣づかいすら持ち出すようになってた。お袋ふくろはそんな親父を見捨てて離り婚こんしたってわけ。俺はお袋に連れて行かれたけど、苦しい生活だったよ」

　当たり前の日常を送っていた少年にとって、その生活の変化は辛つらいものだっただろう。かける言葉は見つからなかった。

「まあ、酒さけ浸びたりの親父を見なくてすむようになったのはよかったかな。いてもいなくても生活のレベルが変わらないなら、いないほうがマシだろ。そういう意味では俺も親父を見捨てたんだろうな」

「…………」

　家庭の事情は不ふ憫びんに思うけれど、ヒューバートの父、ウィルが理由もなく契約を打ち切るとは思えなかった。彼は情に厚い性格だ。損得のみで経営判断を下したりはしないはずだ。

　しかし、これでジェレミーの犯行の理由が薄うす々うすわかってきた。クロフォード家に対して抱いだいている恨うらみを晴らそうとしているのだろう。

「そんな生活を凌しのいでどうにか奨しよう学がく金を得て大学へ進学したら、あの男の長男がのうのうとした顔で通ってるんだからな。死ぬほど驚おどろいたよ」

「もしかして、私たちと親しくしていたのは……」

　答えを聞かなくてもわかる。だけど、確かく認にんせずにはいられなかった。

「想像してるとおりだよ。お前らに近づいたのはそのために決まってるだろ？　マジで嬉うれしかったね。復ふく讐しゆうする機会が巡めぐってきたんだって、あのときばかりは神様に感謝した」

「そんな───」

「お友達ごっこも楽しかったけど、まあ仕方ないよな」

　ジェレミーのことは、心から信しん頼らいしていた。いまでも疑いきれないほどだ。

　さっき、教室でもらった助言は心からのものに聞こえた。相手を想おもっていなければ、あんな言葉は出てこないはずだ。一体、どれがジェレミーの本当の顔なのだろう。

　───多分、どちらも本物なのだ。

　クロフォード家に恨みを抱き、ヒューバート相手に復讐を企くわだてるジェレミーも、ユーインを思い遣やって力づけてくれるジェレミーも。

「友達になるところまでは上手く行ったんだけど、次の一手が難しくて参ったよ。あいつの足あし下もとを掬すくってやろうと思ってたのに、思った以上に隙すきがなくてさ」

「ヒューバートですからね」

「むかつくよな、あいつ。顔も頭も家いえ柄がらもいい上に、クールに見せかけて友情には厚いって完かん璧ぺきすぎるだろ。それで仕方なく、ターゲットをお前に変えたってわけだ」

「どうしてですか？」

「あいつにダメージを与あたえるには、ユーインを傷つけることが一番だってわかったから」

「……！」

　ヒューバートの支えになりたいと思ってきた自分自身が、ウィークポイントになってしまっていたことがショックだった。

「ユーインに恨みはないけど仕方ないよな」

「教授のバースデーパーティで、私が口にするものに何か入れましたか？」

　ジェレミーも教授のパーティに来ていた。恐おそる恐る訊たずねたユーインに、ジェレミーは小さく肩かたを竦すくめた。

「いまさら気づいたのか？　俺が渡わたした赤ワイン、ちょっと苦かっただろ」

　パーティのとき、ジェレミーからグラスを受け取った気がする。

「悪かったな、怖こわい目に遭わせちまって。ちょっと脅おどしてやるだけのつもりだったんだけど、思ったより薬が効きすぎてちょっとびびったわ。あの眠みん剤ざい、いつもは大して効かねーのに」

「────」

　彼は自らに処方された睡すい眠みん薬をユーインの飲み物にこっそりと混ぜたのだろう。常時飲んでいるであろうジェレミーと、飲み慣れていないユーインでは効果が違ちがって当然だ。

　誘ゆう拐かいし、椅子いすに縛しばりつけておいて、「悪かった」などと云われても誠意が感じられない。だけど、その悪びれない態度に毒気を抜ぬかれてしまった。

　本当にユーインに対しての悪意は微み塵じんもないようだ。自分に対しては、ヒューバートの付属品という認識が大きいのだろう。

　友人のつもりだった。いや、いまでも友人だと思っている。だからこそ、こんなバカなことはやめさせたい。静かに深呼吸をして、気持ちを落ち着ける。

「これからどうするんですか？」

「とりあえず身みの代しろ金を要求しておくか。この工場を買い戻もどすのもいいかもな。あとはそうだな、キャンパスの中を裸はだかで歩き回ってもらうとか？」

　どうやら、ヒューバートへはまだ連れん絡らくをしていないらしい。きっと、彼自身も何がしたいのかわかっていないのだろう。どこか自じ暴ぼう自じ棄きになっているように思えた。

　ただ単に復讐したいだけなら、黙だまって行動に移すだろう。ユーインの前に姿を現す必要だってない。悠ゆう長ちようにお喋しやべりをしているということは、心のどこかに躊躇ためらいがあるからだ。

「あなたは本当にそんなことがしたいんですか？　ヒューバートを貶おとしめれば満足するんですか？」

「さあね。それはやってみないとわかんねーな」

「考え直して下さい。少なくとも、あなたが恨んでいるのはクロフォード家であって、ヒューバートではないはずです」

「はっ、同じだね。あいつは俺たちを踏ふみ台にして、何不自由ない生活を送ってる。お前だってそうだろ？」

「…………」

　裕ゆう福ふくな暮らしをしているのは、たまたま生まれた家が資産家だったからだ。そういった僥ぎよう倖こうを責められれば、黙だまるしかない。

　ジェレミーを説得しようとするけれど、彼に届く言葉が思い浮うかばない。自分には彼を思い止とどまらせることはできないのだろうか。

「あいつだって何らかのペナルティを受けるべきだ」

「どうして俺がペナルティを受けなくちゃいけないんだ？」

　あらぬ方向から聞こえてきた声に、ユーインは驚きを隠かくせなかった。ジェレミーが反射的に立ち上がった弾はずみで椅子が倒たおれ、派手な音が立った。

　自分の見ている光景が信じられず、ユーインは目を見開き、ドアの前に立っている人物を凝ぎよう視しする。

「ヒューバート───」

「無事か？　ユーイン」

「は、はい……。でも、どうして……」

　ヒューバートなら自分を探してくれているだろうと信じていた。だが、こんなに早く来てくれるなんて思ってもみなかった。

「お前を守るって誓ちかったからな」

　ヒューバートは幼い頃ころの約束を口にする。その言葉に、思わず涙なみだが込み上げてきそうになった。だけど、こんなところで泣くわけにはいかない。歯を食い縛り、ぐっと堪こらえる。

「な……何でここがわかったんだ……!?」

　ユーイン以上に驚き、言葉を失っていたジェレミーが遅おくれて我に返る。

「愛の力だろうな」

「そんなこと訊きいてんじゃねーんだよ！」

　斜ななめ上の返答をするヒューバートに、ジェレミーは激げき昂こうした。わざと挑ちよう発はつしているようにも見えた。

「どうやって調べたか知りたいってことか？　それは企き業ぎよう秘密だ。一つだけ云えるのは、ウチの調査部門は優ゆう秀しゆうだってことくらいだな」

　ヒューバートはゆったりとした足取りで、こちらに歩み寄ってくる。

　クロフォード・グローバルの調査部門が優秀でも、こんなに短時間で場所を特定するのは難しいはずだ。きっと、ヒューバートはユーインが監かん禁きんされている可能性がある場所をあちこち探し回ってくれたに違いない。

「近寄るな！」

　ヒューバートは、ユーインたちまであと十メートルほどのところで足を止める。

　ずいぶん余よ裕ゆうのある態度に見えたけれど、よくよく見ると髪かみは乱れ、上がった呼吸を無む理り矢や理り抑おさえ込んでいるようだった。

「俺を恨うらむならいくらでも恨め。殴なぐりたければ殴ればいい。その代わり、ユーインには手を出すな」

「俺に指図するな！」

　落ち着いた口調のヒューバートにジェレミーが声を荒あららげた。それでも、ヒューバートは語りかけることをやめようとはしなかった。

「欲しいのは金か？　謝罪か？───そうじゃないだろう？」

「知った口利きくんじゃねえ……っ」

　ジェレミーは憤いきどおりのあまり、真っ赤になっている。いつでも陽気で気さくな彼からは想像できない姿だった。

「！」

　そのとき、根気よく手を動かしていたのが功を奏し、手首を縛っていたロープが大きく緩ゆるんだ。ジェレミーに気づかれないように、そっと手を抜く。

　注意を払はらうまでもなく、もう彼の目にはヒューバートのことしか見えていないようだった。

　あとは腰こしの拘こう束そくを解くだけだ。ロープの結び目を少しずつ後ろ側に回し、息を殺して指先に集中する。

「そうやってキレるってことは、自分がしていることがただの八つ当たりだってことは自分でもわかってるんだろう？」

「黙れつってんだろ!?　偉えらそうな口利くな……!!」

　地じ団だん駄だを踏むジェレミーに、ヒューバートはさらに畳たたみかける。

「君の父親は不正をした。故意に質の劣おとる製品を納入し、再三の忠告にも改善が見られなかった。契けい約やくを切られたのはそのせいだ」

「……っ」

　倒とう産さんの裏にそんな事情があったとは。ヒューバートが調べていたのは、このことだったのだろう。十年以上前のこととなると調査も簡単ではなかったに違いない。

「そもそも、製品の質を落とすことになったのは、君の父親がギャンブルにハマって経費の使い込みをしたせいだろう？　従業員の支し払はらいだって遅れがちになってたって話じゃないか」

「う、噓うそだ！」

　告げられた言葉に、ジェレミーは動どう揺ようを見せた。その様子を見る限り、彼は知らなかったことのようだ。

「知らなかったのか？　当時、君は子供だったからな。君にはそういう面を見せないようにしていたのかもしれないな。信じられないなら証しよう拠こもある。元従業員の証言もあるぞ」

　ヒューバートはそう云いって、手にしていた封ふう筒とうを顔の高さに持ち上げる。あの中に報告書が入っているのだろう。

「それがでっちあげじゃない証拠はないだろ!?」

「録音した声で判断してもらうしかないな。親しくしてた人もいるだろう？」

「親父おやじが使い込みなんて噓だ……」

　ジェレミーは呟つぶやきとは裏腹に、視線を泳がせている。信じたくない気持ちと事実かもしれないという想いが鬩せめぎ合っているのだろう。

「会社経営はボランティアではないし、私物化していいものでもない。それは経営学を学んでいるいまの君には充じゆう分ぶんわかるはずだ」

「うるさいうるさいうるさい!!　正論なんて真っ平だ!!　貴様みたいに恵めぐまれた人間に俺の苦しみなんてわかるわけない!!」

　ヒューバートの告げる真実に、ジェレミーは駄だ々だっ子のように声を荒らげた。

「ああ、ちっともわからないね。君はそんな苦しい状じよう況きようの中で努力し、大学にも入った。実力でここまで上り詰つめたんじゃないのか？　俺を恨むのは構わないが、その労力をどうして自分を磨みがくことへ注がない？」

「御ご託たくはたくさんだ！　こいつを返して欲しけりゃそこに跪ひざまずいて許しを乞こえ!!」

　ジェレミーは銃じゆうを取り出し、ユーインの頭に押しつける。ごりっという冷たい鉄の感かん触しよくに血の気が引く。

　自分に銃じゆう口こうを向けられているぶんにはまだいいが、これをヒューバートに向けられたら───。そう思ったら絶望的な気持ちになった。しかし、ただ青くなっているだけなら誰だれだってできる。いまは自分にできることをするべきだ。

　銃は向けられているけれど、ジェレミーの意識はヒューバートに向いたままだ。結び目を解く作業を再開した。

「早くしろ！」

「───わかった」

　ヒューバートはジェレミーの指示に従い、その場で膝ひざを折る。さすがに強こわ張ばった顔をしていた。

「次はどうすればいい？」

「許しを乞えっつっただろ！」

　銃口がヒューバートに向く。ジェレミーはもう正気ではないようだった。ヒューバートとの間合いを詰める。

「許してくれ」

「気持ちが籠こもってねぇんだよ！」

　ジェレミーは苛いら立だった様子で足あし下もとに転がっていた椅子いすを蹴ける。大きな音に体が竦すくんだけれど、彼が振ふり向かないことを祈いのりながら作業を続けた。

「！」

　腰に巻かれていたロープが解けた瞬しゆん間かん、ユーインは全力で地面を蹴った。そうして、ヒューバートに銃を向けているジェレミーの不意を突つき、背後から飛びかかった。　>>>♥

「なっ……!?」

　ユーインはジェレミーと共に倒たおれ込んだ。コンクリートの床ゆかに体を叩たたきつけられる痛みに顔を顰しかめながらも、ジェレミーの腰に全力でしがみつく。

「ユーイン!?」

「早く逃にげて下さい！」

　ヒューバートが立っている位置からなら、出入り口はすぐそこだ。この隙すきに逃げ出してくれれば、彼の安全は保証される。

「放せ、ユーイン！」

　ジェレミーはユーインを引き剝はがそうと髪を摑つかんでくる。だけど、ここで屈くつする訳にはいかない。ヒューバートが自分のことを守ってくれているように、自分だって彼を守りたいのだ。

「絶対に放しません……っ」

「くそっ、放せって云ってるだろ!?」

　無我夢中で揉もみ合っているうちに、ジェレミーの手から銃が零こぼれ落ちた。

「あ……っ」

「！」

　注意が逸それたその一いつ瞬しゆんに、ユーインはジェレミーの顎あごに力いっぱい掌しよう底ていを打ち込んだ。護身術を習っていたときに何度も練習した技わざだ。小こ柄がらな自分でも相手に確実なダメージが与あたえられるようにとの想いからだった。

「がはっ……!?」

　咄とつ嗟さの行動だったとは云え、自分でも驚おどろくほど見事に決まった。反はん撃げきを覚かく悟ごして身構えたけれど、ジェレミーの体からはかくりと力が抜ぬけた。

「ユーイン！」

　本当に意識を失っているのかどうか確かく認にんしているところに、ヒューバートが駆かけ寄ってきた。

「無事か？」

「大だい丈じよう夫ぶです。私は何ともありません。私より彼の様子を見てもらえますか？」

「ジェレミーは気絶してるのか？」

「そのようです。すぐ目を覚ますとは思いますが……」

　掌底の衝しよう撃げきで軽い脳のう震しん盪とうを起こし、意識を失ったのだろう。ヒューバートはユーインが縛しばられていた縄なわで、キツくジェレミーを縛り上げる。

「こうしておけば、目を覚ましても安心だろ」

「銃はどこに行った？」

「あそこです」

　ジェレミーの手から滑すべり落ちた銃は、一メートルほど先に転がっていた。

　銃を拾い上げたヒューバートは怪け訝げんな顔になった。

「モデルガン？」

「え？」

「オモチャの玉すら入ってないようだ」

　ジェレミーの脅おどしはただのはったりだったようだ。やはり、彼は本気でユーインを傷つけるつもりはなかったのだろう。

　ヒューバートはモデルガンをベルトの間に挟はさみ、ユーインの体を起こしてくれる。

「ありがとうございます。痛……っ」

「痛めたのか？」

「軽い捻ねん挫ざだと思います」

　ジェレミーに飛びかかったときにヘンな方向に捻ひねったせいで、足首を痛めてしまったようだ。この状況で捻挫だけですんだのだから、不幸中の幸いだ。

「大したことありません。私のことより、ヒューバートが無事でよかっ───」

　言葉が途と切ぎれたのは、ヒューバートに頰ほおを叩かれたからだ。

「無む謀ぼうな真ま似ねをするなと云ってるだろう！　相手は銃を持ってたんだぞ!?　今回はモデルガンだったからいいが、本物だったら最悪暴発の可能性だってあった。もっと自分を大事にしろと何度云ったらわかるんだ！」

　見上げたヒューバートの目が赤い。無む茶ちやをした自分を心底心配してくれていたのだろう。

「……ごめんなさい」

「肝きもが冷えた。もう二度とあんな無茶はするなよ」

「約束します」

「無事でよかった」

「……っ」

　力強く抱だきしめられた。緊きん張ちよう状態から解き放たれたばかりのせいもあって、心細くなっていたのかもしれない。ユーインも思わずヒューバートに縋すがってしまった。

　やっぱり、ヒューバートは助けに来てくれた。その事実だけで胸がいっぱいだった。この腕うでの中にいるだけで安心できる。だけど、いつまでも甘えているわけにはいかない。

　もうこれが最後だと自分に云い聞かせ、そっとヒューバートの体を押し返した。

「ユーイン？」

「これでおしまいですね」

「何の話だ？」

「恋こい人びとごっこのことですよ。犯人はジェレミーだとわかったんですから、もう続ける必要はないでしょう？」

　『事件』は解決した。ヒューバートと行動を共にする大義名分もなくなる。ロイの依い頼らいのほうは、そのときがきたら改めて対応すればいいだけだ。

「……お前にとっては最後まで『恋人ごっこ』でしかなかったってことか？」

「そういう約束でしょう？」

「そうだな。だけど、俺はお前に自分の気持ちを可能な限り伝えたつもりだ。それでも心は動かされなかったってことか？」

「…………」

　ヒューバートに見つめられているいま、てきとうな言葉でごまかすのは難しい。偽いつわりの気持ちを口にしても、絶対に見み抜ぬかれてしまう。だから、ユーインは口を噤つぐむしかなかった。

「どうして俺じゃダメなんだ？　やっぱり、ロイのほうがいいか？」

「ロイが好きなわけじゃありません。でも、ダメなんです」

「それだけじゃ納なつ得とくできない。理由を教えてくれ。俺の何が悪いんだ？」

　諦あきらめずに食い下がってくるヒューバートにかぶりを振る。

「ヒューバートは何も悪くありません。ただ、私ではいけないんです」

「どういう意味だ？」

「あなたには将来がある。会社を背負い、家庭を持ち、次の世代を育てるのがあなたの使命です。私はあなたの未来の障害にはなりたくないんです」

　真しん剣けんな眼まな差ざしのヒューバートに噓うそはつけなかった。ユーインの告白にヒューバートは押し黙だまった。ようやく現実をわかってくれたのだろう。

　だが、予想に反し、ヒューバートは真ま面じ目めな顔で叱しつ責せきしてきた。

「バカなことを云いうな！　お前がいなかったら俺の人生に何の意味もないだろう」

「わ、私は真剣に……」

「俺だって真剣だ。いいか、よく聞け。ウチの会社は跡あと継つぎは必要としていない。親父おやじはただ好きなことをさせてくれてるだけだ。たまたま経営に興味があったから勉強させてもらってるだけで、跡継ぎとして育てられているわけじゃない」

「でも、私では家庭を作れません」

「どうして作れないなんて思うんだ？　結けつ婚こんならできるし、養子だって取ることは可能だ。血筋なんて関係ない。どちらかと云えば、お前の家族に許してもらうほうが骨が折れそうだな。お前がついてきてくれるなら、駆け落ちしたっていい」

　ヒューバートはユーインのあらゆる不安を潰つぶしていく。

「でも───」

「『でも』も『だって』ももうなしだ。俺はお前じゃないと幸せになれないって云ってるんだ。それでもダメだって云うのか？」

「…………」

「いい加減素す直なおになれ。あんなふうに抱だかれるくせに、何とも思ってないなんて云うなよ。それとも、誰だれに対してもああなるのか？」

「違ちが……っ」

「そうだろう？　俺だけが特別なんだって認めろよ」

「……っ」

　子供をあやすように諭さとされ、気づいたら泣けてきていた。自分の気持ちなど、とっくの昔に見抜かれていたのかもしれない。

「あなたはバカです。もっと頭のいい人だと思ってました」

「そうかもな。もっと頭がよかったら、こんなに遠回りをしなくてすんだかもしれないな。頼たのむよ。一言だけでいいから聞かせてくれ。お前の本当の気持ちが知りたい」

　甘えるようにねだられて、とうとう本心を口にしてしまった。

「……あなたを愛してます」

「よく云えたな」

　言葉にできたご褒ほう美びとばかりに抱きしめられる。箍たがが外れたように、次から次に気持ちが溢あふれ出してくる。

「出で逢あったときから、ずっと……ずっと好きでした」

「そうか」

「あなたには誰よりも幸せになって欲しいんです」

　溢れていたのは気持ちだけではなかった。温かな涙なみだも止め処どなく頰を伝い落ちていく。

「大だい丈じよう夫ぶだ。絶対に幸せにするし、絶対に幸せになる。俺がお前に噓を吐ついたことがあるか？」

　涙を指で拭ぬぐわれながら、優やさしく訊たずねられる。ふるふると首を横に振ふると、ヒューバートは「だろう？」と云って微笑ほほえんだ。










「……長い一日だったな」

「そうですね」

　深夜近くになって帰宅した二人は、疲つかれ果てた体をぐったりとソファに沈しずみ込ませた。いままで何をしていたかと云うと、いわゆる事後処理だ。

　ジェレミーを警察に引き渡わたしたり、捻ひねった足首を診みてもらいに病院に行ったりしていたら、こんな時間になってしまった。

　目を覚ましたジェレミーは憑つきものが落ちたかのようになっていた。きちんと罪を償つぐなって、また大学に戻もどってきて欲しい。そう告げたら、泣きそうな顔になっていた。

　本来の彼は友人想おもいの優しい人物だ。絶対にやり直すことはできるはずだ。

「足は大丈夫か？」

「はい、テーピングで固定してもらっているので問題ありません。明日あしたになれば痛みも引いてるだろうと云われました」

　医師の見立ては、軽い捻ねん挫ざとのことだった。さすがにこの状態で走るのは難しいが、歩くことに支障はない。

「そうか。大したことがなくて本当によかった」

　肩かたを抱き寄せられ、大人しく身を寄せる。触ふれ合う温ぬくもりは、ユーインにとっては安定剤ざいだ。こうしていると目まぐるしい一日にささくれ立った神経が穏おだやかになっていく。

「やっと二人きりになれた」

「ヒューバート、くすぐったいです」

　こめかみにキスをされ、そのくすぐったさに肩を竦すくめる。くすぐったいのは、この行こう為い自体かもしれない。

　『仮』の恋人同士だったときは演じているという意識があったため、ここまでのむず痒がゆさは感じなかったけれど、いまは素すの状態だ。

「あのときの言葉は夢じゃないんだよな？」

「え？」

「お前の気持ち。もう一度、聞きたいって云ったら怒おこるか？」

「……っ、怒りはしませんが、いまはちょっと恥はずかしいです……」

　子供のように泣いてしまった自分を思い出すといたたまれない。いわゆる素面しらふ状態では、心の準備に時間がかかりそうだ。

「いまじゃなければいいのか？」

「そ、そうですね……。そういう雰ふん囲い気きのときなら……」

　この先、一生云わないというわけではないし、改めて色んな話をしなければとは思っている。いつ好きになったかとか、どんなところが好きだとか。だけど、真正面から問われるとなかなか言葉にするのは難しい。

　いつか、云えるタイミングもやってくるだろうという程度の考えだったのだが、ヒューバートは違ちがった意味に捉とらえたようだった。

「少し暗いほうがいいか？　音楽はどうする？」

「ええと、私はそういう意味で云ったんじゃ───」

「雰囲気次し第だいなんだろう？」

　ぐいぐいと迫せまってくるヒューバートに苦く笑しようするしかない。『タイミング』を作り出そうとしているが、面と向かってお膳ぜん立だての相談をされても困ってしまう。

　気持ちはわからないでもないが、些いささか情じよう緒ちよが足りない気もする。恋こい人びとごっこをしていたときのほうが、余よ程ほどスマートだった。

　だけど、そういうところがヒューバートらしいとも思えた。基本的に理り詰づめで考えるタイプだ。恋の駆かけ引きが得意だとは思えない。いまが本来の姿なのだろう。

「ヒューバート。その、気持ちの準備ができたらちゃんと云いますから……」

　少し落ち着いてもらおうと声をかけると、ヒューバートも自分の焦あせりに気づいたようだった。

「すまない、気が急せいてたようだ。今日の俺はどうも浮うかれてるな」

「それは私もです」

　ずっと隠かくし通してきた秘密を口にしてしまったのだ。その夜に平常心ではいられるはずがない。どちらかと云えば、浮かれているというより緊きん張ちようしていると云ったほうが正しいが。

「やっぱり、夢みたいだ。お前が俺の腕うでの中にいるなんて」

　ヒューバートはユーインを抱だき竦め、しみじみとそう独りごちる。体なら何度も重ねた。熱に浮かされ狂くるおしく抱き合いはしたけれど、そのときよりもいまのほうが距きよ離りが近く感じる。

　気持ち一つでこんなにも感じ方が変わるものなのかと驚おどろきさえしている。

「ちゃんと現実ですよ」

　それは自分にも向けた言葉だった。夢のようだけど、夢ではない。この腕の力も温もりも、何もかも本物だ。

「ユーイン、キスしていいか？」

「わざわざ訊きかなくてもいいですよ。いつもみたいに偉えらそうにしてて下さい」

「俺は普ふ段だん偉そうなのか？」

「自覚なかったんですか？」

　ヒューバートは生まれながらにして、上に立つ人間だ。不ふ遜そんとまではいかないが、堂々とした立ち居い振ふる舞まいは支配者の貫かん禄ろくがある。

「自分ではそんなつもりは少しも───いや、いまはそんなことどうでもいいか」

　緩ゆるめられた腕の中で、彼を見上げる。昔から飽あきるほど見つめてきた顔なのに、いまでも見み蕩とれてしまう。

「ヒューバート……」

　見つめ合っていたら、胸の鼓こ動どうが速くなってきた。やがて、どちらからともなく口づけを交かわした。

「……ん……」

　啄ついばむような甘いキスに、子供の頃ころに交わした約束のキスを思い出した。あのときの約束が、ずっとユーインを支えてくれていた。いまの自分があるのは、ヒューバートのお陰かげだと云いっても過言ではない。

「……しまったな」

「どうしたんですか？」

　口づけに夢中になりかけたところで、体をそっと引き離はなされた。ヒューバートは苦い顔をしていた。

「すまん、ちょっと行ってくる」

「え？」

　視線を逸そらしながらの言葉に、事情を察した。視線を落とすと、股こ間かんのあたりが張り詰つめているのが見てとれた。

「怪け我が人を襲おそうわけにいかないしな───ユーイン？」

　気まずげに立ち上がったヒューバートの服の裾すそを摑つかんで引き止めた。

　どうしてこの人は、いざというときの空気を読んでくれないのだろう。体に火がついてしまったのは、ユーインも同じだ。

　こんなタイミングで放置されるなんて、嫌いやがらせと変わらない。さっきは無む理り矢や理りムードを作ろうとしていたくせに無神経にも程ほどがある。

「……私なら平気です」

　ユーインにとっては、精せい一いつ杯ぱいの誘さそい文句だった。なのに、ヒューバートからは融ゆう通ずうの利きかない返事が戻ってくる。

「しかし、体に負担をかけるわけにはいかない。今晩はしっかり休むようにと医者も云っていただろう」

「じゃあ、負ふ担たんがかからない方法ならいいですか？」

「どういう意味だ？」

　いまさら、あとには引けない。ユーインは半ば意地になっていた。

　ソファから降り、ヒューバートの前に跪ひざまずく。そして、張り詰めたフロント部分を寛くつろげ、硬かたくなっていた屹きつ立りつを露あらわにした。

「おい、本気か!?」

「冗じよう談だんでこんなことしません」

　顔にかかって邪じや魔まな髪かみを耳にかけ、先せん端たんを口に含ふくむ。　>>>♥

「……っ」

　びくりと反応してくれたことが嬉うれしくて、深く吞のみ込んでいく。舌を絡からめると、ぐんと大きくなった。

「ん」

「無理しなくていいんだぞ」

「大だい丈じよう夫ぶ、です」

　吞み込みきれない昂ぶりから一度口を離し、根本から舐なめ上げた。これ以上ないくらいに張り詰めた屹立からは力強い脈動が伝わってくる。

「……っ」

　ヒューバートは、ユーインの髪を繰くり返し梳すきながら、時折小さな呻うめき声を漏もらす。自らの愛あい撫ぶに感じてくれていることが嬉しかった。

　舌や唇くちびるの裏で感じる硬さや温度に、自分も興奮してくる。ユーインが口こう淫いんに夢中になっていたら、困った様子で制止された。

「ユーイン、もういい」

「気持ちよくないですか……？」

「よすぎるくらいだ」

　ヒューバートの様子に、もう終わりが近いのだと気がついた。

「大丈夫です、ちゃんとできますから」

　そう云って、先端を口に含み直す。ここまで来たら、最後までちゃんとしたい。唇で締しめつけ、指も使って高めていく。

「そんなことしなくていい」

「……っ」

　やめさせようとするヒューバートとの攻こう防ぼうの末、頭を引き剝はがされ───同時に顔に生温かいものがかかった。とろりとしたものが頰ほおを伝う。

　タイミング悪く、暴発してしまったようだ。

「すまない！　こんなつもりじゃなかったんだ」

　ヒューバートは狼狽うろたえ、自らの服の袖そででユーインの顔を拭ぬぐってくれる。

「わ、私こそ申し訳ありません」

　我ながら、大だい胆たんなことをしてしまったものだ。いまさら、気き恥はずかしさが込み上げてくる。

「いや、俺が悪い」

「そんなこと───」

　ふと、二人で慌あわてているという状じよう況きようが可笑おかしくなって、思わず吹ふき出してしまった。一いつ瞬しゆん、虚きよを衝つかれた顔になったヒューバートも笑い出す。

「シャワーを浴びたほうがいいな」

「あ、そうですね」

　今日一日の汗あせもまだ流していないし、気恥ずかしさをごまかすのにもちょうどいい。ヒューバートの助言に従うことにした。

「どこへ行く？」

「どこって、シャワーを浴びに……」

　自分の部屋のバスルームを使うつもりで立ち上がったが、ヒューバートに不思議そうに引き止められた。

「一いつ緒しよに浴びないのか？」

「え？」

「その足じゃ不安定だろう？　一人にするのは心配だ。手伝ってやるよ」

「……っ」

　ヒューバートはきっと本気で心配してくれているのだろう。真ま面じ目めな面おも持もちを見る限り、下心のようなものは感じられない。

　むしろ、意識しているのはユーインのほうだ。期待している自分がいることを否定できない。

「……じゃあ、お願いしていいですか？」










「ああ……っ、ん、あ……っ」

　ヒューバートは後ろからユーインの腰こしを抱かかえ、手にした屹立を大きく扱しごく。

　最初のうちは本当に体を洗うのを手伝ってもらっていただけだったのだが、直じかに肌はだに触ふれられているうちにユーインの体は熱を持ち始めてしまった。

　さっきの口淫の興奮が残っていたせいもあるかもしれない。隠かくす間もなく自身の変化を知られ、こうしてあやされているというわけだ。

「や、ヒューバート……っ、強く、しないで……っ」

「強く？」

「ああっ、ちが、だめ、あっ、あ、あ───」

　あっという間に果ててしまった。爆ぜた白はく濁だくがシャワーブースのガラスに散る。伝い落ちる液体がやけに卑ひ猥わいだった。　>>>♥

　たったいま終わりを迎むかえたのに、体から熱が引かない。それどころか体の奥の疼うずきは酷ひどくなっている気がする。

　このまま触れ合っていたら、抑おさえが利かなくなってしまいそうで怖こわかった。

「まだ欲しそうにしてるな」

　冷静な指し摘てきに頰が赤くなる。張り詰めたままの自身を手に取られ、指で弄もてあそばれる。緩ゆるく扱かれると、欲よく望ぼうの残ざん滓しが溢あふれ出した。

「ごめんなさ……」

「どうして謝る？　いくらでも欲しがればいいだろう。俺はお前が求めるものを与あたえるだけだ」

「でも……」

　際限なく欲しがってしまいそうで怖い。すでに乱れきった自分を知られてしまってはいるけれど、だからといって欲望に素す直なおになるには恥はずかしい。

「恥ずかしがらなくていい。俺だってこんなだ」

「わ……っ」

　体の向きをくるりと反転させられた。苦く笑しよう混じりに自己申しん告こくされたとおり、ヒューバートの昂ぶりもまた張り詰つめていた。

　逞たくましい怒ど張ちようを目にし、ごくりと喉のどを鳴らしてしまった。

「俺に摑つかまってろ。そうすれば足に負担がかからないだろう」

「は、はい」

　おずおずと首に手をかけると、腰を抱だき寄せられた。下か肢しが密着し、熱くなった屹立同士が触れ合う。

　そこばかり意識していたら、体液で濡ぬれてぬるりとした指で後ろを探さぐられる。その感かん触しよくに、びくんっと体が跳はねた。そのまま指を押し込まれ、ぎゅっと目を瞑つぶった。

「んん……っ」

　抜ぬき差しの刺し激げきが堪たまらず、ヒューバートの首に力いっぱいしがみつく。肩かた口ぐちに顔を埋うずめながら、喘あえぎを押し殺した。

　ヒューバートは感じる場所を的確に責め、大胆に搔かき回す。増やした指でひくひくと痙けい攣れんする内ない壁へきを押し拡ひろげられる感覚に歯を食い縛しばった。

「はっ、あ、もう……っ」

「何が欲しい？」

「……あなたが欲しい」

　もっと確かなもので貫つらぬかれたい。はしたない願いだとわかっていたけれど、ねだらずにはいられなかった。

　正直云いって、受け入れるにはまだ少しキツかったけれど、一秒でも早くヒューバートが欲しかった。

「仰おおせのままに」

「あ……!?」

　慇いん懃ぎんな物云いと共に両足を掬すくい上げられ、体が浮ういた。不安定な体勢に戸と惑まどうユーインを、ヒューバートは容よう赦しやなく貫いた。

「やぁあ……っ」

　凶きよう暴ぼうに猛たけった昂ぶりに押し開かれる圧あつ迫ぱく感かんに、ぐっと歯を食い縛る。

　自分の重みで腰が落ち、一息に根本まで吞のみ込んでしまう。深い場所まで犯おかされ、頭の芯しんがじんじんと痺しびれた。

「奥に、当たって……」

「ああ、全部入った。これなら足も痛くないだろう？」

　足の痛みなど、とっくに忘れていた。いまは繫つながり合った場所ばかり意識してしまう。爪つま先さきから頭の天てつ辺ぺんまで、甘く痺れている。

　以前のユーインにとって、セックスは性せい欲よくを解消するためのものであり、汚けがらわしい行こう為いだった。だけど、それは気持ちの伴ともなわない相手に無む理り強じいされたせいだった。

　世界で唯ゆい一いつの愛いとしい相手と深く繫がり合い、一つになる。それがどんなに幸せなことか、いまは誰だれよりもよく知っている。

「そんなに締しめるな。動けないだろう？」

「ぅあ……ッ」

　下から力強く穿うがたれ、悲鳴じみた声が上がる。繰くり返される突き上げは、やがて律動に変わっていった。休みなく与えられる甘い衝しよう撃げきに頭の芯が痺れてしまう。

「ぁん、あっあ、あ……っ」

　シャワーブースに嬌きよう声せいが響ひびく。自分のものとは思えない甘ったるい声こわ音ねが恥ずかしい。ヒューバートは深々と穿った欲望で、ユーインの中を容赦なく搔き回してくる。

　柔やわらかな内壁を抉えぐられる感覚が堪らなく気持ちいい。強すぎる快感に仰のけ反らせた喉のど元もとに嚙かみつかれた。

「ああっ、あ、んん───」

　乱暴に奪うばわれた唇くちびるも荒あら々あらしく嬲なぶられ、口こう腔こうを乱暴に搔き回される。ユーインもそれに応こたえるように舌を絡からめ、キスを貪むさぼった。

「んんっ、ん、は……っ」

　がくがくと揺ゆさぶられ、急せき立てられる。終わりはもう目の前だった。

「あ、あっ、あああっ」

　深い場所を突つき上げられた瞬しゆん間かん、頭の中が真っ白になる。我に返ったときには下肢を震ふるわせながら、飛ひ沫まつを散らしていた。

「……っ」

　ヒューバートが息を詰めると同時に、体の奥に熱いものを感じる。ユーインの体は、自分の中で達した屹きつ立りつを締めつける。

「……愛しています」

　込み上げてくる気持ちを吐と露ろするように、愛を告げる。幸せすぎて、怖いくらいだ。

「俺もだ。お前だけを愛してる」

　ヒューバートはその言葉を証明するかのように、キツく抱きしめてくる。ユーインは同じように広い背中を抱だき返した。
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「いい天気になってよかったですね」

　見上げた空は抜けるような青さだ。近くでドリンクを配って回っていたロイに話しかけると、力強い同意が返ってきた。

「本当だよ。先週の天気予報で雨だって出てたから冷や冷やしたけど、マジ外れてよかった。まあでも、親父おやじも俺もヒューバートもこういう日に雨降ったことないし」

　今日はハンプトンにある別べつ荘そうでガーデンパーティが開かれている。

　ヒューバートたちの弟、アレックスの一歳のバースデーパーティに合わせて、再さい婚こんした父ウィルと玲子のお披ひ露ろ目めを行うためだ。

　招かれているのはごく親しい人たちのみの、内輪での祝いの席だ。そのため、ユーインとヒューバート、ロイの三人で進行を引き受けると買って出た。

　ウィルは盛大なウエディングパーティをやりたがったらしいのだが（派手好きのウィルらしい）、再婚ということもあり玲子が派手な催もよおしを固辞したそうだ。

　その結果、こういう形になったとのことだが、穏おだやかでのんびりとしたいいパーティになったと思う。

　ヒューバートとは正式に『恋こい人びと』になった。まだロイにしか伝えていないけれど、いつかは家族にも告げたいと思っている。

　保守的な両親はいい顔をしないかもしれないけれど、誠意を尽つくせばいつかわかってくれるはずだ。

　以前の自分を振ふり返り、あまりに身勝手だったと反省した。

　好きだと云ってくれているヒューバートに本心を告げず、曖あい昧まいな態度を取り続けていたのも褒ほめられたことではないし、勝手に将来の展望を描えがき、レールを敷しくことを使命と考えていたこともよくなかった。

「そういえば、ロイ、今日は彼女は来ていないんですか？」

　あたりを見回すが、それらしい姿は見当たらない。

　事の始まりは、ロイの彼女にユーインとの関係を疑われたことだった。誤解を解くために恋人がいるふりをするという計画だったわけだが、結果的に『ふり』ではなくなってしまった。

　そのことは、一応ロイにも伝えてある。ヒューバートの疑念を完全に晴らしておきたかったのと、ロイには一番に報告すべきだと思ったからだ。

　ロイの彼女にきちんと説明して誤解を解くいい機会だと思って申し出ると、意外な答えが返ってきた。

「あー、彼女には振られた」

「え!?　どうしてですか？」

「他ほかに好きな人ができたんだってさ。浮うわ気きの心配をしないですむように、もっと硬こう派はなタイプがいいって」

　ロイは肩かたを竦すくめ、深々とため息を吐ついた。

「そんな……」

「というわけで、お幸せに。二人とも頑がん固こだから素す直なおになるまで長かったな」

「な、何云ってるんですか」

「本当にもどかしかったよ」

　ロイは肩の荷にが下りたと云わんばかりだ。もしかして、ロイはユーインの気持ちに気づいていたのだろうか。

　恋れん愛あいに関しては察しのいいロイならあり得ることだが、恋こい心ごころを隠かくし通してきたつもりのユーインにしてみたら、複雑な気分だった。

「何の話をしてたんだ？」

　ロイと話をしているとヒューバートが間に入ってくる。

「ヒューバート！」

「ヒューバートが頑固だって話。融ゆう通ずうが利きかないっていうか、意固地っていうか……。純情なのもいいけど、初心うぶすぎてもどかしかった」

「何が云いいたいんだ？」

　ヒューバートにぎろりと睨にらまれたロイは、そそくさと去っていった。

「あ、俺、玲子さん手伝ってくるから！」

「ちょっ、ロイ……！」

　先にロイに逃にげられてしまい、残されたユーインがどう取り繕つくろおうかと考えていると、ヒューバートは肩を竦めて苦にが笑わらいを浮うかべた。

「こういうことに関しては、あいつのほうが経験豊富だからな。云われっぱなしも仕方ない」

「ヒューバート……」

「自分でも遠回りしたのはわかってる。そのぶん、これから埋うめ合わせをしていけばいい」

「そうですね」

　ヒューバートの言葉に同意する。過去ばかり振り返っていても仕方ない。大事なのは、二人で作っていく未来だ。

「それはそうと、今日は一段と綺き麗れいだ。よく似合ってる」

「あ、ありがとうございます……」

　今日身に着けている盛装は、ヒューバートが用意してくれたものだ。出で逢あったときに着ていたものと同じ白い生き地じで仕立ててある。

　まるで、花はな嫁よめ衣装のようだと思ったけれど、自意識過か剰じような気がして云えてはいない。

「そうだ、俺たちの式はいつにする？」

「は？」

　式というのは、どういう意味だろうか。不可解な問いかけに怪け訝げんな顔をしていたら、ヒューバートまで怪訝な表情になった。

「まさか、式を挙げないつもりか？」

「ヒューバート、それ本気で云ってます……？」

「俺がこんな冗じよう談だんを云うと思うか？」

「……思いません」

「子供の頃ころ、よく行っていた教会があるんだ。式はそこで挙げたらどうだろう？　そうだ、ハネムーンはどこにする？　俺は静かに過ごせる場所ならどこでもいい」

「…………」

　舞まい上がっている───いまのヒューバートの状態を言葉にするなら、それが一番しっくり来る。

　長いつき合いだが、こんなふうに浮かれる人だったなんて知らなかった。まさに生まれて初めて見るはしゃいだ姿かもしれない。

「どうした？　俺の顔に何かついてるか？」

「いえ、何も」

　『可愛かわいい』だなんて思ってると知ったら、どんな顔をするだろうか。

　きっと、これからたくさんの知らなかった顔を見ることができるはずだ。言葉にならない程ほどの幸せを嚙かみしめていると、ヒューバートが微笑ほほえみかけてくれる。

「愛してる」

　人目を盗ぬすんで交かわす口づけは、どこまでも甘かった。







　あとがき







　はじめまして、こんにちは、藤崎都です。

　このたびは『純情トラップ』をお手に取って下さいまして、ありがとうございました！

　ついに「トラップ」シリーズも本作で十冊目となりました。

　一冊目の『恋愛トラップ』を刊行させていただいたときは、まさか十冊も続けることができるとは思ってもいませんでしたが、これもすべて応おう援えんして下さった読者の皆みな様さま、そしてイラストを担当して下さった[image: ]川愛先生のお陰かげです！　あ、あと、担当さんにも感謝しています！

　この「トラップ」シリーズは、毎回一冊読み切りで展開していますので、どのタイトルからでも読んでいただけるかと思います。

　よろしければ、この機会にシリーズ既き刊かんもお手に取ってみていただると嬉うれしいです！




　さて、今回の『純情トラップ』は『求愛トラップ』『蜜月トラップ』でお目付役として出てきたユーインが主役となっております。

　これまでもロイの兄、ヒューバートとの関係を匂におわせておりましたが、二人が〝幼なじみ〟だったときのお話を書かせていただきました。

『求愛トラップ』『蜜月トラップ』のときは社会人だった彼らの大学生編です。

　いままで、二人のことはぼんやりとしか考えていなかったのですが、改めて、どんな関係なんだろう？と掘ほり下げていったら、こういうお話になりました。

　二人とも大学生なのに、全然大学生らしくなくてキャンパスライフがほとんど書けませんでしたが（苦笑）、いつもより少しだけ大人っぽい話（当社比）が書けたような気がします。

　少しでも楽しんでいただけたなら幸いです。




　それから、ご報告をいくつかさせて下さい。

　二〇一四年三月一日から『世界一初恋～横澤隆史の場合５～』→『ガテンな義兄が可愛すぎて困る。』→『野獣なアニキに溺愛されすぎて困る。』と、三ヶ月連続刊行をさせていただいておりましたが、本作『純情トラップ』で気づくと連続刊行も四ヶ月目となっていました。

　いつの間にか伸のびていて、自分でもちょっとびっくりです。四ヶ月おつき合い下さった皆様に、お礼申し上げます！

　それと、新増刊の漫まん画が雑誌『エメラルド』の発売が決まったそうです。発売日は二〇一四年八月末日予定。詳しよう細さいは追々発表されていくことになるそうですが、こちらの雑誌に『世界一初恋』の小説も載のせていただく予定です。

　───というわけで、文庫も雑誌もどうぞよろしくお願いします!!




　最後になりましたが、お礼を。

　今回も、[image: ]川先生に素す敵てきすぎる挿さし絵えを描えがいていただきました！　ユーインが艶つやっぽくて美人な上、ヒューバートも色気ダダ漏もれのカッコよさで目の保養です。本当にありがとうございました!!

　そして、担当の相澤さんにも大変お世話になりました。お忙いそがしいかとは思いますが、あまり無理をせずご自愛下さいませ！

　そして、この本をお手に取って下さいました皆様、感想のお手紙を下さった皆様に心から感謝しています。

　最後までおつき合い下さいまして、ありがとうございました！

　またいつか貴方あなたにお会いすることができますように♥




　　二〇一四年初夏


藤崎　都　　
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